


●●

帥
舶
器
榊

霊　場
．上．コ
ヽT一

回

欝　純
理
′ヽ

‡H
I

H

Il

曹
・ト
岬

無　 類

増 裏　 留

朕　 眠

砿

忠

墾　 邸

当　 当

7ヽ
l

寸　 害
J　 J

ぐ al　鎚



之／♂JJ／

R豊
茨城県教育財団文化財調査報告第19集

継

　

手

　

年

　

月

寄
蛮
堵
教
薦
氏

竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書8

ひら　　だい

台　遺

昭和58年3　月

住宅・都市整備公団　茨城開発局
財団法人　茨城県教育財団

83602113



序

龍ヶ崎市の北部台地には，住宅・都市整備公団により龍ヶ崎ニュータウンの建設が進められて

おり，その地域内にいくつかの埋蔵文化財が存在することが確認されております。

財団法人茨城県教育財団は，これらの埋蔵文化財を記録保存するため，住宅・都市整備公団と

埋蔵文化財発掘調査事業について委託契約を結び，発掘調査を実施いたしました。

昭和56年度は平台遺跡ほか7遺跡の調査を行い，多くの成果を上げることができました。

昭和7年度には，平台遺跡を整理し，調査結果の幸陪書を刊行するはこびとなりました。本書

が教育・文化の向上の一環として広く活用されますことを希望いたしてやみません。

調査・整理を進めるにあたり，種々御協力e御指導をいただいた住宅・都市整備公団，地元関

係者，龍ヶ崎市教育委員会，茨城県教育委員会の各位に心から感謝をいたします。

昭和58年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　大　金　新　一



闘

1。本書は，住宅e都市整備公団と茨城県教育財団との委託契約に基づいて，昭和56年度に記録

保存のための発掘調査を実施した茨城県龍ヶ崎市馴馬町所在の平台遺跡の発掘調査報告書であ

る。

なお，町田遺跡，南三島遺跡については，57年度継続調査，仲根台B遺跡は58年度報告書刊

行予定である。また，仲根台塚群（3号・4号），般若塚，薄倉古墳，稲荷峰古墳については

昭和56年度刊行の年季机に委ね，報告にかえることにした。

2．住宅・都市整備公団の開発地域内平台遺跡にかかわる発掘調査の当教育財団の組織は，次の

とおりである。

理　 事　 長
竹　　 内　　 藤　　 男 ～昭和56年11 月30 日

大　　 金　　 新 昭和56年12 月 1 日～

副　 理　 事 ．長 古　　 橋　　　　　 靖

常　 務　 理　 事
川 野 辺　　 四　　 郎 ～昭和57年 3 月31 日

綿　　 引　　　　　 夫 昭和57年 4 月 1 日～

事　 務　 局　 長 小　　 林　　 義　　 久

調　 査　 課　 長 寺　　 内　　　　　 寛

企
画

管

理

班

班　　　 長

ク

主任調査 員

主　　　 事

ク

ク

ま下　　　　　 秀　　 雄 ～昭和 57年 5 月31 日

今　　 村　　 信　　 夫

加　　 藤　　 雅　　 美

鈴　　 木　　　　　 郎

海 老 沢　　　　　 夫

綿　　 引　　 良　　 人

昭和57年 6 月 1 日～

調

未且
紳弟

班

班　　　 長 菅　　 野　　 莞　　 爾 昭和56年 度調査 ・昭和57年度執筆

主任 調査員

ク

石　　 井　　　　　 毅

渡　　 辺　　 千　　 秋

ク

ク

ケ

調　 査　 員

中　　 沢　　 時　　 宗

人　　 見　　 暁　　 朗

ク

ク

主任調査 員

調　 査　 員

佐　　 野　　　　　 正

鈴　　 木　　 美　　 治

ク

ク



3．本書での遺構は次のとおりで，記号をもって表示することとした。

SI一住居跡　　　SK一土墟　　　P－ピット

4．本書における土層及び土器の色相は，小山正忠・竹原秀雄編「新版標準土色帖」日本色研事

業株式会社昭和42年発行を用いた。

5．遺構実測図中においては，炉跡・焼土など下記のように表示した。
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第且童　調査の経緯

l　調査にいたる経過

龍ヶ崎ニュータウン建設計画は，昭和46年1月に「龍ヶ崎牛久都市計画事業」として市街地開

発事業に関する都市計画が決定され，事業名を「北竜台及び龍ケ岡持定土地区画整理事業」と称

し，当初，日本住宅公団が計画した。しかし昭和51年4札宅地開発公団茨城開発局の設立によ

り事業を引継ぎ実施することになった。なお宅地開発公団は，昭和6年10月1日付をもって日本

住宅公団と統合し，新たに「住宅・都市整備公団」として発足した。これに伴い従来の契約がそ

のまま同公団に承継されることになった。事業面積は671．5ha，その現況は，北竜台においては山

林原野が約70％，畑および水田等の耕地は約24％を占め，龍ケ岡において山林原野は約50％，畑・

水田等の耕地は40％以上を占めている。

茨城県教育委員会は，龍ヶ崎市教育委員会と昭和45年に行った埋蔵文化財の分布調査に基づき

22遺跡について，文化財保護の立場から必要射普置を講ずる協議を重ねた。その後，昭和1年7

月に，再度分布調査を実施しタ新たに7遺跡が追加された○その結果，北竜台15遺跡・龍ケ剛4

遺跡について関係機関で再協議を行いタ29遺跡のうち26遺跡については，現状維持が困難なので

記録保存の措置を講ずることになった。

茨城県教育財団は，茨城県教育委員会の指導により，県内各地の大規模開発事業に係る埋蔵文

化財発掘調査の需要の増加に対応するため，昭和2年4札本部に調査課を新設し，「北竜台及

び龍ケ同士地区画整理事業の施行に係る埋蔵文化財発掘調査」の業務委託契約を当時の宅地開発

公団と締結し，龍ヶ崎ニュータウン計画区域内の埋蔵文化財発掘調査を継続して進めてきた。

昭和6年度の発掘調査業務は，北竜台で平台遺跡・仲根台B遺跡・仲根台塚群（3号e4号），

龍ケ同地区において町田遺跡e南三島遺跡（1区・2区）・般若塚，龍ケ同工業団地造成予定地

内薄倉古墳e稲荷峰古墳の発掘調査を行った○このうち平台遺跡（1区）はブリット方式による

遺構確認調査（25％）を進めてきたが，遺構等の確認がなされなかったため6月末日をもって調

査を終了した。

仲根台B遺跡については，昭和58年度整理及び報告書刊行とし，町田遺跡e南三島遺跡につい

ては昭和57年度継続して発掘調査を行うことになった○また，仲根台塚群等の調査結果について

は昭和56年度刊行年報工に掲載した。なお，発掘調査は調査第2班が担当した。

ー　1　－



第1図　遺　跡

番 号 追　 跡　 名 所　 在　 地 種　　　　 類 時　　　　 代 発　 掘　 調　 査 備　　　　　　 考

R 8 南 三 島 遺 跡 羽 原 町 南 三 島 集　　 落　　 跡 縄　　　　　 文 昭和5 6 ・5 7年度 調査

R 15 町　 田　 遺∴跡 貝原 塚 町 町 田 集　　 落　　 跡 縄　　　　　 文 昭和 56 ・5 7年度 調査

R 16 行 部 内 遺 跡 別 所 町 行 部 内 集 落 路 ・ 貝 塚 縄　　　　　 文 現 状 保 存

R 17 大 羽 谷津 遺 跡 若 柴町 大 羽 谷 津 集　　 落　　 跡 古　　　　　 墳 昭 和 5 4年 度 調査 昭 和55年度整理 ・報 告書刊 行

R 18 廻 り地 A 追 跡 馴 馬町 廻 り地 集　　 落　　 跡 縄 文 ・ 古 墳 昭和54 ・5 5年度 調査 昭 和56年度整理 ・報 告書刊 行

R 19 平　 台　 遺 跡 馴 馬町 平 台 集　　 落　　 跡 縄 文 ・ 古 墳 昭 和 5 6年 度 調査 昭 和57年度整 理 ・報 告書刊 行

R 2 0 成　 沢　 遺 跡 馴 馬 町 成 沢 集　　 落　　 跡 縄 文 ・ 古 墳 昭 和 5 5年 度 調査 昭 和56年度整理 ・報 告書刊行

R 2 1 松　 葉　 追 跡 若 柴 町 松 葉 集 落 跡 ・塚 群 古 墳 ・中 世 以 降 昭 和 5 2年 度 調査 昭和53年度整理 ・報 告書刊 行

R 2 2 庚 申 塚 遺 跡 若 柴 町 庚 申塚 集　　 落　　 跡 縄 文 ・ 古 墳 消　 滅

R 2 3 沖　 餅　 遺 跡 若 柴 町 沖 餅 集　　 落　　 跡 先 ・縄 文 ・古 墳 昭 和 5 3年 度 調査 昭和54年度 整理 ・報告書 刊行

R 2 4 赤　 松　 追　 跡 若 柴 町 赤 松 集　　 落　　 跡 縄 文 ・古 墳 ・近 世 昭和5 3 ・54年度調 査 昭和54年度 整理 ・報告書 刊行

R 2 5 打 越 A 追 跡 別 所 町 打 越 集　　 落　　 跡 縄　　　　　 文 昭 和 54年 度 調査 昭 和55年度整理 ・報告 書刊行

R 2 6 打 越 C 遺 跡 別 所 町 打 越 集　　 落　　 跡 縄　　　　　 文 昭 和 54年 度 調査 昭和 55年度 整理 ・報告 書刊行

R 2 7 ウ ツ ブ タ追 跡 別 所 町 ウ ツ ブ タ 集　　 落　　 跡 縄　　　　　 文 昭 和 54年 度 調査 昭和5 5年度 整理 ・報告書 刊行

R 2 8 仲 根 台 塚 群 馴 馬 町 仲 根 台 塚 （1．2．3号）群 縄 文 ・中世 以 降 昭 和 54年 度 調 査 昭和55年度 整理 ・報告書刊 行

仲根 台 B 塚 群 ケ 塚 （4 ．5．6号）群 昭 和 56年 度 調 査

仲根 台 B 遺 跡 ク 集　　 落　　 跡 縄　　　　　 文 昭 和5 6年 度 調 査

R 2 9 廻 り地 B 追 跡 馴 馬 町 廻 り地 集　　 落　　 跡 縄　　　　　 文 昭和 54年 度 調 査 昭和5 5年度 整理 ・報告 書刊行
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2　調査の経過

（1）調　査　方　法

平台遺跡（第1次調査区）の調査対象面積は20，000nfで，昭和56年4月1日から発掘調査を開

始した。

遺構確認のためグリット方式による発掘（25％）を行ったが遺構等の検出がなされなかったた

め，6月末日をもって調査を終了した。

1摘16日から平台遺跡（第2次調査区）の調査を開始し

た。当遺跡は，平台遺跡（第1次調査区）の南側に位置し

ており調査対象面積は牝588扇で現況は畑である。

1次の2次調査区の発掘調査に際しての調査区設定の基

準杭は，平面直角座標系8第Ⅸ座像　Ⅹ軸－8。900転　Y

軸＋30。540kmの交点を通る軸線を基準（C3）にして，東

軋　南北，各々40mずっ平行移動して，太調査区を設定し

た。さらに太調査区を4m四方の小調査区に分割した。太

調査区の名称は，北から「A」，「B」，「C」……とし

て西から東へ「1」タ「2」，「3」の…。もとした。

小調査区は北から南へ「a」，「b」，「C」e……

「豆」，「j」とし，西から東へ「1」，「2」タ

「3」むきや…「9」，「0」の数字で表しタ　小調査区

の名称を「Å1al」e「B2b2＿」のように表記した。調査

方法は，茨城県教育財団の調査要項に基づいて実施

した。以下発掘調査の経過について記していきたい。

（2）調査経過

（第1次調査区）

昭和56年4月1日～4月21日

1　2　3　4　5　6

第2回　太調査区名称図

1 1　 2　 3　 4 5 6 7 8 9 O l

a

b

C

d

e

曹

g

h

昏

』

！ ◎．幽－！

第3図　小調査区名称図

調査区域の確認，作業員募集，雑木伐開，測量，現場事務所の設置等，発掘調査におけ

る事前準備を進める。

4月22日～4月27日

地鎮祭（仲根台e平台e南三島合同），調査杭打ち，草刈り，全景の写真撮影，鉄骨タ

ワー組立て等諸準備を行う。

4月28日～6月30日

－　3　－



表土除去（ブリット方式）開始，4m四方ブリット（25．6％）方式による発掘調査をし

たが遺構が検出されなかったため，調査を終了した。

（第2次調査区）

11月16日～12月8日

佐野・鈴木両調査員，第2次調査区エリアの確認に入る。草刈り・伐開作業及びテスト

ピットを設定する位置を検討後，掘り込みを開始する。また，土層セクションの実測等を

併せて行う。

12月10日～1月28日

重機導入による表土除去作業，遺構の確認（グリット発掘）作業を進める。住居跡の精

査に入る。石井・渡辺調査員，平台遺跡調査に合流する。

昭和57年1月28日～3月16日

住居跡，土壌の精査は順調に進む。2月中旬から，中沢。人見調査員南三島遺跡から平

台遺跡調査に合流する。

3月18日～3月31日

土器洗浄e注記・全景写真撮影等を含め，遺構精査のまとめの段階に入る。31日をもっ

て全調査を終了する。なお，各遺構の調査分担については次表のとおりである。

調査員 住　 居　 跡 土　　　 壌

石　 井

°
渡　 辺

第 1 号～第24号 第 1 号～第14号

第27号

第43号

第45号～第47号

第16号

中　 沢

°
人　 見

第35号～第42号

第44号

第15号

佐　 野

°
鈴　 木

第25号 ・第26号

第28号～第34号

渡　 辺 遺構写真撮影者

－　4　－



第2童　位置と環境

上地理的環境

平台遺跡は，茨城県龍ヶ崎市馴馬町平台214番地の1ほかに所在する。

龍ヶ崎市は，茨城県の南端部に位置し，千葉県印西町と利根川をはさみ対岸の関係にある利根

町に隣接している。国鉄常磐線佐貫駅から私鉄関東鉄道龍ヶ崎線が東へ延び，その終点が龍ヶ崎

市の中心市街地となっている。また，市街地及びその周辺は，低地（標高約5m）で，幅約10km

の沖積地となっており県内有数の穀倉地帯をなしている。

龍ヶ崎ニュータウン建設は，龍ヶ崎市街北部の地域に計画されているが，この一帯は筑波台地

から東に延びる稲敷台地の中に含まれている。また，台地の標高はほぼ20～30mの平地であるが，

東に高く西に低い形状を示し，台地の北側は霞ケ浦に面し，南側は小貝川e利根川をも眼下に見

ることができる。

平台遺跡は，この稲敷台地の南端部，馴馬の台地のほぼ中央部に位置し，標高約20mほどの舌

状台地に所在する。また，本遺跡は，同一台地上にある成沢遺跡の東方280mと近接し，北側はや

や傾斜をしながら馴馬の沖積地へと続き，南側は，馴馬の集落地の南端から急傾斜して龍ヶ崎市

街地を含む沖積地へと続いている。調査対象区域は31，588I正で，現況の大半は畑で一部雑種地で

ある。落花生・大麦・小麦等の耕作がなされていた。

2。歴　史的環境

稲敷台地の霞ケ浦沿岸近くには，東京都（品川区）にある国指定史跡大森貝塚に匹敵して周知

されている陸平貝塚（美浦村）をはじめとし，舟子塚原古墳群（美浦村）e阿波崎城跡（東村）

県指定史跡が所在している。縄文時代遺跡の著名なものとして，経塚貝塚（江戸崎町）・明神貝

塚（江戸崎町）e蓮沼貝塚（江戸崎町）。広畑貝塚（桜川村）e福田貝塚（東村）e坂本遺跡（牛

久町）等が知られている。なお，弥生時代遺跡では，殿内遺跡（桜川村）。尾島祭祀遺跡（桜川

村）e宮本遺跡（美浦村）e中馬様台遺跡（牛久町），また，古墳時代の遺跡としてほ，富士塚

古墳（江戸崎町）e天神山古墳（江戸崎町）e大形古墳（阿見町）。木原古墳群（美浦村）。愛

宕脇古墳（牛久町）等もある。

龍ヶ崎ニュータウン建設に伴って，昭和53年度当教育財団が発掘調査した沖餅遺跡からは，先

土器時代の遣物が出土したほか，縄文時代中期及び古墳時代前期の遺構が検出されており，昭和
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54年度調査した赤松遺跡からは，縄文時代中期のフラスコ状土壌を伴う集落跡が検出されている。

また，同年調査した打越A遺跡・打越C遺跡・ウツブタ遺跡も縄文時代にかかわる集落跡であり，

昭和54・55年調査した廻り地A遺跡は，地点貝塚を伴う縄文時代（中期末から後期初頭）の集落

を考える上で，考古学士注目された遺跡である。

弥生時代から奈良・平安時代にかけての集落跡の遺跡としては，外八代遺跡が周知されている。

古墳時代にあっては，今回の平台遺跡が該当するが，土師式土器（和泉期）を多量に伴う遺構が

検出されている。また，松葉遺跡が古墳時代前期の集落を伴っていた。このほかにも，中世の城

館跡として知られている馴馬城跡（県指定史跡）・若柴城跡・屋代城跡e貝原塚城跡e外八代城

跡e泉城跡e龍ヶ崎城跡e長峯城跡e高井城下城跡・七曜城跡等の存在が明らかである。また，

このニュータウン予定地の内外には「塚」と呼ばれる墳丘が多数発見されており，本年度発掘調

査分5基を含め10基に余る数の調査を行った。その性格及び築造の年代については，遺構・遣物

の検出がなされず不明であった。しかしながら，民俗学的見地からも「塚」の外形・伝承・古文

書等の資料をもとに今後広い視野から考察することも大切であろう。

以上，龍ヶ崎市内の北部につらなる台地には原始・古代・中世と数々の遺跡が横たわり，当時

をしのぶ文化遺産をいだいているのである。これら，文化財を将来にわたり保護・保存すること

がわれわれ現代人の責務であることはいうまでもない。
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本遺跡の中で検出された住居跡e土壌の土層観察は，「新版標準土色帖」を使用した。その胤

整理の段階で土層を次のように分類して，図車にアラビア数字とアルファベ、ノトで表現した。土

層の締り・粘性等については，遺構の説明文の中で述べることにした。

色　　　　　　　　調

上　暗褐色ま　　　Hue7．5YR3／4

2．暗褐色ま 〃　　3／′3

3。褐色土　　　　　　ク　　4／4

4．褐色土　　　　　　ク　　4／3

5。褐色土　　　　　　ク　　4／6

6．極暗褐色士
7．黒褐色土

8．黒褐色土
9．黒褐色土
10。明褐色土

1上　明視色土
12．にぷい褐色土
13．灰褐色土

ケ　　2／′3

ク　　2／2

ケ　　3／′2

ケ　　3／′。1

ケ　　5／′8

ケ　　5／′6

ク　　5／′3

ケ　　4／2

14．黒色土　　　　　　〃　　2／．＿1

15．黒赤褐色土　　Hue　5YR3／6

16言暗赤褐色土　　　　ヶ　　3／4

17言暗赤褐色土　　　　ク　　3／3

＿18．時赤褐色土　　　　ヶ　　3／2

含 有 物

A　ローム粒子を多量含む

a　ローム粒子を少量含む

B　ローム粒子e焼土粒子を多量含む

b　ローム粒子・焼土粒子を少量含む

C　ローム粒子・炭化粒子を多量含む

C　ローム粒子e炭化粒子を少量含む

り　ローム粒子。焼ま粒子e炭化粒子を多量含む

d　ローム粒子の焼土粒子e炭化粒子を少量含む

E　ローム粒子eロームブロックを多量含む

e　ローム粒子eロームブロックを少量含む

F　ローム粒子eロームブロックゆ焼土粒子を多量含む

f　ローム粒子のロームブロック。焼土粒子を少量含む

G　ローム粒子。ロームブロックe炭化粒子を多量含む

g　ローム粒子0ロームブロックe炭化粒子を少量含む

H　ローム粒子eロームブロックe焼土粒子・炭化粒子を多
量含む

h　ローム粒子eロームブロックe焼土粒子e炭化粒子を少
量含む

二∴二＿＿　ll　‾∴　二十
22。赤褐色土　　　　　ク　　4／8

23。赤褐色土　　　　　〃　　4／6

24。明赤褐色土　　　　ク　　5／8

25。灰褐色土　　　　　ク　　4／2

26．赤褐色士　　　Hup2．5YR4／′6

27．赤褐色土
28。暗赤褐色土

29。暗赤褐色土
30。暗赤褐色土
31．暗赤褐色士

32．にぷい赤褐色土
33．明赤褐色土
34．極暗赤褐色土

35。極暗赤褐色土

ク　　4／8

ク　　3／6

ク　　3／4

ク　　3／3

ク　　3／2

ク　　4／4

ク　　5／8

ク　　2／2

ク　　2／4

j　焼士を少量含む

K　焼まめ炭化粒子を多量含む

k　焼土の炭化粒子を少量含む

L　焼土。ロームブロックを多量含む

1　焼土もロームブロックを少量含む

M　焼土ブロックを多量含む

m　焼土ブロックを少量含む

N　焼土粒子を多量含む
n　焼土粒子を少量含む

㊥　焼けたローム土

P　ロームブロックを多量含む

p　ロームブロックを少量含む

q　炭化物を含む

1、　腐敗士

S　暗褐色土混入

t　極暗褐色土混入

u　灰褐色土混入

Ⅴ　黒褐色土混入

W　黒色土混入
Ⅹ　ソフトローム

Y　撹乱

Z　焼土

ー　9　－
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第7図　第1号住居跡出土遺物実測図

l　二∴

第1号住居跡（第6図）

本住居跡はE2i2・j2調査区を中心に確認されたもので，第6号住居跡を切り込んで構築してお

り，切り合いから判断して本跡が新しいと思われる。長軸方向はN－55LWを指し，長軸6．48m

・短軸5．02m・面積32．53n了を測り，平面形は長方形を呈している。壁高は4～14cmを測り概して

浅いが，壁はほぼ垂直に立ち上がっている。壁下には壁溝が検出され，壁柱穴が多数確認された。

床面は凹凸状で総じて軟弱ではあるが，炉跡付近は割合固くしまっている。

炉跡は，本跡の西側に長径2m・短径1．4mの楕円形を呈して検出され，確認面から約10cm掘

り窪められた地床炉となっている。炉内には炭化粒子等が多量に堆積し，炉床のロームが赤く焼

けている。柱穴が4か所確認され，Pl～P3は深さ34cm～45cmを有し主柱穴と思われる。北東コ

ーナー部には，深さ62cm・径70cmを測る深いU字状を呈する貯蔵穴が検出され，平面形がほぼ円

形を呈している。その覆土の色調は，主に暗褐色でローム粒子・焼土粒子等を含有し，ややしま

りを帯びている。

本跡の覆土は，全体的に暗褐色・褐色でローム粒子・焼土粒子等を含有し，一部撹乱を受けて

いるが自然堆積の状態を示している。また，床面の中央部及び南西・南東の壁近くには炭化物が

多量に検出され，火災にあったものと思われる。遺物は土師式土器等が床面から検出されている。

ー11－



出　土遺物解説表
SI－1

号　 蓄　 積 法塵（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　　 考

1　 土　 師　 器 B　 40．9 頸部上位を欠損する土器であ卓。胴部は内
一一・一　　　　　　　　－、さ

やや働 紗 瞥

軟弱　　 にぷい

60％
亜宣E C　 lO．0 轡し底部に至る。胴部中位に最大の径を 内面－ヘフナァ P L 34－1

もつ。底部は上げ底で底に木葉痕をみる。
外面－ナデ

胴部一部に媒付着 赤褐

2　 土　 師　 器 Å　 14．2 休部はまろやかな半球形状を呈している。
胴－へラケズリのあ

普通・砂粒・橙 80％
碗 B　　 5．1 目線は胴部より厚みを減じ，底部はより スコ P L34－2

C　　 4．9 厚みを帯びている。
体部から底部にかけて所々に焼けた痕跡
が見受けられる。

とヘラナデ

底－ヘラケズリ

リア
（小）

3　 土　 師　 器 B　 12．2 林部と裾部の一部欠損
亡I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や 慧 ナデ

普通・砂粒・橙 60％

r：ごj　　　　 瑳

Å　 20．5

器受部はやや厚みを帯びている。
脚柱部から裾部にかけてやや内轡を呈し
ており，厚みを持っている。
脚部内側に媒が付着している。

スコ　褐灰
リア　にぶ
（小）い橙

4　 土　 師　 器 底部は扁平で，ロ緑部は外反し，目線中 ロー横ナデ やや・砂粒・にぶ 球部 80％
装飾 器台 B　　 6．1 位でさらに大きく外反を見せており，口

唇部は器厚を減じやや尖がりを帯びてい
る。
受け部は外面に装飾用の突帯をもってい
る。ロ緑内側に嬢が付着している。

軟弱　スコ　い橙
リア　灰褐

橙

P L 34－3

第2号健腰静（第8図）

本住居跡は監2豆5◎遠5諷意区を中心に確認されたもので，第5号住居跡を切り込んで構築して

おり，切り合いから判断して本跡が新しい。長軸方向はN－410－鑑を指し，長軸4。86m・短軸も

82m啓面積約23や43汀デを有し，平面形は隅丸方形を呈している。壁高はユ2－18cmを測りタ　壁は

外反して立ち上がる。壁溝が本跡をとりまくように検出され，あわせて壁柱穴が確認されている。

床面は凹凸状で全体的に軟かく擾乱を受けている。第1号土壌が床面に検出されたがタ　上層から

みて本跡の方が古いと思われる。

炉は床面の西側に長径120cm。短径90cmlの楕円形を皇し，確認面から約15cmを揺り窪めた地床

炉である。炉床は固くしまっており燃焼部がはっきりとし，焼土合炭化物◎炭化粒子が多量に含

まれている。柱穴は4か所確認されており，主柱穴と思われる。南東コーナー部には深さ110cm

⑳径86cmを測る円形の貯蔵穴を検出し，その内部からは土師式土器を検出した。その覆土の色調

は主に暗褐色。褐色で，ローム粒子e焼土粒子。炭化粒子等が混入しており，全体的にしまりを

帯びている。

本跡の覆土は暗褐色で，ローム粒子e焼土粒子。炭化粒子を含み，ややしまりを帯びている。

遺物は土師式土器が検出されている。

出土遺物解説表

にコ7テ 器　 種 法畳（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　 考

1 土　 師　 器 A　 lO．0 寮はゆるく外傾。口緑は大きく外反し， 内面－ヘラナデ 良好・砂粒・にぶ 100％
小　 型　 婆 B　 ll．4 先端はやや薄さを呈している。胴部は内 外面胴一文様的に縦 い橙 P L 34－4

轡し半球形状を皇し，底部はやや平底で にパケ目
ある。胴部の一部は媒が付着している。 底－ヘラケズリ

…12　－
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第8図　第2号住居跡実測図
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第9図　第2号住居跡出土遺物実測図

7テ 器　 種 法皇 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎土 ・色 調 備　 考

2 土　 師　 器 A　 20 ．0 脚部 ・裾部欠損。杯 部は器厚 が薄 く，内 ロー櫨ナ デ や や・砂粒 ・明赤 土不部　 50％

高　　　 上不 B　　 5 ．6 側 は波状 で，外傾 に開 き， 口唇部 で外反 土不一へ ラゲズリ 軟弱 砂礫 褐 P L 34－ 5
を見せ丸味 を帯 びている。 内面－摩滅 橙

3 土　 師　 器 A （18 ．3）稀 部はなだ らかに外傾 して大 き く開いて ロー横 ナデ 普通・砂粒 ・橙 70％

高　　　 塀 B　 13 ．7 いる。 脚部はゆ るや かを　 状　 もち， 土不一へ ラケス リ にぶ P L 34－ 6
C　 13 ．3 部 に至 る。得 部は なだ らかな傾斜 を保 ち

なが ら広 が りを見せてい る。主 に休部 に
焼 けた と思われ る痕跡が見受け られる。

内面一摩滅 い橙
にぷ
い褐

4 」二　師　 器 B　　 9 ．7 脚部 は内増 を皇 しなが ら裾 部へ とやや外 内 面－ヘ ラナデ 普通・砂 粒・明視 60％
向　　　 上不 C　 14 ．7 方 に開 き，裾 部はややそ り上が るように 外面脚」 へ ラケズ リ にぶ P L 35－ 1

大 き く広 がってい る。脚部及び裾部 に焼 のあ とナデ い赤
けた と思 われ る痕 跡が見 られ る。 裾 －ヘ ラナデ

輪碩痕
褐

5 土　 師　 器 B　　 9 ．2 脚部は まるみ を帯 びやや外 方に開 き，裾 内面 －ヘ ラオサエ やや ・砂粒 ・明赤 60％

高　　　 土不 C　 17 ．0 部は 噴，’をも ちなが ら大 きな広が りを見 裾 －ヘ ラナデ 軟弱　　　 褐 P L 3 5－ 2
せて いる。脚部 及び裾 部に焼 けた と思わ 外面 －へ ラケズ リの
れ る痕跡 が見受 け られる。 あ とナデ

輪横痕

第3号住居跡（第10図）

本住居跡はE2g3調査区を中心に確認されたもので，南側に第1号住居跡，東側に第5号住居

跡が近接している。長軸方向はN－53LWを指し，長軸5．6m・短軸5．5m・面積30．8n了を有し，

平面形は隅丸方形を呈している。壁高は5～20cmを測り，外反して立ち上がる。壁下に壁溝及び

壁柱穴が検出された。床面は軟弱で凹凸状をし，撹乱を受けている。

本跡北東コーナー部に長方形を呈する貯蔵穴を確認し，その覆土中から炭化物及び焼土が多量

に検出された。

炉跡は，本跡の北西部の近くに検出されている。また，壁際には壁溝がめぐっている。柱穴は

一　日
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第11図　第3号住居跡出土遺物実測図

L二二「－10；cH　　」

5か所検出され，主柱穴と思われるのは深さ51～77cmを測るB～Bである。それぞれの深さはほ

ぼ21～77cmで，円筒形に掘られている。

本跡の覆土は暗褐色土で・炭化粒子・焼土粒子等を有し，しまりがある土層であったが，床面

及び壁の一部が耕作等により授乱を受けていた。遺物は，南西部・北東部から土師式土器が少量

出土している0また，本跡西部中央部を切り込んでいる長方形を呈した第2号土壌が検出されて

おり，土層等から見て新しい遺構と思われる。

出土遺物解説表

万 券　 種 法皇（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　 考

1 土　 師　 器 A （8．4）頚部からロ緑部にかけて直線的に外反し， 胴 〈罪悪＝㌶ ナデ やや・砂粒・にぶ 60％
柑 B　　 9．3 口唇部は薄手である。胴部は大きく膨ら 軟弱　スコ　い橙 P L 35－3

みながら丸底に至っている。胴部中位に
焼けた痕跡が見受けられる。

ロー横ナデ リア　灰黄
裾

2 土　 師　 器 A （9．3）ロ緑部は外伸しながら広く開いており 口 く究霊＝禦 デデ 普通・砂粒・灰貴
褐

50％
P L 351 4

柑 B　 lO．4 胴部は大きく弧状を呈しながら底部へと

至っている。口唇部の先端は薄い形状で のあと横 にぷい
ある。胴部中位を中心に焼けた痕跡が見
受けられる。

ナデ 黄栓
完 い

3 土　 師　 器 A　 18．8 痢†l；のみで脚部は欠損　 稀部はやや内脅 究霊〉ナデ 普通・砂粒・橙 杯部　 70％
高　　　　 士不 B　　 6．8 を呈しながら広がりを見せている。口唇

部は先端がやや薄さを示している。口唇
部を中心に焼けたと思われる痕跡が見受
けられる。

にぷ

い橙

P L 351 5

4 f二　師　 器 A （20．4）叩部は総じて外傾して開いている。口唇 外面－ナデ 良好・砂粒・にぶ 80％
国　　　　 対 B　 14．5 部は坪部中位よりやや薄さを帯びている。 脚－ヘラケズリの い橙 P L 35－ 6

C　 16．6 脚部から裾部にかけて外開きを呈して直 あとナデ
線的である。裾部はなだらかな傾斜をも 裾一緒ナデ
ち大きく広がる。輔部・脚部に焼けたと 内面－ナデ
思われる痕跡が見受けられる。 脚一輪積痕

第4号住居跡（第12図）

本住居跡はE2g8調査区を中心に確認されたもので，遺跡の南西部中央に位置し，長軸方向は

－16　－
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第12図　第4号住居跡実測図

∈’　F F’

N－74Lwを指す。規模は長軸4．25m・短軸4．23m・面積17．97Iがを有し，平面形は隅丸方形を呈

している0壁高は5～10cmを測り，壁は外反してなだらかに立ち上がっている。本跡の覆土は主

に暗褐色の色調で，ローム粒子・ソフトロームブロック・焼土粒子・炭化粒子等が混入し，やや

締りを帯びている。床面はロームで比較的やわらかく，西側の床面がやや高くなっているが，全

体として平坦である。本跡は耕作等により一部削平されており，遺存度が悪く，壁溝は有してい

ない。

炉跡は地床炉で北壁側に検出され，周囲の床は割合硬いロームでしまっている。柱穴は5か所

検出され，1か所はきわめて浅い。B～Bが主柱穴と思われる。それぞれの深さは40～50。mを測

－17　－
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第13回　第4号住居跡出土遺物実測図

り，平面形は円形を呈し，円筒形に掘り込まれている。

北東コーナー部に貯蔵穴を検出したが，遣物は皆無であった。その覆土は，炭化粒子・焼土粒

子を多量に含有していた。本跡の床には焼土・炭化材が分布し，焼失家屋であると思われる。遺

物は，土師器の要・高塀等の破片が出土している。

出土遺物解説表

7テ 器　 種 法皇（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　 考

1 土　 師　 器 A （20．8）頚部はほぼ 「く」の字状にくびれ，紐状 内面－ヘラナデ やや・砂粒・赤 10％

廼： B　 14．1 の装飾がほどこされている。口唇部はや 外面－ナデ 軟弱
や直線的に広く開いた状況を呈している。 ローへラナデのあ
胴部は内暫しながら底部に至ると思われ
る。胴部中位より下は欠損。

と横ナデ

2 土　 師　 器 A （16，3）口緑部はやや直線的に開き，口唇部近く 内面一ヘラナデ 良好・砂粒・にぶ 30％

聾 B　 13．1 はさらに外傾する。肩部から胴部中央に 外面1 ヘラケズリ い橙
かけ，なめらかに内増している。胴部中
位より下は欠損。焼けたと思われる痕跡
がある。

ロー横ナデ

3 土　 師　 器 B　　 5．9 休部は内増しながら底部に至る。底部は 究霊＞ヘラナデ やや・砂粒・明赤 40％

甑 C　　 4．7 はやや厚みをもち平底である。外面に輪 軟弱（砦襲）讐ぶ

スコ　い橙
リア　欄

積痕を残している。 底一指押え

4 土　 師　 器 A （19．4）杯部は僅かに内噂しながら立ち上がり， 内面一摩滅 良好・砂粒・橙 杯部　 30％

高　　　 土不 B　　 5．9

［

ロ緑部はやや直線的な外傾で開いている。
先端部はやや丸味をもっている。

外面く誓 ナデ スコ　黒褐
リア

脚部は欠損 ロー構ナデ （砦翼）

5 土　 師　 器 A　　 8．7 脚部はやや内噂するように裾部に至って 外面－ナデ 普通・砂粒・橙 脚部　 70％

高　　　 士不 C （14．3）おり，裾部は外に開く形態をみせている。
球部は欠損している。

内面一絞り痕 スコ　にぶ
リア　い糞

褐

ー18　－



第5号住居跡（第15図）

本住居跡はE2i4・i5調査区を中心に確認されたもので，長軸方向はN－169LEを指し，規模

は長軸6・54m・短軸6・36m・面積41．51Iがを有し，平面形はほぼ方形を呈している。壁高は耕作に

より削平され・1－12cmを測るのみである0床面はやわらかいロームで西側がやや高くなってい

るが，全体としては平坦である。本跡の東側は第2号住居跡と切り合っており，本跡が古いと思

われる。柱穴の検出は見られない。

炉跡は西壁近くに楕円形を呈する地床炉が検出され，炉内には焼土粒子・炭化粒子等を含有し

た褐色土・暗褐色土が交互に堆積している。炉床は凹凸をして，ややしまった状態である。

南東コーナー部から，長径70cm・短径53cm・深さ30cmの楕円形を呈する貯蔵穴が検出され，そ

の覆土は，おおむね三層からなっている0主に暗褐色で，炭化粒子が少量混入し，締りを帯びて，

自然堆積の様相を示している。遺物は柑・鉢の土師式土器片を少量出土している。

‾…‥∴

第14図　第5号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表

巨二一一一一一10：CM　　＿ま

万 器　種 法皇（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　形　技　法 焼成・胎土・色調 備　 考

1 土　師　器 A （14．1）口緑部はやや直線的に広く開いた形態を 究霊＞横ナデ 普通・砂粒・橙 口緑部50％
ゴ甘 B　　4．7 示し，口唇部は薄くなっている。胴部は

欠損している。
スコ
リア

2 土　師　 器 A （15．0）底部は平底で厚手を呈し，胴部は半球状 ロ1 檎ナデ 普通・砂粒・にぶ 60％
鉢 B （6．2）を示している。ロ綾部は内野し，口唇先

端はやや薄手である。
究霊＞ヘラナデ

底 （外面）－ナデ

い橙

にぷ

い貴
橙

PL 36－1

3 土　師　器 B　　3．5 口緑部は欠損。胴部の中位下は内轡して 究霊＞ヘラナデ 普通・砂粒・にぶ 30％
鉢 C （5．6）底部に至る。底部は平坦である。 い赤

褐

第6号住居跡（第6図）

本住居跡はE2j2調査区を中心に確認されたもので，第1号住居跡と切り合っている。長軸方

向はN－00を指し，規模は長軸5．65m・短軸5．43m・面積30．67Idを有し，平面形は隅丸方形を呈

している0壁高は，耕作で削平されて不明である。床面と思われる所はロームが露出し，ローム

ブロックが全面に見られる。炉は確認されずェリア外の部分にあると思われる。柱穴は，径26cm・

－19　－
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第15図　第5号住居跡実測図

ー　20　－

‾琶堅ク‾



」二二1攣一二二∃

第16図　第6号住居跡出土遺物実測図

深さ43cmの円形の平面形を呈するものが1か所検出されている。南東コーナー部に，深さ36cmの

楕円形を呈する貯蔵穴が検出され・その覆土は暗褐色土・黒褐色土で，炭化粒子・焼土粒子が混

入し，自然堆積土である0また・この貯蔵穴内からは完形の高杯・聾・相等の遣物が検出された。

出土遺物解説表

万 器　 種 法量（om） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　 考

1 土　 師　 器 A　 18．0 底部は平底で外反しながら立ちあがり， 内面－ヘラナデ 良好・砂粒・にぶ 100％
宝E B　 33．7 胴部中央に最大径をもち，弧を描くよう 外面－ヘラケズリ い責 P L 36－3

C　　 8．7 に内増しながら頸部に至る。ロ緑は外に
大きく開く様相を示し，口唇部は器厚が
薄くなる。火災に遭遇したと思われる痕
跡がある。

ロー横ナデ 橙
にぷ

い橙

2 土　 師　 器 A　 18，0 胴部中位下は欠損。胴部中央から口緑部 内面－ヘラナデ 普通．・砂地・黒 30％
聾 B　 14．6 にかけて内轡し，口唇部にかけては「く」 外面－ナデ にぶ

の子形に外伸して広がりを呈している。
焼けたと思われる痕跡が見受けられる。

ロー横ナデ い褐

1　21－



7テ 器　 種 法皇 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎 土 ・色調 備　 考

3 土　 師　 器
褒

B　　 6 ．9
C　　 9．0

胴部 は内増 し，底部は平底 で，番厚はや

や一 定で ある。胴部中位上 は欠損

内面－ ヘ ラナデ 普通・砂粒 ・黒
砂礫　 明褐

明赤
禍

30％

4 土　 師　 器
柑

A　 lO．3
B　 lO．0

底部 はやや丸味 をもち．胴部 中央 で大 き

く膨 らみ　 頸 はやや外 に開 くよ うに立 ち

宋霊＞ ナデ 良好・砂 粒 ・にぶ

ス コ　い橙

97％
P L 36－ 2

上 が り， 口唇部 に至 る。媒 が付着 してお

り，火災 にあった痕跡 が胴部 を中心 に見
受け られ る。

ロー横 ナデ リア

5 土　 師　 器 A　 18．9 稀部はやや内管 しなが ら立 ちあが り， 口
唇 部は薄 い状態 を呈 している。脚部 は膨
らみ を若干 もちながら裾部へ 至る。裾部

内面 －ヘ ラナぞ 普通 ・砂 粒・黒褐 80％

r笥　　　　 土不 B　 14．7
C　 14．0

外面 一ヘ ラケス リの
あ とへ ラナデ

ス コ　橙
リア　明赤

P L 36－ 4

は外傾 し開 く状態 を示 している。全体 に
煤 が付着 している。

脚部 内面＜最 痕 禍

にぷい橙

6 土　 師　 器 A　 18．3 林 部は浅 い弧状 をもって底部 に至 る。脚 崖＞横 ナ デ

坤 く頚 慧二㌶ ナ デ

普通 ・砂粒 ・にぶ 90％

高　　　 土不 B　 13．4
C　 13．4

部 はやや直線的外方 に開 き裾部 で大 きく
外 に開 いている。 口唇 はやや薄 い状態 で
あ る。脚部 に煤 が付着 している。

ス コ　い赤
リア　褐

灰褐
赤禍

P L 36－ 5

第7号住居跡（第18図）

本住居跡はE3gl調査区を中心に確認されたもので，第22号住居跡と重複し，切り合いから本

跡が新しいと思われる。長軸方向はN－19LWを指し，規模は長軸5・25m・短軸5・15m・面積27・03

崩を有し，平面形は隅丸方形を呈している。壁高はきわめて浅く，2－8cmを測るのみである0

北西コーナー壁付近はプランが明確である。他の部分は耕作による削平，もしくは撹乱によりプ

ランが不明確であるが，壁溝は確認された。床面は褐色のロームで平坦であり，ややしまりを帯

びている。

炉跡は径70。mの円形を呈する地床炉で，炉内には焼土が充満していた。炉床はあまり焼けてい

ないのが特長である。柱穴数は12本をかぞえるが，本跡の主柱穴はB～Bの4か所で，深さ30～

35cmを測り，円筒形に振り込まれている。

北西壁コーナーには径60cmの円形を呈した貯蔵穴が確認され，その覆土は主に褐色土で，ロー

ム粒子・焼土粒子・炭化粒子が混入し

てよくしまりを帯び，自然堆積の様相

を示している。遣物は，土師式土器片

が少量検出された。

出土遺物解説表

＼＼」』で

第17図　第7号住居跡出土遺物実測図

丁テ 器　 種 法皇 （em） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎土 ・色調 備　 考

1

2

土　 師　 器 B　　 2．4 底 部は平坦 で，胴部 に向かい外 反 して立 内面一ヘ ラナデ 普通 ・砂粒 ・橙 底部　 97％

不　　　 明 C　　 7 ．2 ち上 が りを見 せてい る。底 部外 面にけず

り痕 が見受 け られ る。

外面一 ナデ スコ　暗赤

リア　灰

土　 師　 器 B　　 4 ．2 土不部 ・脚部 は欠損 。林部は外傾 して立 ち 内面一ヘ ラナデ 普通 ・砂粒 ・灰褐 15％

同　　　 印 上が る。休部 と底部 の間 に稜 をもってい

る。

外面＜ 幸二誓 ナデ 橙
黒褐

ー　22　一



第18図　第7号・22号住居跡実測図
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第8号住居跡（第20図）

本住居跡はD2j4・j5調査区を中心に確認されたもので，長軸方向はN－18LEを指し，規模

は長軸10．14m・短軸6．4m・面積64．89n了を有し，平面形は長方形を呈している。壁高は10－30cm

を測るが，南東コーナーの壁は撹乱を受けており，明確さを欠いている。東壁はなだらかな立ち

上がりを見せ，西壁は二段に立ち上がっている。床面はほぼ平坦である。

本跡の覆土はロームブロック・炭化粒子・粘土等を含有し，自然堆積したものと思われる。第

2層は暗褐色土で，ローム粒子は少なく，焼土粒子・炭化粒子が極少量混入している。第2層も

暗褐色土であるが，ローム粒子が多く混入し，また，焼土粒子・炭化粒子が見られる。第3層も

同じ暗褐色土であるが，第1層・第2層に比べてローム粒子，及びロームブロックが多く混入し，

撹乱を受けている。第2層・第3層のところどころに粘土のかたまりが見られる。遺物は少なく，

土師式土器片・鉄製品の検出があった。また，覆土中から，古銭（寛永通宝）・宋銭（皇宋通宝）

が出土している。本跡に係る柱穴及び炉跡の検出はなかった。

′1㌔，

第19図　第8号住居跡出土遺物実測図

出土遣物解説表

二E三二証：⊃

I

「一一　一5Cツ　ーi

7テ 器　 種 法皇（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　 考

1 土　 師　 器 B　　 8．4 胴が球形を呈し，胴部中位に最大径をも 内面－ナデ 普通・砂粒・灰貴 10％

璽E つと思われる。媒が付着している。 外面く幸二誓 ヶズ

リ

鳩
にぷ

い橙

2 」二　帥　 器

高　　　 上不
B　　 5．7 脚部はやや膨らみをもち裾部へと至る。 内面一輪積痕のあと

絞り痕
外面－ナデ

良好・砂粒・にぶ

スコ　い赤
リア　褐

黒褐

脚部　 40％

3 鉄　製　 品 現寸4．6
幅　 1．0

一方の端が欠損し，断面方形の不明鉄製
ロロロ0

P L 75－17

4 古　　　 銭 寛永遠資

5 古　　　 銭 皇東通賓

一　24　－



第20図　第8号住居跡実測図
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第9号住居跡（第22図）

本住居跡はD2g6・g7調査区を中心に確認されたもので，長軸方向はN－27q－Eを指し，規模

は長軸6．82m・短軸6．2m・面積42．28Iがを有し，平面形は隅丸方形を呈している。壁高は耕作等

による削平がひどく3～10cm程度しか残存していか）。床面は凹凸してやわらかく，耕作によっ

て撹乱を受けている。また，焼土が多量に検出され，焼失した家屋であると思われる。

本跡の中央やや西側に，長径105cm・短径80cmの炉跡が検出された。炉床は硬くしまっており暗

褐色・赤褐色で焼土ブロック・焼土粒子・炭化粒子を含有している。

第21図　第9号住居跡出土遺物実測図
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第22図　第9号住居跡実測図
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出土∴遣物解説表
SI－9

可　 器　 種 ！法壷i‾云√「　 器　 形　 の　 特　 徴　　 整 形 技 法
焼成・胎土・色調 備　 考

1　土　 師　 器
壌

十 ‡‥絹 菱違憲羞≡蓋誓芸曽軍芸蓋芸喜蓋蔓貰 崖恵讐誓 ナデ

る。媒が付着している。

軟弱・砂粒・裾灰

スコ　にぶ
リア　い黄
砂礫 橙
（少）にぷ

い褐

50％
P L 37－1

2　土　 師　 器
頚

Å （19・0）目線部は外傾して立ち上がり，胴部中央圧ト横ナデ
3 2呂：g i票旨意志禁宣誓憲二農孟‡笠屋撃讐主要 雲＝㌶ ㌍

輪積痕

軟弱・砂粒・にぶ

砂礫　い褐
スコ　灰黄
リア　裾

60％

3 土　 師　 器

ーニ土で宣E

A 17・7　汀縁は外反して広がりを呈している。先
B　 4・5　端部分はやや丸味を帯びている。

内面－ナデ
外面ロー横ナデ

へラケズリ

良好・砂粒・明赤

スコ　裾
リア　橙

30％

4 土　 師　 器 B　 5・7　球部はやや外傾して大きく開いている。　　　 上一横ナデ 良好・砂粒・にぷ

い橙
黒褐
橙

土不部　 20％
高　　　　 塀 先端部分は細くなっている。

－‾－ －・・．・・・・．・・・．・．・・・・・・．一一・一m、－ 一一一一一一一一一一－－－ ．－

内面＜下－ヘラナデ

外面一横ナデ

5　鉄　 製　 品 長さ25．5　端がほぼ90度に折れ曲がり　刃先端部が P L 75－18
鎌 幅　 2．8　やや幅せまにある。　 ’

6 土　 製　 品 3．2×3．0　幅に対して高さがある。楕円形を示して 外面－ナデ 良好・砂粒・橙 100％
P L 75－4土　　　　 玉 孔径 0．8　いる。

27．75g

遺物は削平及び擾乱されているにもかかわらず，北西壁付近に土師式土器片がまとまって検出

されている。また，北側コーナーには土も西側コーナーには鉄製品（鎌）の検出を見た。柱穴

数は8か所をかぞえる。主柱穴はn～現の4か所検出され，それぞれ深さ25cmあまりを測り，円

筒形に掘られている。

貯蔵穴は南側に検出されタ土層は二層である〇第1層は暗褐色土で，ロームブロックが少量混

入し，軟弱土である。第2層は褐色土eロームブロックが少量混入している。

本跡の覆土は総じて暗褐色土を主体としており，耕作土や焼土粒子の混入も見受けられる。遺

物は土師式土器及び鉄製品が検出されている。

第柑号住居跡（第23図）

本住居跡はE3il調査区を中心に確認されたもので，第7号住居跡の南側に位置し，長軸方向

はN…20旦－Wを指す。規模は長軸5・34m・短軸5。2mの面積27。76滴で，平面形は隅丸方形を呈し

ている。本跡は耕作によって削平及び擾乱され，プランの確認も困難で，壁高もユ～5。mを測る

のみである。なお，幅組Ocmを測る壁溝が確認されている○床面は褐色ロームで全体的に軟弱で

あるが，北側の一部は暗褐色を呈したロームでやや硬く，やや起伏がある。

本跡北西コーナーに，長径105cme短径56cmの楕円形で深さ14cmほど掘り窪められた地床炉と思

われる焼ま域が検出された。その覆土は焼土粒子の炭化粒子を含む暗褐色。赤褐色をし，しまり

を帯びていた。

～　28　～
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第23図　第10号住居跡実測図
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北東コーナー部に深さ28cmの貯蔵穴を有し，第1層は暗褐色土でややしまりを帯び，ローム粒

子。ソフトロームブロック。焼土粒子を含有している。第2層は褐色土で，ローム粒子eソフト

ロームブロックeロームブロックを極少量混入し，しまりを帯びている。第3層は，ローム粒子

を含む硬い層である。貯蔵穴からは遺物の検出が皆無であった。なお，柱穴は6か所数えられた

が，主柱穴はn～坑の4か所であり，深さは14～24cmを測って円筒形に掘り込まれていた。遺物

は覆土中に土師式土器片が検出されている。

第m号住居跡（第24図）

本住居跡は叫Z eE2芸芸調査区を中心として，第8号住居跡と第16号住居跡にはさまれる位

置に確認されたもので，長軸方向はN－85旦－Wを指す。規模は長軸5．3m e短軸5．07m。面積26．

87mを有し，平面形は隅丸方形を呈している。耕作の影響で壁がほとんど削平され，確認が困難

を状況であり，残存している個所でも壁高は2～5cmを測るのみである。壁溝が住居跡を一周す

る形で確認され，あわせて壁柱穴が検出されている。床面はロームでやや軟らかく，起伏を有し，

耕作によって部分的に削平された状態である。多数の柱穴が確認されたが，主柱穴はn～抗の4

か所である。それぞれ深さ約12～36cmを測り，円箇形に掘り込まれていた。ピットの一部は，木

根跡と思われる。

南西コーナーから，長径30cme短径25cme深さ21cmを測る円形の地床炉が検出され，炉内には

焼土粒子・炭化粒子。ロームブロックが混入した黒褐色土e赤褐色土e明褐色土が堆積していた。

貯蔵穴は北西コーナー部に検出された。土層は暗褐色土。明褐色土に分かれ，それぞれ焼土粒

子。炭化粒子eローム粒子が混入し，一部撹乱を受けた部分も見受けられる。床面付近はしまり

があり，上層近くは割合サクサクとした状態になっている。底面はやや起伏があり，立ち上がり

は皿状にゆるやかである。

本跡の覆土の色調は主に暗褐色で，各層ともローム粒子。ロームブロックe炭化粒子e焼土粒

子等が混入し，よくしまっている。遣物は割合少なく，北東コーナーから小型土師式土器片の出

土をみたのである。

第柑号住居跡（第25図）

本住居跡はE2d9edo調査区を中心に確認されたもので，第4号住居跡の北側約7．5m地点に

位置し，長軸方向はN－64LEを指す。規模は長軸6淵4m・短軸5．82me面積35．15nfを有し，平面形

は方形を呈している。壁高は20～30cmを測り，壁は垂直に立ち上がる。壁下には壁溝が周り，壁

柱穴も検出されている。床面はほぼ平坦で，全体的にかたく踏み固められてパリパリしており，

南半分が褐色ロームで特に踏み固められている。さらに，東壁中央部には，壁に続いて一段と高

一　30　－
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第24図　第11号住居跡実測図

まりをもった方形の場所が確認されている。なお，床面には焼土・炭化材が多量に検出され，焼

失した家屋と思われる。

炉跡は北側の中央壁寄りに検出され，平面形は不定形で，長径90cm・短径45cmを有し深さ30。m

を測る。覆土は暗赤褐色土・赤褐色土で，焼土粒子・炭化粒子・焼土ブロック等が混入していた。

さらに，燃焼部から多量の焼土が検出され，炉床も強く火を受けて赤く焼けた状態である。

貯蔵穴は本跡南西コーナーに検出され，直径50cmの円形で深さ39cmを測り，その覆土は総じて

暗褐色でローム粒子・炭化粒子・焼土粒子等が混入し，ややしまりを帯びている。土器類は検出

されていか、。柱穴は主柱穴と思われるものが4か所確認され，深さ42～62cmで円筒形に掘り込

まれている。遺物は，小型壷・高林等土師式土器片が北壁・南西コーナーから検出されている。
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第25図　第12号住居跡実測図
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第26図　第12号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表

7テ 券　 種 法皇（0m） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色諏 備　 考

1 土　 師　 器 A　 14．7 頚部から口緑部にかけて外反し，口唇部
は丸味を帯びている。胴部は球形状を呈
し，中位部で最大径を測りをがら底部へ
内管しながら至る。底部は平坦である。

ロー横ナデ やや・砂粒・橙 80％
凄 B　 17．0

C　　 4．9
胴 安富二軍撃 軟弱　　　 にぷ

い橙
P L 37－ 2

2 土　 師　 器 A　　 7．6 頚部はやや下が厚手で，口唇部にかけて
外反して立ち上っている。胴部は大きく
膨をもち，中位部で最大径を測っており，
底部はやや丸味を帯びている。底部から

内面一摩滅 良好・砂粒・明赤 100％
小　 型　 壷 B　　 8．6 外面＜幸二ズ言ヶズ

リのあと

裾
にぷ
い橙

P L 37－3

口唇部にかけて一部煤が付着している。 ナデ 褐灰

3 土　 師　 器 A （8．6）口緑部はやや垂直な立ち上りをみ，口唇
部で外反している。頭部が厚手で内増し
ながら底部へと至る。底部欠損である。

ロー横ナデ 軟弱・砂粒・にぶ 40％
塙 B　　 6．4 内面一摩滅

外面－ヘラナデのあ
とへラミガキ

砂礫　い赤
褐

4 †二1桶　 器 A　 18．6 球体部から口唇部にかけて直線的に開き 坤＜冒諸 誓 デ

坪部と脚部の接合点
をヘラオサエ

良好・砂粒・灰禍

スコ　褐灰
リア　にぶ
礫　 い橙

70％
P L 37－4川　　　　 上不 B　 15．3

C　 12．9
を見せている。底部と休部の間に稜線を
もっており，脚柱部はややふくらみをも

って裾部に至る。裾部はなだらかに開い
ている。媒が全体に付着している。 脚く罪誓 讐ナデ （1 ケ）

5 I二　帥　 器 A　 20．2 脚部欠損。坪部はやや薄手で直線的に大 内面－ヘラナデ 良好・砂粒・橙 林部　 70％
同　　　 坪 B　　 5．4 きく開いている。底部内外に嬢の付着が

見受けられる。
外面く幸二誓 押え スコ　明赤

リア　褐
（少）黒

P L 37－5

6 f二　帥　 器 A　 17．2 全般的に薄手でやや直線的な開きを示し 内面－ヘラナデ やや・砂粒・橙 1不部　 85％
同　　　 上不 B　　 5．3 ている。 摩滅ぎみ

外面－パケ目調整の
あとナデ

軟弱　　　 明赤
禍

′P L 38－ 1

7 f二　師　 器 B　　 8．6 1相 ijは欠損。脚部は厚みをもち直線的に 脚部すそ 良好・砂粒・にぶ 脚部　 90％
11　　　 頼 C　 14．6 23度の開きを有しながら裾部に至る。裾

部は傾斜を保ちながら閲い．ている。
詰霊＞構ナデ

外面－ナデ
輪触

い褐
橙
にぷ
い赤
禍

ロ　　　　　　　PP L 38－2
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第27図　第13号住居跡実測図
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第13号住居跡（第27図）

本住居跡はE3cl・C2調査区を中心に確認されたもので，第12号住居跡の北東側に位置してお

り，長軸方向はN－20LWを指す。規模は長軸4．77m・短軸4．66m・面積22．22n了を有し，平面形

は方形を呈している。壁高は15－20cmを測るが，ゆるやかに外反して立ち上がる。西側は削平・

－　34　－
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第28図　第13号住居跡出土遺物実測図

撹乱され低くなっている。西壁下及び南壁下に焼土・炭化物等が多量に検出され，いずれもやや

硬いブロック状を呈している。床面はしまりのあるロームで，全体として平坦である。また，多

量の焼土・炭化物が検出されたことから，本跡は焼失した家屋であると思われる。

本跡は貯蔵穴の検出がなかったが，東壁中央部に方形の踏み固められた黒色土が検出されてい

る。柱穴は7か所検出されているが，主柱穴はn～Bの4か所である。その平面形は，径約18。m

を測る円形で，深さ26～29cmを測り，円筒形に掘り込まれている。また，壁溝が住居跡を囲むよ

うに検出され，あわせて壁柱穴も確認されている。

炉跡は北側中央部に検出され，直径50cmあまり，深さ10cm程掘り窪められた地床炉で，炉床の

北側に，さらに16cm程小さく皿状に掘られていた。炉内には，赤褐色・暗褐色の色調をもつ焼土

・炭化粒子が多量に堆積していた。炉床は褐色の焼けたロームで，北側が深く窪み，南側がゆる

やかな皿状に掘られている。本跡の出土遺物は，土師式土器及び土器片等が検出されている。

本跡の覆土は褐色土・黒褐色土・暗褐色土で，ローム粒子・ソフトロームブロック・ロームブ

ロック・焼土粒子・炭化粒子が混入し，しまりを帯びて自然堆積と思われる。
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出ま∴遺物解説表
SIl一一一1こう

番一呂

1

2

器　 種 法量（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 i
整　 形　 技　 法 焼成灘土・色可　 備 考

土　 師　 器
凄

i

十 一一－……一m…r一一一M一ム

A （17。0）
B　17．3

頚部は「く」の字状を呈しており，目線 口∴」薯ナデ
内面主」撃滅
外面－ナデ

やや・砂粒・にぶj　50％

軟弱砂礫　い橙
（少）にぷ

い褐

1軟弱

橙
灰裾

部は外反し，口唇部でさらに外傾する。
胴部はゆるやかに膨らみながら底部に至

コ　る。底部欠損のため特徴は不明であるが
平底と思われる。

i土　 璧　 器

箋E

A　20．0
B　　5．4

頚部は 「く」の字状を皇し，目線部は大
きく外反し口唇部でさらに外反を見せて
丸味を帯びている。胴部はなで肩で中位
部へ移行すると思われる。

内面…ヘラミガ
＝＜　　　 キ

外面「つ薯ナデ

3 土　 師　 器
＝土ナ笠

A （16．0）
B　　5．4

折り返し口縁を有し，大きく外反してお
り，口唇部は丸味を帯びている。

ロー横ナデ 普通・砂粒やにぶ　 ロ緑部40％

い橙

4 土　 師　 器

一＝土r竺E

A （12．0）
B　 13．3

目線部は頚部からほぼ直線的に外反する。

口唇部は丸味を帯びている。胴部は弧を
描くように張り出し，中位で最大径を測
る。底部は欠損している。

ロー横ナデ
内面一ヘラナデ
外面－ナデ

普通・砂粒・にぶ　 目線部40％

い橙
橙

5 土　 師　 器 A　　9．4 口緑部はやや直線的に外反しながら立ち ロー横ナデ 良好・砂粒・黒　　　 50％
増 B　　8．2 上がりをみせ，口唇部は薄い状態である。

頚部は 「く」の字状を呈している。胴部
宋霊＞ナデ にぷ

い橙

PL 38…3

は下位で膨らみをもち底部に至っている。 明赤
底部は平底である。媒の付着が目だっ。 褐

6 土　 師　 器
鉢

A　 16．1

B　　 6．0

底部は平底で，体部は直線的で45度の傾
斜をもち広く開いている。口唇部分はや

ロー横ナデ
内面－ヘラナデ

良好・砂粒・黒　　　 95％

にぶ　 P L 38－4

7

C　　 6．0 や丸味を帯びている。鉢内外に媒が多量
に付着している。

外面－ナデ い橙
明赤褐

上　帥　 器 Å　18．5 球部はやや弧状を呈し，口唇部に至り薄 内面一杯部－ヘラナ 良好・砂粒・にぶ　 100％
パブJ　　　 瑳 B　14．8 くなっている。脚部は，上部から下部に デ い橙　 PL 38－5

C　15．9 至るほどふくらみをもちながら広がりを 外面…ナデ 橙
呈して裾部に至る。裾部は25度の角度を 口と脚のすそ一棟ナ

もちなめらかである。 デ

8 i二　帥　 器 Å　 15．6 球体部から口唇部にかけて直線的な開き 内面－ヘラナデ 良好・砂粒・濡 90％
！：fj　　　　 坪

i

B　12．9 をもっており，底部はややあげ底を示し 外面－ナデ 赤裾 P L 38…6
C　 ll．9 ている。脚部はふくらみをもちながら裾 ヘラナデ 橙

部へと至っている。裾部は底辺から35度 ヘラオサエ
の傾斜を測っている。 すそ部一横ナデ

第摘号住居跡（第29図）

本住居跡はり3h2ei2調査区を中心に確認されたもので，第15号住居跡の嵐第16号住居跡の北

側にはさまれる状態で検出された。長軸方向はN－299－Eを指している。規模は長軸4。65m。短

軸4・14me面積19・25扇を有し，平面形は隅丸方形を呈す。壁高は5～10cmを測り，外反しながら

なだらかに立ち上がっている。床面はソフトロームで凹凸し，耕作によって削平されて，全体的

に軟弱であり，西側が一段と低くなっている。柱穴は7か所検出されているが，主柱穴はPl～坑

の4か所である。径はほぼ20cmの円形を室し，深さはまちまちで最深のものは40cmを測り，円筒

形に掘り込まれている。

炉跡は本跡の中央に存在し，長径120cm。短径20cmを測る楕円形を呈し，確認面から約30。m掘

り窪められた地床炉である。炉内には暗赤褐色土の褐色土が堆積し，炭化粒子e焼丑粒子等が混

入している。炉床は硬く，しまりを帯びている。

貯蔵穴は南コーナー部に確認され，径80cmの円形で深さ約30cmを測る。極暗褐色e褐色土がし

まりを帯びて自然堆積し，底面はやや凹凸状である。壁の立ち上がりほ垂直に近く，遣物の検出
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第29図　第14号住居跡実測図

はなかった。

住居跡内の覆土は暗褐色土が大半をしめており，

ソフトロームブロック・炭化粒子・焼土粒子が混入

している。遺物は，本跡南東部の炉跡と貯蔵穴の間

から土師式土器片が出土している。

出土遺物解説表

E’　　　　F F，

と　　』

1

1　　10c＝　　l

第30図　第14号住居跡出土遺物実測図

S1－14

番号 券　 種 法皇（cm） 詩　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 娩成・胎土・色調 備　 考

1 土　 師　 器 A （19．0）頚部は 「く」の字状を呈し．口緑部は外 ロー横ナデ 良好・砂粒・褐灰 口緑部45％
痩 B　　 8．3 反し，口唇部でさらに外傾する。胴部は

上部のみで下は欠損しているため決定的
な判断は出来ないが，やや膨らみをもっ

ているものと思われる。

胴－ナデ スコ　橙
リア
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第15号住居跡（第32図）

本住居跡はD3e2・f2調査区を中心に確認されたもので，第14号住居跡の北側約4mへだたっ

た所に位置し，長軸方向はN－30旦－Eを指す。規模は長軸7．42m・短軸7．04m・面積52．23Iがを

有し，平面形は方形を呈す。壁高は10～30cmを測るが，耕作等に削平を受けており，壁の状態は

良好とはいえない。壁の立ち上がりは外反し，やや垂直ぎみである。

炉跡は西側中央に検出され，長径70cm・短径55cmで楕円形を呈し，確認面から9cmほど掘り窪

められた地床炉である。上層は赤褐色土で焼土・炭化粒子が硬くしまっており，下層は褐色土で

焼けたロームが皿状に堆積している。床面は撹乱を受けており，褐色のロームで凹凸状を呈し，

炉付近は硬いが全般に軟弱である。壁溝は幅10cm程度で，住居跡を全周するように確認された。

貯蔵穴は本跡の南東コーナー部より検出され，その規模は径60cm・深さ30cmの円形を呈してい

る。覆土は自然堆積の状態を示しており上層は極暗褐色土と褐色土で，焼土粒子・炭化粒子が混

入し硬くしまり，中層は赤褐色土・極暗褐色土で，焼土・炭化粒子・ローム粒子を含有している。

一一　38　－
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第32図　第15号住居跡実測図
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出土遺物解説表
SI－15

番号 器　 種 法量（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　 考

1 土　 師　 器
療

A （17．5）

B　 25．3
頚部に比べ目線部はやや太さを示して外 内面－ヘラナデのあ 普通・砂粒・にぶ 45％
反し，口唇部は丸味を帯びている。胴部 と横ナデ スコ　い橙 P L 39－1

！C　 7・0 は中位で最大径をもち，膨らみをもって 外面一様ナデ リア　にぶ
底部へと至っている。底部は平底である。
外面全体に媒が付着している。

胴－ヘラナデ い褐

2 土　 師　 器 B　　 7．3 口緑部欠損。頚部から判断すると「く」 究霊＞摩滅 普通・砂粒・明赤 70％
塘 の字状に折れて開いている。胴部は大き

く弧を描くように膨らみをもち，中位で
最大径を測る。底部はやや扁平な球状を
呈している。

スコ　褐

リア　にぷ
い橙

P L 39－ 2

3 ∴土二　師　 器 A　 18．6 脚部 ・裾部欠損。頚部からなだらかに立 内面－へラナデ 良好・砂粒・明赤 土不部 100％
r‾ごJ　　　 球 B　　 6．4 ち上がりを見せ，稜線から外傾している。

底部は平坦でやや厚みを帯びている。
外面－ナデ スコ　褐

リア　橙
P L 39－4

4 土　 師　 器 A　 17．7 脚部欠損。林部はやや膨らみをもちなが 内面－ヘラナデ 良好・砂粒・橙 林部　 90％
晶　　　　 土不 B　　 5．2 ら広がりをもっている。口唇部は細くや

や丸味を帯びている。
外面－ナデ スコ　暗褐

リア　明赤
褐
黒

P L 39－5

5 土　 師　 器 A　 20．7 脚部 ・裾部は欠損。坪部は頚からなだら 内面－ヘラナデ 普通・砂粒・明赤 球部　 80％
ltI‾ごJ　　　 坪 B　　 6．7 かに立ち上がり，稜をさかいに大きく外 外面一横ナデ スコ　褐 P L 39－6

傾して広がりを示している。口唇部は丸 ラフなヘラミ リア　暗赤

味を帯びている。称部は媒が付着してい ガキ 灰
る。 ナデ

6 土　 師　 器 A　 16．2 脚部欠損。珂潮の底部の厚みは薄く外傾 上一様ナデ 良好・砂粒・黄橙 土不部　 95％
苗　　　　 士不 B　　 3．6 しながら－立ち上がりを見せ，さらに外反 内面＜下－ヘラナデ 砂礫 橙 P L 39－7

しながら広がりを見せている。 外面＜‡＝撃‡デ

7 土　 師　 器 A　 14．8 称部欠損。脚部はふくらみをもった円柱 内面－ヘラナデ 良好。砂粒・橙 脚部　 70％
高　　　　 士不 B　　 9．6 状を皇し，裾部は底面から30度の傾斜を

もち広がりを見せている。
外面く嘉≡孟享‡デ P L 39－3

8 土　 師　 器 B　　 8．6 坪部欠損。脚部はややふくらみをもち円 内面一裾一構ナデ 良好・砂粒・にぶ 脚部 100％
「誓J　　　 土不 C　 12．0 柱状を呈している。裾部は底面から15度

のゆるやかな傾斜を保っている。
外面＜豊二品デデ

脚部と裾部との間

へラ押え

い橙
橙

P L 40－1

下層は暗褐色土で，ローム粒子・炭化粒子。焼土粒子が混入している。柱穴は4か所検出され，

深さ51～56cmを測り，円筒形に掘り込まれ，主柱穴と思われる。床面には焼土が多く，また炭化

材も多く検出されていることから焼失家屋と思われる。

本跡の覆土は主に褐色で，ロームブロックe焼土粒子。炭化粒子。ローム粒子が混入し，しま

りを帯びている。遺物は，主に南コーナー付近，及び南西壁近くに土師式土器及び土器片の出土

を見た。

第柑号住居跡（第33図）

本住居跡はD3jl調査区を中心に確認され，第14号住居跡の南側2－3m隔った位置にあり，

長軸方向はN－00を指す。規模は長軸4。9m・短軸4。52me面積22。14nfを有し，平面形は隅丸方

形を呈している。壁高は6－7cmで浅く，削平等を受けており明確にとらえることは出来ない。

炉跡は西側中央に検出され，長径60cme短径40cmで深さ12cmを測り，楕円形を呈している。そ

れぞれ焼土ブロックe炭化粒子e焼土粒子が混入し，ややしまりがある。炉床は褐色で焼けたロ
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第33図　第16号住居跡実測図
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ームである。柱穴は6か所検出されたが，主柱穴と思われるのはB～Bの4か所である。径22cm

あまりで，平面形は円形を呈しており，57cmほど円筒形に掘り込まれている。

貯蔵穴は南東コーナーに確認され，深さ36cm・長径80cm・短径50cmを有し楕円形を呈している。

底面はやや凹凸状であり，壁は北西側がやや垂直に立ち上がり，南東側はやや外反する状態での

立ち上がりを見せている。

本跡の覆土は総じて上層が暗褐色土で，ローム粒子・ロームブ

ロック・ソフトロームブロックが混入しており，撹乱を受けてい

る。下層は明褐色土でローム粒子を多く混入し，しまりをもって

自然堆積している。床面も褐色ロームでやわらかく，特に中央部

が撹乱を受けて，西側が低く東側がやや高くなっている。遺物は，

西側に土師式土器片・鉄製品の出土がみられた。

出土遺物解説表

二‾‾㌻

（聖二＝＝＝＝プ1
2CM

ヒ＝土＝∃

第34図　SI－16出土遺物実測図

番 号 器　 種 法 皇 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 謝 備　 考

1 鉄　 製　 品 長 さ　4 ．3
幅　 4 ．7

半 円 形 を呈 し， 一 対 の耳 が 有 り，折 り曲
げ て い る が， 片 方 欠 損 して い る。

P L 7 5 －1 6

第17号住居跡（第35図）

本住居跡はF3fl・f2を中心に確認されたものであるが，約半分以上と考えられる遺構がエリ

ア外に位置するため，調査が完全でない。推定長軸方向はN－50LWを指し，規模は長軸6．82m

で，短軸は不明である。平面形は方形と予想される。確認された壁高は22～40cmを測り，外反し

しながらほぼ垂直に立ち上がっている。壁下には壁溝を有し，壁柱穴も南東及び東壁下に7か所

検出された。床面は平坦で，しまりを帯びている。なお，柱穴は2か所検出され，深さ45～52cm

を有し，径18cmあまりで円形を呈し，円筒形に掘り込まれている。本跡の主柱穴と考えられる。

炉跡は北側に確認され，径55cmの円形で深さ18cmを測る地床炉である。炉内には焼土・炭化粒

子・炭化物が混入し，サラサラしている暗褐色土と褐色土が堆積している。炉床は，焼けたロー

ムである。

本跡の覆土は，黒褐色土と，それぞれ炭化粒子・焼土粒子を含む暗褐色土，およびそれぞれ炭

化粒子・焼土粒子・ローム粒子が混入した褐色土からなり，しまりを帯びているのが特長である。

遺物は炭化材のほか，土師式土器の出土がみられた。本跡は貯蔵穴は有していない。なお，本

跡は焼失家屋と思われる。
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第35図　第17号住居跡実測図
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第36図　第17号住居跡出土遺物実測図

出土遣物解説表

ク

トぐ

番号 器　 種 法量 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎土 ・色 禍 備　 考

1 土　 師　 器 B　 20 ．8 口緑部 は頚部で 「く」の字状 に外反 し， 内面－ヘ ラナデ やや・砂粒 ・にぶ 7 0％

宜巨： C　　 8 ．0 頚部 は厚 み をもってい る。口唇部近 くで 外面 一ローへラナデ 軟 弱　 スコ　い黄 P L 4 0－ 2
さらに広 が る。胴部は大 きく弧 を描 き， 胴 一ヘラ ミガ リア　橙
胴部 の中位 で最大径 を測 りながら底部へ キ 砂礫 灰褐
と至 ってい る。底 部は上げ底。器厚は一
定 している。

底 －ナデ （少）灰 貴
褐

2 f二　師　 器 A　 19．1 頚部 で 「く」 の字状 に外 反 し，林 部はや 内面く品＞横 ナデ やや・砂粒 ・橙 80％
l．．1　　　 瑳 B　 14 ．6 や なだらかに立 ちあが りを見せてい る。 軟弱 P L 40－ 3

底はやや上 げ底 である。 脚部 は太 く厚 み 外面　 ロー積 ナデ
をもち，円柱状 で裾部 に至 り，裾部 は大 坪 －ヘ ラナデ
きく広 がっている。 脚 －ナデ

裾 一様 ナデ

3 L　 r坤　 器 A （19 ．0）空 曹，牒 酢 亀 雛 鳥 諸 君 錆

貼 吉豊 富き羞品誹 雫髭 等富碧空

ロー囁ナ デ 普通 ・砂 粒 ・明赤 土不部　 20％

lコ　　　　 坪 B　　 7 ．3 咋－ヘ ラナデ 、 ス コ　褐
リア　灰褐

4 土　 師　 器 A　 20 ．9 脚 部付近 から装飾番台 が水平 に突起 して 士ネ＜ 究霊二三 号 ミガ 普通・砂 粒 ・橙 8 0％
装 飾 番 台 B　 15 ．3 い る。林 部はや や薄手 で外反 し， 口唇部 にぶ P L 4 0－ 4

C　 16 ．4 で さらに外反 している。脚部 はふ くらみ キ い橙
をもち，円柱状 で裾部 に至 っている。裾
部 は なだ らかである。土不部の底部 は平坦

卿＜究 霊二二 言て芸 黒褐

であ る。 キ

5 土　 師　 器 A （19 ．4）脚部 ・裾部欠損。寮部付近で装飾突起 が ロー横 ナデ 良好・砂粒 ・にぶ 土不部　 10％
装 飾 器 台 B　　 5 ．7 見 られ， 1不部は外反 しながら大 き く開 き， 内面－ナデ ス コ　い橙

口唇 部で さらに外反 して いる。底部は平 ヘ ラミガキ リア
坦 であ る。 外 面く禦 ‡ ガキ
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第18号住居跡（第38図）

本住居跡はF3a4を中心に確認されたもので，第20号住居跡と重複しているが，本跡の方が新

しいと思われる。長軸方向はN－40旦－Wを指す。規模は長軸5．47m・短軸3．85m・面積21．05。子

を有し，平面形は長方形を呈する。本跡の北側・西側の壁は削平され，プランの確認も困難であ

った0床面は平坦であり，褐色を帯びたロームで，やや軟弱である。北側及び西側にかけては一

部暗褐色土のロームブロックが混入している0柱穴は5か所検出され，径20cm内外の円形を呈し，

深さはそれぞれ24cm程を測るが，円筒形に掘られているB～Bが主柱穴と思われる。

炉跡は北西壁付近に検出され，長径95cm・短径65cmを測る地床炉で楕円形を呈している。炉床は

褐色土で焼けたロームであり，覆土の上層部は暗赤褐色土で，ローム粒子・炭化粒子等が混入し，

あまりしまりが射）。中層部は主に赤褐色土で，炭化粒子・焼土粒子・焼土ブロック等が混入し，

パサバサした状態である。

貯蔵穴は炉跡に近い壁に接するかたちで確認され，平面形は直径60cmの円形を呈し，深さは18

cmを測る0壁は・やや垂直に近い形で立ち上がっている0底面は平坦で，覆土はしまりを帯び，

暗褐色土・褐色土で，炭化粒子・焼土粒子・ローム粒子等が混入して堆積している。

第37図　第18号住居跡出土遺物実測図
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出ま∴遺物解説表
SI…18

番号　券　種　　法量（cm）器　　形　　の　　特　　徴整　形　技　法焼成・胎土・色調備　考

1　土　師　器
凄
B　19．5口緑部e底部欠損。胴部の器厚は中位か

ら下にかけてやや厚みをもち，底部近く
でやや薄くなっている。胴部中位で最大
径を計る。

宋霊＞へラナデ普通・砂粒・にぶ
砂礫　い補
黒褐
灰褐

胴部　20％

2土　師　器　B　20．0
聾

口緑部・底部欠損。胴部の器厚は一定で，
中位で最大径を測り，全体的にゆるやか

内面－ヘラナデ
外面－ヘラミガキ

やや・砂粒・にぶ
軟弱　スコ　い赤

胴部　20％

な弧状を呈している。 ′　ヽ
リア　褐
裾灰
灰褐
黒裾

3土　師　器

高　　　　士不

A　22．1
B　　6．8

脚部・裾部欠損。瑳部はゆるやかに外傾
して大きく開き，器厚はやや薄く，口唇
部はさらに細く怒っている。体部と顕の
間に稜をもっている。

内面－ヘラナデ
外面－ヘラナヂ
ロー横ナヂ

やや・砂粒・にぶ
軟弱砂礫　い橙
（少）

序部　25％

4　土　師　器

満　　　　杯

A　18．7
B　　6．2

監護幣莞旋謂糟禦：こ鮎k

やや上げ底である。体部と頚部の間に稜
をもっている。

日一様ナデ
内面－ヘラナデ

やや・砂粒・にぶ
軟弱砂礫　い橙

坪部　60％
PL40－5

5　士　帥　器

i笥　　　　杯

A（21．0）
B　　6．6

脚部・裾部欠損。頚部と休部の間に稜を
もち，瑳部は大きく外傾しながら開いて
いる。器厚は下位で薄く，上位でやや厚
みを帯びている。口唇部はやや丸味をも

っている。

ロー横ナデ
序－ヘラナデ

良好・砂粒・にぶ
スコ　い橙
リア　裾灰

日朝　20％

6　工　帥　器

高　　　士不

A　19．9
B　　5．3

脚部・裾部欠損。圧部はなだらかに外傾
して立ち上がり，口唇部は細くなってい
る。

宋霊＞ナデ

ロー横ナデ

軟弱・砂粒・にぶ
砂礫　い橙
（少）

坪部　60％

本跡の覆土は室に黒褐色土月明褐色までタローム粒子のソフトロームブロックのロームブロッ

ク等が混入している。遺物は，北東壁近くに多量の土師式土器片の出土をみている。

窮柑号健贋静（第39図）

本住居跡はF3d80朗を中心に確認されタ　勘3号住居跡に切られて重複し，本跡が古いと考え

られる0長軸方向はN…40LEでタ規模は長軸604me短軸6024mの面積39893融を有しタ平面形

は方形を呈している。壁高は15～20cmを測っており，壁はやや良好な状態で確認された。北西側

はやや垂直に立ち上がりタ南東側は外反して立ちあがっている。焼士が壁ぎわに検出されたが，

火災に遭遇したと思われる。床面は全般に軟らかく北西側が高く，南東側は低いが，全体として

ほ平坦でややしまりを帯びている。柱穴は7か所検出されているが，主柱穴は深さ26～37cmを測

る訊～亀と思われる。また，壁溝も検出している。

炉跡は中央部に確認され，長径150cme短径100cmタ確認面から深さ12cmを測る不定形の地床炉

である。炉面は凹凸で，ロームがブロック状に固くしまっている○上層から中層は，黒褐色土e

赤褐色土e褐色土でローム粒子eハードロームブロックの焼土粒子の炭化粒子等が混入し，やや

しまりをもっている。

住居内の覆土は，自然堆積の状態を示しタ暗褐色土e褐色土が堆積している。また，焼土粒争

炭化粒子。ローム粒子等が混入し，総じてしまりを帯びている○遺物は，土師式土器片の出土が

見られた。
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第39図　第19号・43号住居跡実測図
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第40図　第19号住居跡出土遺物実測図

出　土遺物解　説表

ヒニー10iCH　　」

番号 器　　 種 法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器 A （16．2）

胴部・底部欠損。
ロ綾部は外反しながら開き，口唇部はや

ロー横ナデ 普通・砂粒・にぷ

い赤 口緑部10％
婆 B　2．4 や丸味を帯びている。

頸部は「く」の字状と考えられる。
褐

明示褐

2
土　 師　 器

高　　　 林

A 16．3
脚部・裾部欠損。 内面－ヘラナデ 良好・砂粒・明赤

土不部　 70％輔部は底部で器厚を増し，坪部は極端に 外面＜二言措 き 砂礫・褐

B　6．4 薄手となる。口唇部にかけてやや外反し
細くなる。休部と頚部の境に稜をもつ。

にぷ
い橙 P L 40－6

3
土　 師　 器 A （16．7）脚部・裾部欠損。

血
内面－ヘラナデ 良好・砂粒・にぶ

林部　 50％高　　　 上不 B　 4．7 、ロはややノ、勾配で」ち　 がり，口　普 ーヘフ　ミカキ スコ　い登
は丸味をもっている。 ロー横ナデ リア

第20号住居跡（第38図）

本住居跡はF3b4・b5を中心に確認され，長軸方向はN－43旦－Eを指す。規模は長軸5．85m・短

軸5．03m・面積29．42rガを測り，平面形は長方形を呈している。壁高は5～7cmを測るのみで浅く，

壁は外反している。柱穴は5か所検出され，いずれも深さ27～31cmを測る。これらは，主柱穴と

思われ，平面が径18cm程の円形で，円筒形を呈して掘られている。

炉跡は北東コーナーに検出されたが，第18号住居跡によって一部削平されていた。長径60cm・

短形50cmの楕円形を呈し，確認面から約16cm掘り窪められた地床炉で，その覆土の上層は暗赤褐

色土，下層は褐色土となっている。燃焼部は焼土が多量に堆積していた。炉床は割合軟らかで，ロ

ーム粒子・焼土粒子・炭化粒子が混入し，しまりを帯びている。

貯蔵穴は南コーナーに径58cmの円形を呈し，深さ34cmを測る。

壁はやや垂直に立ち上がっている。その覆土は暗褐色土・褐色土

が堆積し，ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子が

混入し，ややしまりを帯びている。遺物は，少量の土師式土器が

出土している。

出土遺物解説表

第41図　SI－20出土遺物実測図

SI－20

万 器　　 種 該量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器

A （11．6）

B　 9．5

底部は平坦で，胴部は緩やかに内噂して，
ノ又　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虚

口一横ナデ 良好・砂粒・赤禍

40％立で最　 彗　 もち，口緑ロは，　 郡か 面－ヘフナデ 黒

小　 型　 聾 b やや垂直きみに外反しながら立ち上が 外面－ナデ 明示
C　 5．6 る。

口唇部は丸味を帯びている。媒が付着してい
褐 P L 41－1
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第21号住居跡（第43図）

本住居跡はE4jl・F4alを中心に確認されたもので，長軸方向はN－57LEを指す。規模は長軸

4・49m・短軸4・04m・面積18・13nfを測り，平面形は方形を呈している。壁高は25～32cmを測り，

壁は外反しながら立ち上がる。床面は褐色土でローム粒子・炭化粒子・ロームブロックが混入し

平坦でややしまりを帯びている。本跡は耕作による拇乱を受けているが，床面までは及んでいな

い。

炉跡はほぼ中央に検出され，長径60cm・短径50cmの不定形を呈する。また，これは床面を7。m

程掘り窪めた地床炉で，炉内には明褐色土・暗褐色土・褐色土がローム粒子・焼土粒子・炭化粒

子を混入させて堆積しており，しまりを帯びた状態である。柱穴は17か所検出され，住居跡内に

は7か所，深さは22～38cmほどである。住居跡内のPl～P3の平面は径18cmあまりの円形を里し，

円筒形に掘り込まれており，主柱穴と思われる。なれ棟持柱と推定される柱穴の検出を見てい

る。

貯蔵穴は西壁近くに確認され，長径80cm・短径52cmで，平面形は楕円形を呈しており，底面ま

での深さは46cmを測っている。底面はやや平坦で，壁はほぼ垂直に立ちあがり，その断面はU字

形を呈している。

本跡の覆土は暗褐色土・褐色土で，ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子が混入

し，自然堆積の様相を呈して，しまりを帯びている。遺物は少ないが，土師式土器片の出土を見

ている。なお，本跡の床面，東壁コーナー・西壁コーナー・

北壁コーナーに焼土が検出されており，焼失家屋と考えら

れる。

出土遺物解説表

第42図　Sト21出土遺物実測図

SI－21

番号 券　　 種 法塁（cm） 語　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器 A 15．3

胴部 ・底部は欠損。 内面－ヘラナデ やや・砂粒・にぶ

口緑部100％
頚部は「く」の字状で，口緑部は折り返し 外面く禦 デデ 軟弱　砂礫　い橙

B　 4．4 口′、で－　きく　　　 している。 にぶ
璽E U 唇部は尖がった状態である。 い赤

禍

第22号住居跡（第18図）

本住居跡はE3glを中心に確認されたもので，第7号住居跡を重複して存在している。長軸方向

はN－0。を指す。規模は長軸5．06m・短軸4．93m・面積24．9軸を測り，平面形は隅丸方形を呈し

ている。璧高は4～10cmを測り，壁の南側は垂直に立ち上がる。また，北側は段差をもって外反

している。床面は平坦で固く，しまりを帯びている。柱穴は住居跡内に14か所確認され，深さは

16－33cmとまちまちである。主柱穴は4カ所で，平面形はほぼ円形を呈して円筒形に掘り込まれ
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ている。

炉跡は，本跡中央から北壁寄りに長径50cme短径45cmの不定形で検出され，確認面から14cm掘

り窪められた地床炉である。色調は総じて赤褐色で，ローム粒子e焼土粒子・炭化粒子等が混入

し，ややしまりを帯びている。炉床は焼けたローム土である。

貯蔵穴は南東コーナーに径60cme深さ20cmを測り，平面形を呈している。覆土の色調は上層部

が褐色土，中層部が暗褐色土，下層部が褐色士で，上層部はローム粒子eロームブロックe

焼土粒子e炭化粒子が混入し，しまりを有している。中層部はローム粒子e焼土粒子を少々，炭

化粒子をやや多く混入しパサバサした状態で，下層部は，ローム粒子・焼土粒子e炭化粒子が少

量混入し，しまりを帯びている。床面は平坦で，壁の立ち上がりがほぼ左右対称に外反し，断面

は良形状を呈している。

本跡の覆土の色調は全体的に褐色で，炭化粒子・焼土粒子を混入し，自然堆積の様相を示して

いる。

第23号住居跡（第44図）

本住居跡はり4hleil調査区を中心に確認されたものでタ　遺構北側第24号住居跡の西側隣りに位

置し，長軸方向はN…54LWを指す。規模は長軸5。18m・短軸4．9m e面積25．38戒を測り，平面

形は方形を呈している。壁高は15～30cmを有し，外反して立ち上がる。床面は平坦で，締りを帯

びており，幅12cmあまりの壁溝が全属している。柱穴は，主柱穴と思われるものがPl～P4の4か

所で言采さ40～51cmを測ることができ，円筒形に掘り込まれている。

炉跡は北壁中央に近い場所から検出され，長径105cme短径50cmで楕円形を呈し，確認面から18

cm程掘り窪められた地床炉である。色調は，上層部が暗赤褐色で，焼土・炭化粒子e炭等が混じり

しまりを帯びている。下層部は褐色で，焼けたロームで硬くしまっており，炉床はやや凹凸している。

貯蔵穴は南コpナ一に確認され，長径84cme短径48cme深さ30cmを測る楕円形を呈している。

その覆土の上層部は暗褐色土で，焼土粒子e炭化粒子eローム粒子が混入し，しまりを帯びてい

る。中層部も暗褐色土で，ローム粒子。焼士粒子eロームブロックが少々混入し，しまりを帯び

ている。下層部は褐色土で，ローム粒子e焼土粒子。炭化粒子を含有し，よくしまっている。床

面は平坦でよくしまり，壁はやや垂直に立ち上がり，貯蔵穴の断面は「U」形を呈している。

本跡の覆土の上層部は黒褐色土で，ローム粒子e焼土粒子・炭化粒子が混入し，中層部は暗褐

色で，ローム粒子e焼土粒子e炭化粒子が少量混入されている。下層部は黒褐色土で，ローム粒

子および，ロームブロックを少々と，焼土粒子e炭化粒子を多く含んでいる。遣物は，土師式土

器片が西側に多く出土している。

－　52　－



第44回　第23号住居跡実測図
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第45図　第23号住居跡出土遺物実測図
出　土遺物解説表

番号 器　　 橿 法量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　 考

1
土　 師　 器 A （1 6．5）

頚部 は「く」の字状で， ロ緑部 は朝顔形 に 内面一パ ケ 目調整の 良 好・砂粒 ・橙

口緑部80％

大 きく外 反 し，明瞭 な稜 を有 している。 あ と横ナデ。
二　　 夢の　　　　 め ぐら している ヒ　 え

三g B　 6．9 部 から胴部 にかけて弧 を描 くよ うに伸 び 日　　　　 0
外面 －パケ目調整の

て いると思 われる。 あとへラ ミガ
胴部 ・底部 欠損 キ

2
土　 師　 器 B　 5 ．0

底部か ら胴部 にかけて，内轡 しなが ら立
ち上が りを見せ ている。 底部はやや上げ

究霊＞ヘ ラナデ 普通 ・砂粒 ・にぶ

砂礫　 い赤
底部 100％

宣E C　 3 ．5 底で，器厚は底部 に比較 して口緑部は函

い。 胴部 ・口緑部 欠損。
褐

褐灰

3
土　 師　 器 A （17 ．8）

B　 4．7

休部 と頸 部の間 に稜 をもつ。雄 は大 きく 内面－ヘ ラナ デ 軟弱 ・砂粒 ・にぶ

1 0　 ％

開 きなが ら立 ち上 がっている。 口唇 はや
出・・一°．や

摩滅 砂礫　 い橙

高　　　 上不 や　 ロ　　 帯びてい る。 ーナデ 灰
脚部 ・裾部 欠損。 ヘ ラナデ

ロー横 ナデ
槻

4
土　 師　 器

B　 5．6

休部 と頸部 の間に稜 をもち，底部はやや 内 面1 ヘラナデ 良好 ・砂粒 ・橙

10　 ％
、ノ坦 で　 る。 、はク　ビ　しなが ら　 き　 開 外 面く霜 オサエ スコ　 にぶ

高　　　 士不 いて いる。
瑳 一部 ・脚部 ・裾部 欠損。

リア　 い橙
（少）褐灰

5
土　 師　 器 B　 9 ．3

脚 部はややふ くらみ をも ち円柱 状で，裾 内面一裾－パ ケ目の 普通 ・砂粒 ・橙

3 5　 ％

部 はなだ らか を開 きを示 してい る。 あと横 ナ 砂礫　 にぶ

稀部 欠損。 テざ い黄

高　　　 士不

l

C 13 ．6
外面一脚－ナ デ

パ ケ目調
整

裾 1 横ナ デ

橙

第24号住居跡（第46図）

本住居跡は，D4i3・i4調査区を中心に確認されたもので，長軸方向はN－35LEを指す。規模

は長軸5．42m・短軸4．15m・面積22．49rdで，平面形は長方形を呈している。璧高は10～28cmを測

り，壁は外反して立ち上がっている。幅約10cmの壁溝が本跡を全周する形で検出された。また，

壁柱穴も検出されている。床は東側がやや低く凹凸状であるが，床面はロームで硬くしまってい

る。柱穴は深さ28－37cmほどで4か所検出され，径は20cmあまりで円筒形に掘り込まれている。

それぞれ主柱穴と思われる。

炉跡は床面の西側中央部に，長径111cm・短径70cmの不定形を呈する地床炉が検出された。炉内

覆土は全般的に暗赤褐色土で，焼土・炭化粒子・焼土粒子・炭化物等が混入し，日首部は軟らか

く，サラサラした状態である。また，一部撹乱されている。下層部は暗褐色で，硬く焼けた凹凸

したロームである。
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第47図　第24号住居跡出土遣物実測図



貯蔵穴は南コーナー部に検出され，径70cm程の措鉢状で，深さ

44cmを測る，覆土は，上層部が褐色土・暗褐色土で，ローム粒子

・炭化粒子・焼土粒子を混入し，しまりを帯びている。中層部は

褐色土で，ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子が

混入し，しまりを帯びている。

本跡の覆土は，上層部が黒褐色土で，ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子をそれぞれ少量混入していた。中層部は，おおむね極暗

褐色で，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子が混入し，しまりを帯

びている。下層部は暗褐色土で，やはりローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子が多く混入し，硬くしまっている。遺物は，土師式土器

片が西側に多く出土している。

出土遺物解説表

」⊥j聖」」

第爛図　SI－24出土遺物実測図

SI－24

番号 器　　 種 法量（cm） 器　 形　 の　　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器 A 18．0

底部欠損。 ロー横ナデ 普通・砂粒・黒褐招

20　％
胴部の中位で最大径を測り，半球状の弧
を措いている　 器厚は一定では六い

内面－ヘラナデ
外面－あら 1へ‾　ミ

にぷい橙

頸 B　25．0 よ　　0
ロ緑部は頸部から大きく外反し，口唇部
でさらに外反する。

b し　　フ、
ガキ

に　い赤
褐
褐灰

P L 41－4

2
土　 師　 器 A 15．8

底部欠損。 内画一へラナデ 良好・砂粒・橙

40　％胴部は底部付近で内轡し最大径を測って 外輔 三呂器芸の にぶ
いる。　 部 、近のと　きはやや．、で，　 β い′、 口縁部

頚 B　21．0 は「く1の字状。ロ縁部は外反しながら立 褐嗜 昌0影）
ち上がる。 あとへラミガ 赤灰 P L 41－2口唇部はやや丸味を帯びている。 キ

3
土　 師　 器 A 14．4

胴部は中位へ内轡しながら至っていると
思われる。口綾部は「く」の字状を呈して
外反している。

内面く霊 早撃整

外面く禦錆 調整の

あとへラナデ

良好・砂粒・にぶ
スコ　い黄
リア　橙 口緑部100％

頚 B　 9．2 欠損部分が多い。 橙
褐灰

4
土　 師　 器 A （15．4）

頸部は「く」の字状を呈し，肩部は下方に
開く様相である。口綾部はやや外反し，

宋霊＞ヘラナデ 普通・砂粒・にぶ
スコ　い橙 口緑部10％

聾 B　 4．1
器厚を減じをがら口唇部へと至っている。ロー横ナデ リア　噌赤

灰

5
土　 師　 器 A　 8．5

底部は厚手で平底である。胴部は弧を描
きながらロ緑部に至る。

内面＜㌶ 詣 整 普通・砂粒・赤褐
赤黒 70　％

小　 型　 要 B　 8．0 口縁部はやや垂直ぎみに外反し，口唇部
に近づくにつれて薄手になっていく。

外面＜六書括 り P L 41－5

6

土　 師　 器

高　　　 塚

A 12．3
裾部から脚部にかけて約30度の傾斜で立
ち上がり，脚部はやや太めを形成しなが

宋霊＞ナデ 普通・砂粒・にぶ
スコ　い橙

80　％B lO．5 ら杯部に至っている。
立

リア　浅黄

C ll．0
頚部はゆるやかに外反し，土不部に稜線を
もち，さらに外反して立ち上がる。
口唇部はやや丸味を帯びている。

橙 P L 41－3

7

土　 師　 器
A　20．5

B 16．7

裾部，脚部欠損。 土不部 普通・砂粒・橙

70　％

裾部から脚部にかけて25度の傾斜を保ち ロー横ナデ にぶ
ながら立ち上がり，脚部は膨みをもち内
轡している。

罪悪＞ヘラミガキ い橙
赤

休部に鮮明を稜をもっている。底部はや （摩滅気味）
や平土日である。 部

高　　　 土不
坪は拝傾L をがら大きく立ち上がり　 口 内面－ナ‾ナパケ目

C （15．4） 唇部はやや丸味を帯びている。 ‾r
（　 ク　 ）

P L 41－6
杯部欠損。 外面－パケ目

（　 〃　 ）
裾－パケ目

（　 〃　 ）

8

土　 師　 器

高　　　 士不

B 15．4

C 15．7

裾部が脚部にかけて急勾配で立ち上がり．
脚部は太く膨みをもち，内轡しながら序

内面く尖‡早撃整 やや・砂粒・橙
軟弱　　　 にぶ

60　％
P L 42－ 1

部へと至っている。
頸部は「く」の字状で，休部との間に稜を

外面＜；享ナデ い榎

鮮明にもつ。
土不部は直線的に大きく外傾している。

裾一横ナデ

9
土　 師　 器 B　 6．8

脚部内側は輪積痕を有している。外面は 外面－ケズリのあと 普通・砂粒・にぶ
脚部　 60％円筒形状で，裾の広い裾部に移行してい パケ目調整 砂礫　い橙

高　　　　 土不 C 14．1 る。裾部の器厚は一定であり，先端は丸
味をもっている。

裾一横ナデ 明褐
灰 P L 42－2

ー　57　－



番号】器　 種 上去劃。m）　 器　 形　 の　 特　 徴　 i 整 形 技 法

ji
焼土・胎土・色調 備　　 考

1 ‡i 器
紺 障 禦 円形を凱 て表裏とも剥落してiミガキ

第25号住居跡（第49図）

本住居跡はF4C3調査区を中心に確認されたもので，長軸方向はN－30旦－Wを指す。規模は長軸

5．37m・短軸5．35m・面積28．72Iがを有し，平面形は隅丸方形を呈している。壁高は20～37cmを測

り，壁は外反して立ち上がっている。ただ，北側壁の中央部分だけがなだらかになっており，な

んらかの施設として使用したと思われる。北側一部を除き，壁下には浅く壁溝が回っている。こ

の中に壁柱穴と思われる柱穴が数多く検出されている。この壁柱穴は上面径約10－15cme深さ15

cm内外のものが多い。壁溝幅は15－20cmで，深さ10－20cm程度のものである。壁に接して多量の

焼土及び炭化材が濃密に分布している。また，住居跡全面にわたって焼土e炭化物が検出され，

各コーナーから中央部に向かって炭化した柱が倒れている。さらに，屋根を茸いたと考えられる

茅の一部が炭化して遺存している。床面は全体的によくしまっており，全面に焼土e炭化材の混

入が顕著である。柱穴は7か所検出されているが，主柱穴はPl～P4と思われる。平面の径は20cm

内外で言采さはほぼ45cmのものである。

炉跡は，北西壁中央部付近に3基連なる形で検出された。3基ともに，床上に暗褐色土で固い

焼土ブロックが盛りあがりをみせて広がっている。下層は焼土ブロック・ロームブロックが混入

し，全体としてやや軟らかい状態である。Plに隣接した炉跡は，深さ8．5cm・長径80cm・短径50cm

のやや楕円形を呈している。その西側の炉跡は，深さ11cm・径45cmの円形を呈し，さらに西側の

炉跡は，深さ10cm・径50cmの円径を呈している。

貯蔵穴は，北と南の各コーナーから2基確認された。北側の貯蔵穴は径100cm・深さ57cmで，平

面形は隅丸方形である。覆土は三層に大別され，上層部は暗褐色土e極暗褐色土で，焼土及びロ

ームブロックが混入されている。中層部も暗褐色土で焼土・炭化材が少量混入し，ローム小ブロ

ックが少量混入されていた。下層部も暗褐色土で炭化材e廃土が少量混入し，ロームブロックが多

量に混入されて軟らかい状態であった。底部はやや凹凸状で，壁は垂直に近い形で立ち上がる。

南側コーナーの貯蔵穴は，径80cm・深さ55cmあり，平面形は円形を呈している。覆土はおおむね

二層で，ロームプロ、ノクが多量・炭化材が少量混入し，やや軟らかい状態である。底部はやや凹

凸状で，壁はほぼ垂直に近い形で立ち上がる。本跡は覆土の一部で耕作による撹乱を受けている

が，割合明確なもので保存状態も良好である。なお，本跡は焼失家屋と思われる。

本跡の覆土は大別すると三層からなる自然堆積土である。上層部は黒褐色まで，焼土及びロー

ム小ブロック・炭化材が微量混入しており，しまりはない。中層部は極暗褐色土で焼土e炭化材e
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第50回　第25号住居跡出土遺物実測図

ロームブロックが微量混入し，ローム小ブロックが少量混入する。下層部は赤褐色土と暗赤褐色

土で，暗褐色土はロームブロック少量・焼土及び炭化材も微量混入し，ややしまりを帯びた状態

である。暗褐色土は焼土及び焼土ブロックを多量混入し，高熱によるロームブロックも多量混入

し，硬い状態である。遣物は，土師式土器片の出土をみている。

出土遣物解説表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sト25

番号 器　　 種 法量（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器

相

B　 5．5 胴部は全体的に丸味を帯び，内攣L をが
ら頚部 に至る。底部はやや上げ底である。
H 緑部欠損。

究霊＞ヘラナデ 普通・砂粒 ・橙
スコ
リア
（少）
砂礫

30　％

2
土　 師　 器

A 13 ．8 底部は平底でやや器厚を増しておりゆる 究霊＞ヘラナデ 普通・砂粒・明赤 60　％
B　 5．5 やかに内轡 して立ち上がる。休部の器厚 スコ　褐

碗 C　 5，0 は一一コ亘でない。口唇部近くで垂直に近い
立ちL がりで，丸味を帯びている。

リー横ナデ リア　橙
黒

P L 42－3

－　60



番号 器　　 種 法量 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼土 ・胎土 ・色 調 備　　 考

3
土　 師　 器 A （19．0）

目線部 はやや外 反 して立 ち上 が りを見せ 内面…ヘ ラナデ やや ・砂粒 ・黒 褐

10　 ％ている。 折 り返 し目線で， 口唇部 は平坦 外面…ナデ 軟弱 砂礫　 にぶ

甑 B　 7．4 である。胴 部，底部欠損。 口＜ 詰霊＝禦 享 デ い橙

4
土　 師　 器

碗

A lO ．5

B　 5．0

底部 は丸底 に近 い膨 をもつ。休部 は一定

の器厚 で垂直に立 ち上が り， 口唇部 では

内面＜ 霊 撃撃整 普通 ・砂粒 ・灰 褐
スコ　橙 80　 ％

P L 4 2－ 4
内轡す る傾 向 を示 してい る。蝶 が付 着 し 外 面－ナデ リア　 明赤
ている。 ロー横ナデ 褐

黒

5
土　 師　 器 A 12．8

底部 はや や平坦。 休部 は急激 な内轡 を示 内面…ナナ、 普通 ・砂粒 ・橙 90　 ％

P L 4 2－ 5

して立 ち上 がっている。口唇部 に近 づ く 外 面一指 ナデ スコ　 にぶ

碗 B　 5．8 につ れやや垂直気味 にな る。

口唇部 は尖る。

ロー横 ナデ リア　 い橙

6
土　 師　 器 A （18 ．0） 底部は平坦 で， 口縁 部は大 きく開 いて稜

もちながら立 ち上 が り，器厚はやや薄 い
究霊＞震 撃撃整の ！普通 ・砂粒 朝 赤

禍
坪部　 25％

高　　　 球 B　 5 ．8 口唇部は 丸味 を帯 びてい る。脚部，裾部
は欠損

口…横 ナデ

7
土　 師　 器

高　　　 杯

A 17 ．8

B 15 ．3

球 部は頚部 で「く」の字状 で大 きく開 いて 内面主」撃滅 ！良好 ・砂粒 ・橙

90　 ％

P L 42－ 6

立 ち上 がり，口唇部は丸味 を帯 びている。 外面 －ヘ ラ ミガキ 砂礫赤褐
底部は平坦 でやや 器厚 である。脚部は円 口，裾…横 ナデ

C 14 ．0 柱状 で，やや膨 み をも ち なが ら裾 部 に 輪積痕
至 ってい る。裾部 は25度 の勾配で ある。

8
土　 師　 器

A 17 ．7

B 15 ．0

裾 部はゆ るや かな波状 で，27度の傾斜 を 内面 …摩滅 良好 ・砂粒 pにぶ

100％保 ち脚部 に至 る。脚部 はやや直線的 に立
ち上が る。球の底部 は平坦 で頸部は「く」

外面＜㌶ 諸 キ 】 い赤
褐

高　　　 上不 C 13 ．7 の字状　 皇 し，▼賀　　 す る。 口糸　部は 日，裾－ 、ナデ にぶ P L 43… 1きく開 きながら立 ち上 がる。 口唇部は尖
る様相 を呈 して いる。　　　　　 ！

い褐

9
土　 師　 器

装 飾 器 台

A 19 ．8
裾 部は先端でややせ りあが り，約27度の
勾 配 で脚 に至 る。 月去瞳βは円柱状 で，球

内面＜禦 ㍑ 響 ） やや ・砂粒 ・にぶ
軟弱　 砂礫　 い橙 80　 ％

P L 43－ 2
B 17 ．15 部 は装飾的突起 と稜 をもちなが ら立 ち上

がる　 底部はやや平土日である　 L］辰部は
外面＜錆 ミガキ スコ　にぶ

リア　い普
C 15 ．2 外 反与 る彰で開い て言る。 O　w 即 ［圭＋禰「」廣ナデ （多）痙 ′、

！
輪積痕

10

1 1

士　 師　 器

高　　　 球

B　 8 ．7
脚 部 はや や 膨 み を も ち円柱状 で，裾部 内面一ヘ ラナ デ 普通 ・砂粒 ・橙　 ヨ

脚部　 60％

P L 4 3－ 3

に至ってい る。裾部の勾配 はゆるやかで
ある。
球部 欠損。

外面…ナ デ （少）灰 褐

C （12 ．8）

石製模造品

（双孔円盤）

径 （2 ．0）

厚 さ　0 ．2

1 ．5m mの片側穿 を 2 か所 有 し，隅丸方形 を 表，裏…一方向の ミ
カ ッ石 P L 7 5…12呈 する と思 われ る。

［

ガキ
縁一雑な ミガキ

12
石製模造品

（剣形品）

現寸 （3．4

幅 （1．9）

厚 さ0当

基部近 くに1．5mmの小 孔 を有 し，中央部 に 表面－ななめ方向の

カッ石 P L 7 5…14
あま り明瞭でない稜 を有 している。

】

ミガキ
裏面…横方向の ミガ

キ
縁部 一雑を ミガキ

第26号住居跡（第51図）

本住居跡は，E4g6調査区を中心に確認されたもので，第27号住居跡の薗　第30号住居跡の西側

に位置している。長軸方向はN－28LWを指し，規模は長軸5．35m・短軸5。07me面積27．12I尋を

有し，平面形は隅丸方形を呈している。壁高は10～15cmを測り，壁は外反して立ち上がっている。

耕作による撹乱及び削平を受けており，遺存状態が悪く，床まで浅いため明確な壁の確認はむず

かしい状況である。柱穴は6か所検出され，Pl～P4が主柱穴と思われる。主柱穴は径13cm内外で，

深さは33－39cmであり，円筒形に掘り込まれている。床面はやや軟らかいロームで，平坦である。

本跡北西側に，径70cmのほぼ円形を呈した地床炉を検出する。覆土は暗赤褐色土e暗褐色土が確

認され，焼土e焼土ブロックが少量混入し，下層部は褐色土で焼土を微量混入していた。

貯蔵穴は，南東コーナーに長径70cme短径53cmを測る楕円形のものを検出し，深さ38cm程で，
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出土遣物解説表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sト26

番号 器　　 種 法量 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　 考

土　 師　 器 A （1 7．9） 底部 はやや平底で，胴部 は内轡 しなが ら 内面－ヘ ラナデ 普通 ・砂粒 ・にぶ
70　 ％

P L 4 3－ 4

立 ち上 が り　　 位で最　 径　 沸る。磐部 夕　　 …ナデ い′、
1

婆
B　 2 2．8 Iは「＿く」の字状で， 口縁 は舛反 してお り，

寸
口一横ナデ 褐

C　 7．0 口唇部 はやや細 くなる。媒 の付 着が見受
け られ る。

黒褐

2
土　 師　 器

壌

A （16 ．4）

B 1 7．8

器厚 は一定で胴部は内轡 し， 頚部 はやや 内面－ヘ ラナ デ 普通 ・砂粒 ・にぶ
40　 ％

P L 4 4－ 1

「く」の字状 を呈 して おり， 目線部 は胴部 外 面－ナデ い赤
よ り厚み を帯び立 ち上 がる。 口唇部 はや
や 丸み を帯びてい る。
底部 欠損。

口…横ナデ 裾
にぷ
い橙

3

l

土　 師　 器 i A （22 ・5）

胴部 は内轡 し，器厚 を一 定 に保 ち膨 み 内面…ヘ ラナデ 普通 ・砂粒 ・にぶ

30　 ％
をもってい る。中位で最大径 を測 る。頭
部は 「く　の字状 をロして おり　 口縁部 は

外 面＜ 六号‡撃整 い橙
にぶ

婆 ヨ　B　20 ．6 ロ　　　　　 」　　　　　　　 ヨ三　　　　　　　 ，　h　′　口外反 して いる。口唇部 は尖る様相 であ る。
底部 欠損。

し二赤

褐

4
土　 師　 器

婆

Å 16 ．8

B lO ．9

胴部は内攣 しなが ら頚部 に至 っており， 内面 …輪樽 のあ とへ 普通 ・砂粒 ・にぶ

目線部70％
目線部 は外反 して，口唇部でやや細 くさ ラナテざ い赤
らに外反 している。 外面 －パ ケ目調整 褐
底部欠損，胴部一部 欠損。 ロー横 ナデ 赤黒

5
土　 師　 器

婆

B lO ．5

C　 7 ．3

底部は平底 で，胴部 は大 きく広が りを見 l内面 －ヘ ラナデ ！やや ・砂粒 ・にぶ ま

底部　 25％
せ内攣 して立 ち上 がる。 器厚は一定で あ
る。他は欠損。

外面 …摩滅 軟弱　 スコ　 い橙
リア　灰褐
（少）

6
土　 師　 器

！

A　 9 ．2

B l l ．4

8　 9 。7

底部 は丸み をもち，胴部 はやや強 く張 り 内面…ヘ ラナデ 普通 ・砂粒 3明赤
70　 ％

P L 44… 4

出すよ うに内轡 している。中位で最大径
を測 り，器厚 も中位 か ら上が厚い。頭部

外面等 三 三喜貫き 裾
にぶ

柑 はやや「く」の字状 で， 口縁 部は直線的 に い橙
立 ち上が り， ＝廃部へ と至る

底部はやや平底 で，胴部 は強 く張 り出 し
ほぼ中位で最大径 をもつ。 器厚は一定で
あ る。
目線部 欠損。

仁1－横 ナデ

7
土　 師　 器

柑

宋霊＞ヘ ラナデ 良好 ・砂粒 ・橙
70　 ％

P L 43－ 5

8
士　 帥　 器

高　　　 雄

1
喜 。i；：：） i裾 はやや平坦 に立 ち上 が り，脚部 は太 く 内面－ヘ ラナデ 普通 ・砂粒 ・にぶ

60　 ％

P L 44… 2

膨 み をも ち，頚 部 は 「く」の字状 で底部
は平 坦，稜 をもち，林 部 は大 きく開 き，

内面＜ ㌶ ナデ い橙

段 々細 身 になりながらH 唇部 に至 る。 口，裾一 様 ナデ

l

：†
土　 師　 器

晶　　　　 稀

A 1 8 ．2
脚部 ・裾部欠損。 内面一摩滅 普通 ・砂粒 ・にぶ

土不部　 70％底部 は平底。球部 に稜 をもち，外 反 しな 外面－ヘ ラナ デ い赤

B　 6 ．5 が ら立 ち上 がり，器厚 はやや薄 手である。
口唇部 でやや外反 している。

「ト…横ナデ 褐
赤褐

土　 師　 器 B　 9 ．5
球部 欠損。 内面…ヘ ラナ デ 普 通・砂粒 ・明赤

林 部　 70％脚部 は円柱状 でや や膨 み を も ち，裾 部 外面…ナデ 褐

高　　　 球 C 1 2．5 に至る。
脚部 と裾部の境の器厚 はきわめて薄 い。

裾 一横ナデ 赤褐 P L 4 4－ 5

1 1
土　 師　 器 B　 8．7

土不部 欠損。 外面－ナデ 良好 ・砂粒 ・にぶ
湖去陀β　70 ％脚部 は逆三角形で やや 膨 み を も って い 禰「」菅ナデ い褐

晶　　　　 球 C （1 3．4） る。
裾部 は短か く，先端は そり立 っている。

にぷ
い赤禍

P L 4 4… 3

断面はU字形を呈している。その覆土は自然堆積で三層からなり，上層部は暗褐色土で焼土も微

量混入している。下層部は褐色まで，ロームブロックを混入していた。底面は軟らかく平坦であ

る。

本跡の覆土は大半が黒褐色土e暗褐色土で，ロームが多量に混入し，焼土を微量に混入してい

た。遣物は，多数の土師式土器片を出土している。
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第53図　第27号住居跡実測図
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第54図　第27号住居跡出土遣物実測図（1）
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第55回　第27号住居跡出土遺物実測図（2）

出土遣物解説表

l　＿ノ／

’喝　」∠／一・一／　1

番号 器　　 種 法畳（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　形　技　法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　師　器

A 13．5 底部は平底。器厚は厚手で，休部はほ ロー横ナデ やや・砂粒・明視
軟弱　　　 灰 100％

ぼ垂直で立ち上がっているが，中位で凹
状である。上位で内轡し，頸部に至ってい
る0口縁部は外反しており，口唇部で細身
を帯び，さらに外反し丸味をもっている。

外面－ナデ

聾 B　20．4

C　5．5

（ノ1ケ目調整あり） 褐灰
P L45－1

2
土　師　器 A （16．1）底部の器厚は厚手で平底。胴部は内轡し

ており，器厚は一定でない。中位で最大
ロー横ナデ
内面－ヘラナデ

普通・砂粒・赤
灰褐 90　％

頚 B　22．3

C　6．8

径を測る。顛部は「く」の字状で，口緑は
さらに外反している。
口唇部はややそりぎみである。

外面－ナデ，ヘラミ
ガキ P L45－2

3

土　師　器 A 15．4
底部の器厚は厚手で，あげ底を呈し，胴
部の器厚は一定で半円状を里し，胴部中

口く欝誓 ヶ。調整 やや・砂粒・黒褐
軟弱　　　 にぶ 70　％

B　21．0 位で最大径を測っている。頚部は「く」の
一一、　　　　　　　　　　　　 庭

内面くヘラナデ い橙

聾 C　5．4 子状を呈し，口縁部は大きく外反を見せ
ている。口唇部は丸味を帯びている。全
面に煤が付着している。

パケ目調整
外面－パケ目調整 P L45－4
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番可 器　 種 ！法量 （cm ）
器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 ‡焼成 ㍗台土 ・色調 】備　 考

4 】土 師 轟 16 ．2 ぎ底部欠壬員。 ロー横 ナデ 普通 ・砂粒 ・にぶ
60　 ％

P L 4 5－ 5

胴部 は…ノバ一定の 器厚 を保 ち弧状 を呈 して お 内面 …ヘ ラナデ い橙
り　 中位で最一一一直を換ってい る。頭語は …ヘ ラナテ∫ にぶ

婆　　　 B （16 ・8）

5　 土 師 器 A （15 ・2）
婆　　　 B （13 ．2）

†　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン．ヽ「く」の字状で ＝縁 は外 反 し，［”］唇部はや
や尖が りを示 している。

（炭化物 付着） い褐

！底部 ・胴部の一部 欠損。
［］…横ナ デ 普通 ・砂粒 ・にぶ

60　 ％
胴部 の中位で最大径 を測 り，器厚 を…一定 内面－ヘ ラナデ い橙
に保 ちなが ら内轡 し， 頭部 に至ってい る
頚 は「く」の字状 を呈 し， 大 きく外 反 した

［二持家であ る。［コ唇部 は丸味 を帯 びている。

外面－パ ケ目調整 の
あとナ デ

橙

土　 師　 器　 A 14．1
底部 ・胴 部欠損。 H …横ナデ 良好 ・砂粟立・にぶ

口縁部50 ％
器厚 を一 定に保 った壷 と考えられる。 胴く 安富＝六言昌蒜 スコ　い橙

6
壷 iB （6・2）

頚部 は「く」の字状 を呈 し， 口縁部 は大 き
く外反 してお り，口唇部は 丸味 を帯 び，

！さらに外 反 を見せてい る。

リア　にぷ
い黄
橙

7

［土　 師　 器
A （16 ．6） 底部，胴部 欠損。

ふ　く　立　　　　　　　　　　　　　w J　　　　　　　　　　jと
口～横 ナデ 普通 ・砂粒 ・にぶ

目線部10％
☆箋芝 B （6 ．2） 日縁部 は折 り返 し口縁 で，口唇部 は平坦

であ る。
究 霊＞空 電 完結 い橙

8
土　 師　 器

壷

A （20 ．0）

B （25 ．0）

底部，胴部一一部欠損。 ［コ…横 ナデ 良好 ・砂粒 ・にぶ

70　 ％

胴部は弧状 を描 き， 中位 で最大径 を測 る
頚部は「く」の字状 で，頸部 に降帯 を貼付

内面＜票聖 賢 ス コ　い橙
リア　赤灰

しキザ ミ文様 をつ ける。 口緑部 は直線的
1．＿

外面 －ナデ， ヘ ラナ

に立 ち上 がる。折 り返 し口縁 であ る。
口縁 及び 口唇の器厚 は厚 手で，口唇部は
大 きく外反 し丸味 を帯 びている。

フ《

9
土　 師　 器

底部 は丸底で器厚 を増 し， 大 きく胴部へ 仁トー横ナ デ 良好 ・砂粒 ・明赤

30　 ％

P L 46－ 1

A （10 ．5）
張 り出 してい る。胴部中位 で最大径を測 内面－ヘ ラナデ 褐
るが， 器厚は薄手で ある。 中位部 よ り内
喜　　　　　　一

外面‾胴等 露 目，

ヘ ラケズ

にぶ

柑 B 16．3 轡 し頸部 に至 り， 口緑部 はらJP 垂 直に立
ち上 が りを見せてい る。 口唇部 は丸味 を

い橙

帯 びている。 リ

10

土　 師　 器
B （11．4）

底部 はやや丸底で，胴部は楕円形 を描 く
j
内面－摩滅 普通 ・砂粒 ・橙

80　 ％様相で大 きく張 り出 し，中位で最大径 を
方1 ヾ仁　一　立　　　　　　 点き　　　　　　　　　　 一　点

外 面一一一…一一ナデ スコ　灰褐

士甘 測り 謀が ら頭部へ と内 野して いる。頸部
で垂直 に厚 み を減 じ，立 ち上 がりを呈 し
て いる。 口緑部 欠損。

リア
P L 4 5－ 6

11

i

土　 師　 器

B （8 ．5）

底部は 丸底 で，胴部 は大 きく張 り出 した 内 面－ヘ ラナデ 普通 ・砂粒 ・赤禍
70　 ％弧状 を呈 している。 器厚は一定 に保 たれ

⊥　 、日　　一／又
外 面…ナデ

柑 てお り， 中位 で塀大住 を測 る。
頸部は「く」の字状 で，口縁部は外反 して

い ると思 われる。 ロ縁 部欠損。

P L 4 5－ 2

1 2
土　 師　 器

甑

A （27 ．8）
口縁部中位 まで外傾 し， さらに口唇部 に ロー横 ナデ 普通 ・砂粒 ・明赤

［コ縁部50％ロかって夕反　 見 せてい る。口唇部 、近 －ヘ ラナテざ

B （10 ．8） で折 り返 しを見せ 丸味 を帯びてい る。全
体 的に口縁の器厚 は薄 手であ る。

外面－ ナデ 橙

13

14

土　 師　 器

高　　　 塚

B （14 ．5）

裾部 は20度のゆ るや かな勾配 をもち，脚 ロー横ナ デ 普通 ・砂粒 ・赤

60　 ％

部へ と至 っている。脚部 は二 等辺三角形 土不部 にぶ
の柱状 を呈 し，頚部 は「く」の字状 を示 し 内側－パ ケメ調整 い橙
士、部 は一一きく夕　　 している。底部 は、′土日 夕側－パ ケメ調整 にぶ

C 15 ．6 で体部 と頚部の間 に鮮 明な稜 をもつ。士不 脚部 い褐
部 の器厚は薄手で ある。
口唇部 欠損。

鵠 ＞ナ デ

裾 一一横ナデ，パ ケ目

土　 帥　 器 A 16 ．7
拝部 の底部 は平坦で，頸部は 「く」の字状
を呈 してい る　 休部の間 に稜 をもち　 口

土不部…横ナデ

】

普通 ・砂粒 ・橙

土不部　 50％

P L 4 6－ 3高　　　 塚 B lO ．2 O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I縁部 は外反 して立 ち上が り， 口唇廓 で さ
らに外反 し丸味 を帯びた状態で ある。

15

1 6

1 7

18

土　 師　 器 B （7 ．4）
裾部 は20度の傾斜 でそ り上 がる様 相 を皇
し，脚部へ と至ってい る。脚部はやや器

内面－ ナデ しぼ り痕
外 面…ナデ

普通 ・砂粒 ・にぷ

い赤 20　 ％

土不部　 80％

高　　　　 球 C （13 ．3） 厚が厚手で， 円柱状 であ る。
球部欠損。

裾 一様 ナデ 裾
にぷ い褐

土　 師　 器 底部 は平坦 で体部 との間に稜 をもち，体 日…横 ナデ 良好 ・砂粒 ・暗 赤

高　　　　 士不
B　 6 ．1 部で大 きく夕反 して立 ち上が り，口唇部 面 一摩滅 気味 ス コ　灰

で さらに外反 し尖が りを呈 してい る。 外面 －パ ケ目調整 リア　橙 P L 4 5－ 3

5 0　 ％

20　 ％

土　 師　 器 B （11 ．0）
土不部 欠損。
裾部 は45度勾配 で　 脚部 にせ り上が り

内面一布 目こん
外面…ヘ ラナデ

良好 ・砂粒 ・にぷ
い昔

高　　　 球

高　　　 杯

C （12 ．7） ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I脚 部は円柱状で頸部 に至ってい る。
頚部 「く」の字状 を呈 している。

裾一横 ナデ J′、ヽ橙

脚部 ，裾部欠損。 内面…ヘ ラナデ 良好 ・砂粒 ・にぶ

B （4 ．9） 球部 の底部は平坦で割合鮮 明に稜 をもち
やや直線的 に外反 して立 ち上 が りを見せ

外面－パ ケメ調整の
あとへ ラナデ

スコ　 い橙
リア　明赤

ている。 褐
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第欝号住居跡（第53図）

本住居跡はタE4d4ed5調査区を中心に確認されたもので，第26号住居跡の北側に位置している。

長軸方向はN－50LEを指し，規模は長軸6諸4m。短軸6。80m。面積46．51I記を測り，平面形は方

形を呈している。本跡の遺存状態は良好で，壁などの破損は見あたらない。壁高は30～45cmを測

り，壁はやや垂直に立ち上がっている。壁下には，組5cmの幅をもつ壁溝がめぐっている。北壁

下を除く壁満車に壁柱穴が多数検出されている。柱穴は住居跡外に22か軋本跡内に8か所検出

され，主柱穴はPl～P4の4か所である。主柱穴は深さがほぼ60cmで，円筒形に掘り込まれている。

住居跡内外の柱穴は，総じて住居跡をとり囲むようにしてほぼ等間隔で検出され，深さも35。m内

外である。床面はしまりを帯び，硬く踏み固められた状態を示している。

炉跡は，床面の北西側から検出され，長径150cmの短径120cmの地床炉である。炉内覆土は暗赤

褐色系統で，焼土。炭化粒子が混入し芦炉床は焼けたロームでしまりを帯びている。

貯蔵穴は本跡南コーナー部から検出され，径65cmの深さ76cmを測る円筒形に掘られたものであ

る。その覆土の色調は暗褐色土の褐色まで，それぞれローム粒子e焼土粒子e炭化粒子が混入し

しまりを帯びて自然堆積の様相を呈している。底面は硬く，床まわりに幅約25。mを測る壁溝が

回っている。

本跡の覆土は大きく三層に分けることができる○上層部は極暗褐色までローム粒子・焼土粒子

の炭化粒子をそれぞれ少義と，ロームブロックを少量混入し，しまりを帯びた状態である。中層

部は暗褐色土の色調で，ローム粒子eロームブロックe炭化粒子。焼土粒子が少量混入し，しま

りがある。下層部も暗褐色の一部褐層まで璃－ム粒子eロームブロック0焼土粒子をそれぞれ少

量と炭化粒子は多義に，また，炭化物も少量混入した状況である。

遣物は，土師式土器で，完形品のほか多量の土器片が出土している。なお，本跡は焼失家屋と

思われる。炭化材e廃土が多量に検出された。

第28号住居跡（第56図）

本住居跡はE5e2調査区を中心に確認されたもので，第29号住居跡の西側に位置している。長軸

方向はN－69旦－Eを指し，規模は長軸5．1m e短軸5．05m e面積25．75rガを測り，平面形は隅丸方

形を呈している。壁高は50～55cmを測り，壁はほぼ垂直に立ち上がり，固くしまっている。壁下に

は溝がめぐっており，壁柱穴も確認された。璧溝の幅は15－20cmで言采さ10－20cmを測っている。

柱穴は4か所検出され，主柱穴と思われる。柱穴の上面はおおむね30cmで言采さ59～66。mを円筒

形に掘り込んでいる。

炉跡は床面の中央よりやや北側から検出され，径50cmの円形を皇し，15cm程掘り窪められた地

床炉である。炉内覆土の上層部は極鴫赤褐色で，炭化物の焼土・焼土ブロックが多量に混入し，

［寺堀部は暗褐色までタ　焼土の廃土ブロックを多亀　炭化物が少量混入している。
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第56図　第28号住居跡実測図
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第57図　第28号住居跡出土遺物実測図（1）
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第58回　第28号住居跡出土遺物実測図（2）

出土遣物解説表

番号 器　　 種 法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器 A （17．8）

底部欠姐。
胴部は弧を描く形で内噂し，中位で最大径 ロー横ナデ

普通・砂粒・にぶ

スコ　い赤
15％減る　　　 は「　 の‘1 、で　 口　　 は 一ヘラナデ リア

要 B （13．2） 。　　ロ　　　　 」　子　　 ，　　′　ロ
反して立ち上がる。口唇部でさらに外反し
ている。器厚は一定である。

外面－ヘラケズリ にぷ
い橙

2
土　 師　 器 A （16．5）

底部欠損。 ロ　 ー横ナデ 良好・砂粒・にぷ

30％
畠厚はやや薄手で一定し，胴部は弧を描 く 内面－ナデ スコ　い黄
請 謁 宝書芸Z Fく豊 謂 李禦 恩 鈷

反している。口唇部は九味を帯びている。

－　　 7‾ リア　旦
要 B （15．2） ヘラナデ 砂礫 橙

3
土　 師　 器

要

A （21．6）

底部及び胴部の一部欠損。
器厚は一定を保ち，やや内轡しながら立ち ロ　 ー横ナデ

啓通・砂粒・にぶ

スコ　い橙
20％　ゞ　　 せてい　　　 止l 「　 の｛’、 －ヘラ　 デ リア

B （9．3） 0　　ロ　　　　 」　子
口縁は外反して口唇部に至り，先端はやや
丸味を帯びている。

外面－ナデ

4
土　 師　 器

璽

B （25．0）

底部 ・口緑部欠損。
胴部は弧を描き内轡しており，中位で最大
径を測る。
器厚はやや一定である。煤の付着が胴部下
位に見られる。

宍霊＞ヘラナデ 普通・砂粒・橙

（少）灰褐 胴部　 25％

5
土　 師　 器 B （21．5）

底部は肉厚で平底であり，器厚を減じなが 内面－ヘラナデ 普通・砂粒・にぶ
60％ら胴部へと至っている。胴部は半円を描く

よ’に内轡しており　 中位で最大径を測る

四 面く 二監 日鋼 スコ　い橙
リア　にぶ

璽E C　 5．9 フ　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 重空欄肌も
口緑部・口唇部は欠踊。

（少）い視
褐灰

P L 46－4

6
・I二　師　 器 B （8．3）

底部は平底で器厚を減じながら胴部へ向か

っている。
底部のほかは欠規。

内面一摩滅
良好・砂粒・にぷ

い黄
橙 底部 100％

∃互 C　 6．2 外面－ヘラナデ 且
黄灰

7
t　 師　 器 A 12．4

底部は平坦で，胴部は中位までやや内増し
ながら立ち上り　 垂直へと移行している。 ロ　 ー構ナデ

良好・砂粒・にぷ

い橙 100％

P L 46－5
く　止‘「　 の　　　 せ　ロ （　　　 てl 究霊＞ヘラナデ 日　′、

小　 型　 聾 B ll．6 」
ち上り，口唇部はやや丸味を帯びている。
器厚は－定ではない。

褐

8
土　 師　 器 B （5．6）

全体的に器厚で，梓に底部では一段と顕著

であり平底となっている。胴部はやや垂直
に立ち上がり　 中位から内轡する口緑部は

究霊＞ナデ 普通・砂粒・明赤
95％

P L 46－6小　 型　 壷 C　 2．4 ーl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
欠姐する。

褐
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番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎土 ・色 調 備　　 考

9
土　 師　 搭

A （23．3） 頚部 で器厚がやや薄 く， 目線部 は僅 かに外
反 する。胴部は ゆるい曲線 を描 いている。

【コ

ロ ー械 ナデ やや ・砂粒 ・明赤
軟弱 砂礫 裾

20％甑 B 13．1

C　 5．7

底部 のみ器厚 であ る。

胴 …ヘ ラナデ

にぷ

い橙

10
土　 師　 器 A （10．9）

底 部欠損 。
休 部 はや や歪 んだ弧 を描いてい る。

Jヾ
ロ　 ー横 ナデ

普通 ・砂 粒 ・にぶ

ス コ　い赤
15 ％礪 B （4．8） 口′、吾 は　　 してお ，口　 膏 が細　 なっ 拍計…瀾現 リア

てい る。器厚 は厚 みを帯びてい る。 外面－ ナデ 赤

11
土　 師　 器 A 19．3

裾 は約20度の傾斜で立 ち上 が り，脚部は や
や太 めの様相で円柱状 である。
〈　立　　 「　　　　 ←⊥サ、、　　　　　 正　　 、′

＝ ・裾 一横ナ デ
ー‾’　　　　　　　　一寸

普通 ・砂粒 ・にぶ
スコ　 い橙 70％

ロ B （9．8） ロ　　　 」の子　　 ， 圧剖疇ド円裏で虜亘 …へ フ　　ア リア
P L 4 7… 1同　　　　 土不 をもち，塚は薄手の器厚で大 きく広 が りを ナ テざ

見 せてい る。口唇部で やや外反 してい る。 外　 面…ナデ

12
土　 師　 器 B （9．2）

土不部 欠損。
脚部 はやや太めの円柱状で‾下問 きであ る。 ＝　 ～櫨 ナナ

良好 ・砂粒 ・橙
脚部　 70％晶　　　　 土不 C 13．6 裾部 は約 15度の なめ らかな勾配 をもってい

る。
宋霊＞ナデ にぷ

い橙

13
」二　師　 器

晶　　　　 稀

A 18．4

脚部 ・裾部欠損 。
塚部 は波状 の外見を保 ち，大 きく開 いて稜
をも

票・雲〉ヘ ラナデ
や や・砂 粒 ・にぶ
軟弱　砂礫　 い橙

一十か
序 部　 90％

B （5。9） つ。
底 部は平坦で， 口唇部 は丸味 を帯 びて いる （石 央）

スコ　橙
リア

P L ∴捕一 丁

14
土　 師　 器 B （8．6）

土不部 ・裾 部欠損。
脚部 は下部 に向 かって大 きくな り9　おお む

　ヽ　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　マ
慧雲〉 ヘ ラナ デ 普通 。砂粒 ・橙

脚部　 60％高　　　　 士不 ね円錐状 で立 ち上 がっている。 明赤
禍

土　 師　 器 Å 19．3
裾 部及 び脚部の一部欠損。 口　 一様 ナデ

良好 ・砂粒 ・赤裾

60％15
底部 は平坦 で，頚部は 「く」の字状 で稜 を
もっ

安富＞ヘ ラナデ

高　　　　 士不 B （凱8） C）球部 は大 きく開 きをもち，器厚 はやや薄
い。

脚部く究＝禦‡デデ 灰裾

16

脚部内面 に輪積痕 を有 し，脚部下位 に孔 を

外面…ヘ ラナデ

普通 e砂粒 ・にぶ
ス コ　い橙
リア　灰 黄

裾

脚 部　 50％
土 師 琵 B （5・3）　。

云コ

もち，裾 部 に向 かって大 きく広 がりを見 せ
てい る。球 部 。裾部 は欠損。

貯蔵穴は南東コーナー部に検出され讐　二段に掘り込んであり，2段目の直径は約60。mO深さ70

cmを測り9捨鉢状を呈している。その覆土は主に暗褐色と褐色でヲ　ローム粒子8ロームブロック

が含まれている9　底面はしまりを帯びた状態である。

本跡の覆土は，大きく三層からなり9　自然堆積である。上層部e中層部は黒褐色であり9　ロー

ム粒子が混入している。下層部は暗褐色まで普　ロームブロック。炭化物◎焼土が少量混入してい

る，床面は平坦で固くしまっている。ほとんど撹乱の形跡もなく保存状況は良好である。遺物は，

小形婆形土器の完形品及び土師式土器が南東コーナーから出土している。

第鍋考住居跡（第59図）

本住居跡はE5e4。f4調査区を中心に確認されたもので学長軸方向はN－32旦…Wを指す。規模は

長軸硫94m e短軸7を72m e面積机。29I記を測りラ平面形は隅丸方形を呈している。壁高は55～85cm

を測り9　壁は固くしっかりし9　ほぼ垂直に立ち上がっている。また，璧ぎわには9　火災にあった

と思われる炭化した柱や焼土が検出されている。幅温5～26cmo深さ12cmほどの壁溝がきわめて明

確に検出され撃　また，壁柱穴も確認された。柱穴は4か所で主柱穴と考えられ，いずれも内側に
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第59回　第29号住居跡実測図
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第60回　第29号住居跡出土遣物実測図（1）
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第61回　第29号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表

番号 器　　 種 法皇（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器 A 16．7

底部丸底で，器厚は薄く一定に保たれてい ロ　ー梯ナデ やや・砂粒・灰黄
80％る。中位で最大径を測り，内轡して頚部に

至る　 頸部は 「く　 の｛状で　 口緑は外反
胴＼：黒 岩 典

によるナデ

軟弱 砂礫 裾
スコ　にぶ丸　底　 壷 B　25．4 」　　子

して立ち上がり，口唇部は受口状である。
蝶の付着を見る。

リア　い赤
禍

P L 47－4

2
土　師　 器

A （17．5）
底部の器厚は厚手でやや上げ底を皇し，胴
部は大きく半円状を呈する。胴部の中位で
大ノ又を測る　 頸部は「く　の一．状を呈して

口く禦岩 調整
普通・砂粒・にぶ 60％

B　33．2 最　 性 1　　　　　　　 」　子

いる　 ロ緑部は外反しながら立ち上がる
罪悪＞ヘラナデ

い橙
P L 47－3∃E C　 8．6 皐翫 配 管禦 空斉藤 緑 薫 前′、　ロ

3
上　師　 器 A （14．4）

底部・胴部一部欠損。
器厚は一一定に保ち，胴部は内轡している。 ロ　ー構ナデ

普通・砂粒・賠灰
砂礫 褐

口緑部50％ロ　 ー血は　　 して、　　 がり　 口　 丘は二 －ヘラナデ にぶ
要 B （10．0）角状に尖がる。 外面一ナデ い橙

4
1二　師　 器 A ll．6

底部やや上げ底で．器厚は薄い。胴部は弧 ロ　 ー横ナデ 普通・砂粒・にぶ
70％を描くように張り出し，中位に最大径を測

立　．
内面－ヘラナデ い黄

ま甘 B 13．6 り，内轡して口縁部に至る。
頚は 「く　 の′1 状で直線的に立ち上がり

輪積みあり
外面－ミガキッポイ

橙
にぶ

P L 47－6
C　 4．5 」　　子

口唇部はやや丸味を帯びている。
ナデ い橙

5
」＿　師　 岩語

B （11．2）

底部やや上げ底で，胴部は大きく張り出し 口　 一横ナデ 良好・砂粒・にぶ
80％〒至り，器厚迂一定である。中位で最大径　立　　－ 内面－ヘラナデ 砂礫　い黄

橙
柑 を測り，内轡し口緑部に至っている。

窺部は 「く」の字状で口唇部は欠損してい
る。

外面－へフくカキ

へラナデ

且
赤禍 P L 48－1

6
f二　帥　 器 A 13．2

底部は平底で，胴部は大きく張り出し，中
位で最大径を測り，そこから内轡し口縁部
に至る　 口唇部にかけては外反し　 先端は

ロ　 ー横ナデ
内面－ヘラナデ

普通・砂粒・にぷ
い橙
橙

98％

塊 B　 8．6 ロ　　ー三角形状に尖っている。 外面－ヘラミガキ P L 48－2

7
土　 師　 器

A　 6．4 底部は平底で器厚は一定に保ち　 休部はや ロ　 ー横ナデ 良好・砂粒・にぶ
り、 100％B　 5．8 ロ

や垂直に董ち上がり　 口唇部で内轡してや 内面一ヘラナデ
鉢 C　 3，4 や丸味を帯びている。 外面－ナデ 砂礫　い橙
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番号 器　　 種 法量 （cm ）
i　 器 形 の 特 徴 ！ 整 形 技 法

焼成 ・胎土 ・色調 備　　 考

8
土　 師　 器

小　 型　 ま宛

A　 9．3

B　 4．8

i

底部 やや丸底 を見 る。休部 は弓な りに そり
上 が り，口唇 部は尖 っている。 器厚 は一 定
に保 ってい る。

EJ 欄…横 ナデ
内面－ナデ
外面－ ヘ ラケズ リ

普通 ・砂粒 ・にぷ

い橙
95％

P L 47－ 2

9
土　 師　 器 A 13．3

B　 4．4

底 部は平坦で，器厚 は薄 く， 目線部 は厚味
を帯びやや垂直 に立 ち上が り， 口唇部で 外
反 してい る。

究霊＞摩滅
軟弱 ・砂粒 ・橙

50％

P L 4 7～ 5

1 0
土　 師　 器

高　　　　 士不

A 18．5
裾部 は約30度の勾配で脚部 に至ってい る。
脚部 は太 く下 に広い状態で しっか りして い 口 ・裾一様 ナデ 普通 ・砂粒 ・にぷ

い橙
70％

P L 48－ 3

B 14．2

C 13．4

ノる。球部 の底 部は平坦。頸部 は「く」の字状
で鮮 明な稜 を もち，立ち上 がりは直線的 であ
る。器厚もややWルー・一定で口唇部は丸味 を帯 びている

外面－ナデ
坪内一一へ ラナデ

11
土　 師　 器

高　　　　 塚

A （16．6）

B 13．8

裾 部は約27度 の傾 斜で，脚部は比較的細 身
で円柱状 を呈 している。塚部は大 きく外 反
しなが ら広 がっている。

、さ

球部－ ナデ

脚部＼禁 デ

へ ラナデ

普通 ・砂粒 ・にぶ
ス　コ　 い赤
リ　ア　裾
（少）　褐炭 40％

C　 9．4 口唇 部は丸味 を帯 びてい る。 に　ぷ
い黄
褐

12
土　 師　 器 A 17。9

休部 は内轡 して立 ち上 が り，器厚 はやや一
定 を保 ってい る。
体部 と頭部 で稜 をもち，底部 は平坦 を呈 し

＝　－櫨 ナ デ
良好 ・砂粒 ・にぶ

砂硬　 い橙 部　 98％
晶　　　 ′球 B （7．2 ） ーへ ラ　 デ 明赤

禍 P L 48… 4て いる。 口唇部 は平坦で ある。 外面…ナデ

13
土　 師　 器 A （17．9）

底 部は平坦で やや厚 み をもち，杯部薄手 で
あ る。 なめ らかな放物 線 を措いて立 ち上 が ロ　ー横 ナデ

‾．‾ヾ

良好 ・砂 粒 ・浅 黄
ス コ　色

杯 部　 60％晶　　　　 よ不 B （7．8） る。
口唇 部はやや平坦で ある。
脚部 ，裾 部欠損。

内面…ナ ァ
外面…ヘ ラナデ

リア　 にぷ

い橙

14
土　 師　 器

高　　　　 士不

A （17。0）

B （7．1）

脚 部 ・裾 部欠損。
器厚 は底部 が厚 く体部 はや や薄 い。口唇 部

で はさ らにそれが顕著 にあらわれてい る。
口 ・裾 …横ナ デ
外　 面…ナデ

普 通 ・砂粒 ・にぷ
い橙

70％

総 じて立 ち上 が りは内轡 して いる。 土不　 内－ヘ ラナデ P L 48… 5

15
土　 師　 器 A 16．5

底 部は平坦で，棒体 部は弧状 を呈 して立 ち
上が り， ［・］唇部 は平坦 であ る。器厚 はやや

。　　　　　　寸土ナ　　ナ
［二J 一様 ナデ

普通 ・砂 粒 ・橙

ス　コ 葺不部　 97％

晶　　　　 球 B （7せ3） 厚 み　 ′耐 びて いる。 ′ゴ　ーへ ラ　 デ リア
脚部 ・裾 部欠損。 外面－ナ ナ （大粒小 ） P L 4 8－ 6

16
土　 師　 器

A 17．9

土不体部 は総 じて外反 して立 ち上 がり稜 をも
ち，器厚 はやや厚 い。 口唇部付 近で は．尖 が
りを見 せ， さらに外反 してい る。

リ ー横 ナデ
普通 ・砂粒 ・橙

スコ　 にぶ 士不部　 85％

高　　　　 塚 究霊＞へ ラナデ リア　い褐
（少）
大粒

P L 48－ 7

17

】

土　 師　 器

「笥　　　　 球

A 18．6

脚部 ・裾 部欠損。
球部の器厚 は一一一一定 で，底 部は平坦。稜 を鮮

口 ・…横 ナデ
内画一へ ラナデ

普通 ・砂粒 e浅 黄
橙

B （5．2） 明に もち大 きく外反 して立 ち上 がる。
口唇 部でやや内轡す る様相 を呈 してい る。

（摩滅気味 ）
外面－パ ケ自調整 の

あとナデ

にぷ
い黄
橙

稀部　 40％

18
石製模造品

剣　 形　 品

現長　4 」
幅 （1 ．7）
厚 さ　0 ．5
孔径0 」5

基 部近 くに小孔 を有 し，逆Y 字形 に明瞭 な
稜 を有 し，断面三角形 を呈 して いる。

…一一方向 からの穿孔 であ る。 滑 石

向かって傾斜をしている。径は15cm程度e深さ60～67cmで，ほぼ円筒形状に掘り込まれている。

床面は遣存状態も良好で，撹乱は受けておらず，ほぼ平坦で固くしまっている○また，床面には，

長さ3－4cme径20cm程度の丸太材が炭化し9横たわっていたo「柱」が梁」に使用したものと思

う。その他多くの炭化材が検出され，あわせて「茅」の検出もみている。

炉跡は北西壁に近く2か所検出され，床面を10～17cm掘り窪めた地床炉で，PlとP4を結ぶ線

上のものをFl号，それより南に位置しているものをF2号としたo Fl号は長径80cm・短径40

cm9　F2号は長径110cme短径50cmで9いずれも楕円形で焼土が厚く堆積している。炉床は褐色ま

で硬く締まっており9　長期間使用されたと思われる。
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貯蔵穴は本跡南コーナー部に確認され，長径110cm・短径85C；n・深さ53cmを測り，その覆土は五

層からなる自然堆積土で，ローム粒子・炭化物・焼土ブロックが混入している。底面はロームで

きわめて硬くしまりがあり，深鍋状に掘り込まれている。

本跡の覆土の上層部は，黒褐色土でやや軟弱であるが，中層部から下層部にかけて暗褐色土・

褐色土と変化している。炭化物・焼土が少量混入している。堆積の状況は，自然堆積の様相を呈

している。遺物は，土師式土器片が多量に出土している。

第30号住居跡（第62図）

第62図　第30号住居跡実測図
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第63図　第30号住居跡出土遺物実測図（1）
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第64図　第30号住居跡出土遣物実測図（2）
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本住居跡はE4go調査区を中心に確認されたもので，長軸方向はN－19LWを指す。規模は長軸

4．62m・短軸4．05m e面積18．71nfを測り，平面形は隅丸方形を呈している。壁高は12－25cmを測

り，ほぼ垂直に立ち上がる。壁面は硬くしっかりしているが，北西部の一部が削乎され不明瞭で

ある。壁溝は東側一部をのぞき，壁下に幅10－16cme深さ17cm程で全属している。柱穴は6か所

検出され，Pl～P4は主柱穴と考えられ，深さ30。5～40．0cmを測り，垂直に掘り込んでいる。底面

はほぼ平坦で硬く，よく締まっている。特に中央部及び南東隅が顕著である。

炉跡は北東壁付近に検出され，長径94cm・短径52cmの楕円形で，床面を15cmほど皿状に掘り窪

めた地床炉となっている。また，焼土粒子。ローム粒子が混入しており，炉床は凹凸でブロック

状に固くなっている。

貯蔵穴と思われるものが南東コーナー部の壁下に検出され，深さ15cmあまりを掘り込んでいる。

その覆土は暗褐色土と褐色土が堆積しており，それぞれローム粒子eロームブロックを少量混大

してややしまりを帯びている。しかし9　貯蔵穴と断定するには疑問が残る。

本跡の覆土は三層に分かれ，上層部が黒褐色で，焼土粒子e炭化粒子eソフトローム小ブロッ

クeローム小ブロックが少量混入している。中層部は上層部より多くのローム粒子が混入し，し

まりを帯びている。下層部は褐色土で，黒色土が散在する。焼ま粒子。炭化粒子が少量混入し，

自然堆積している。遣物は，土師式土器片がほぼ全面にわたって検出されている。

出土遣物解説表

番号 器　　 種 法量（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器 A 15．8

頸部はほぼ直立し，目線部は直線的に外反
して立ち上がり，口唇部は丸味を帯びてい
る　 肩部はなで膚で　 胴部は下位で日大径 パケ目調整

やや・砂粒・灰褐
軟弱　　　 にぶ 60％

婆 B （22．0） 0　日日　　　　　　 日　 ，　　ロ　　　　　　　 仮　 性
を測り，緩やかに底部に移行している。
器厚は…一定ではない。底部欠損。

い赤
禍

P L 49－1

2
j二　師　 器 A 16．5

B （16．5）

器厚は薄手で一定であり，頚部は 「く」の
字状で，口緑部はやや外反している。口唇 ロ ー横ナデ やや・砂粒・にぶ 50％

P L49…2

部は丸味を帯び　 い ーへラ　 デ い　粗聾 lコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○胴部中位で最大径を測る。底部欠損。 外面…ナデ ＞／　 褐提

3
土　 師　 器 A 16．2

頚部は 「く」の字状を呈している。目線部
は丸味を帯びている。胴部の器厚は薄手で
中位で日大公法を測り　 底部へと移／一してい

口→横ナデ
内面－へ‾　 ‾や

良好・砂粒・赤黒
目

口縁部50％

聾 B （17．7） 常　 住　 ？　 ，　一ロ　　　　　 イ丁
る。
底部欠損。

フナァ
外面－ナデ

拇赤
裾 P L 49－3

4
土　 師　 器

婆

A （15．0）

B （9．7）

胴部 ・底部欠損。
器厚は薄手で一定。頚部は 「く」の字状を
皇し，目線部は外反して立ち上がり，口唇
部は丸味を帯びている。

＝－構ナデ

外面－パケ目調整
良好・砂粒・灰裾 口縁部30％

5
土　 師　 器

A （15．0）

頚部は直線的に立ち上がり，目線部で大き
く外反する。

立　　　　　　　　、

ロ ー横ナデ 普通・砂粒・にぷ

い橙 口縁部90％聾 口唇部はやや鋭くなる。
胴部・底部欠損。

嬬 ＞ヘラナデ 褐炭

橙

6
土　 師　 器 B （20．7）

底部上げ底でやや器厚は厚めである。大き 内面－ヘラナデ

普通・砂粒・灰褐
50％

P L 49－4

く弧を描きながら内轡している。胴部中位 一書臣ケヽ目調整

聾 C　 6．8 径　 測るい胴部の器厚は薄寺で ーハ　　 受口　女
口緑部欠損二　 〇　 日　　　　　　　 っ とナデ

7
土　 師　 器 B （8．1）

底部の器厚はやや厚手を有し，上げ底で胴
部中位へと移行している。

一立　　　　日
内面一摩　 滅 普通・砂粒・にぶ

底部 100％聾 C　 6．2 胴部は器厚を一定に保っていると思われる。外面－ヘラナデ
い橙

…　81－



番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　 考

8
士　 帥　 笛 B （8．1）

底 部付近 は器厚 を増 してい るが，胴部下位

の器厚 は一定で な く，つ くりも粗野で ある。 ロ　ー ナデ 良好 ・砂粒 ・赤褐
底部 100％

療 C　 4．7 内面…ヘ フナ デ
外面－ヘ ラケズ リ

にぷ
い橙

9
L　 師　 器 A 15．6

底部 欠損 。胴 部はやや横 に張 り，最 大径 は
中位 にあって球 形 を皇 し， 口緑 は，朝顔 形

に大 きく開いた複 合日縁　 もち　 口唇部 で
‖　 －横ナ デ

内面

普通 ・砂粒 ・にぷ

い黄 60％

壷 B （14 ．2） 弄　 」　 ロ　 ′、を　　 ，　　　 ロ
さらに外反 してい る。
器厚 は厚 手で一 定 してい る。

外面 ＞ヘ ラナデ 橙
明褐
灰

P L 50－ 1

1 0
土　 師　 器

A 18．5
穿悟臣から口縁 中位 にか けてやや外反 し， そ 内面… ヘ ラナデ 普通 ・砂粒 ・明赤

80％れか ら、さらに強 く外反す るL 口唇部 は丸味 外面…パ ケ昌調整 の ス コ　褐

こ土方 B　33．2 を帯 びて い薫。屑部 はなで眉で　 軍部中位 あ とへ ラナデ リア　橙
P L 4 9－ 5宣E C　 7．0 で最大径 を測 りなが ら底 部へ と移行 して い

る。底 部 は上 げ底 であ る。
（ヘ ラミガキ）

11
土　 師　 器 A （19．8）

日縁 部は頚部 か ら直線 的に器厚 を立 ち上 が
り，折 り返 し口縁で ，口唇 部は丸味 をもち ＝　－櫨 ナデ

良好 ・砂粒 ・明 赤
ス コ　褐

目線部20％ここ土ご B （5．9） き　　　　　　 せ ている。
外面…摩滅気味

リア　にぶ
宣E 胴部 ・底 部欠損。 い褐

12
土　 師　 器

A　 5．8 底部 は凸 凹状 で，体部 はやや垂 直に立ち上
がりL 中位 で最大径 を測 り内轡 し，直立 ぎ ロ　ー横ナ デ

普通 ・砂粒 ・にぷ
い橙 100％

小　 型　 壷
B　 7．9 みの頸部 に至 る。日縁部 はほぼ直線 的で あ 宋霊＞ ナデ にぶ

P L 50－ 2C　 4．5 るが， 口唇部 でやや外反 している。型 は不
定形で ある。

い黄
橙

13
土　 師　 器 B （5．9）

底 部 は平坦で 器厚 を有 し，休部 は中位 まで ロ　 ー横 ナデ 良好 ・砂粒 ・にぶ
70％内轡す る形で立 ち上が り， ロ縁部 にかけて

さ　－
内面 －ナデ

こ　．白
スコ　い橙
l　vここタ小　 型　 壷 C　 4．9 らに内轡す る。

日縁部欠損。
摩滅 弟昧

外面…パ ケ 目調整
ナデ

ノノ　明赤
（小 ）褐 P L 50… 3

14
土　 師　 器

小　 型　 壷

A　 8．4

B　 9．2

C　 3．6

底 部上げ底。休部 は浅 い弧状 を呈す る。頸 ＝　一様 ナデ やや・砂 粒 ・にぶ

60％

P L 50 一→4

部 は器厚 を減 じ 「く」 の字状 を皇 し， 口縁
部 は器厚 を増 し， 口唇部 で最 も厚手 とな
る。

内面一 ナデ 軟弱　 ス コ　い橙
リア　褐灰

15

I

土　 師　 器 A （12。2）
底部 の内面は平坦で あるが， 外面は轡 曲 し ＝　－構ナ デ やや ・砂粒 ・灰 黄

60％て器厚 は厚 手で ある。胴部　 位 は薄手で，
やや横 に張 り出 して から垂　 に立 ち上がる

内面一摩滅気味 軟弱 砂礫 裾
（／j、 灰壷 B　 8．9 阻　し1　　　　　　　 0

頸部 か ら目線 部の器厚 は一定 で，目線 は外 外面 …ナ デ プ） 火裾
にぶ

P L 50－ 5
反 して，口唇部 で さらに外反 して丸味を帯びる。

題

摩滅気味 い橙

16
土　 師　 器 A （7．7）

目線部 はやや内攣 す る形で立 ち上 り， 口唇
部 は丸味 を帯 びてい る。休部 は最大径 を中
こし一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口

内面 －ヘ ラナデ
普通 ・砂粒 ・にぷ

い赤
40％柑 B lO．1 位 にもち，球形状 を草 して いる。底部 は平

坦で， やや器厚 を有 している。

褐
褐灰

17
土　 師　 器

A （14。8）

口縁部下位で 外反 し，中位で垂直 をみせ ， ロ　ー械 ナデ 普通 ・砂粒 ・にぶ

口縁部45％

整

上位 から口唇部 にかけて さらに外反 を見せ
口

（ヘ ラオサエ） い赤

鉢

l

器厚 を増 して いる。
ロ縁 部以外 は欠損。

内面－ヘ ラナデ
裾
褐灰

18
土　 師　 器

A 17．1
裾 部約30度 の傾 斜 をもちなが ら脚部へ と移
行 し，脚部 はやや器厚 を有 し，円柱状 を皇 ロ　ーパケ状工具によ

るナデ
良好 ・砂 粒 ・橙

褐 灰
80％

P L 50－ 6

B （12．9）

C 13．2

している。頚部は「く」の字状で休 部との間に鮮
血

内面…ノ．、ケ目調整

高　　　　 士不 日　叡稜 をも受㍉　庵離酌 、′星で＼ 1年剖最H ーナデの器厚で広 く立 ち上 が り，口唇部は丸味 を パケ状工具によ
帯 びてい るU るナデ

19

20

2 1

2 2

土　 師　 器 A 15．3
球底部 は平坦 で器厚は厚手で，土不部はやや やや ・砂粒 ・明赤

杯部　 60％

土不部　 50％

目線部70 ％

P L 5 1－ 1

土不部　 60％

直線的 な開 きをもって いる。 口唇部 で少 々 内面 一摩 滅気味

外面 －ヘ ラケズ リ

軟弱　　　 褐

晶　　　　 土不

土　 師　 器

B （6．0）

A 18．2

A 18．8

せてい る。　 普 ・　 書 は　　 。 にぶ

底 部は平坦で＼厚 手の器厚 を有 して いる。稀

い黄
橙

やや・砂粒 ・橙
日　一横 ナデ

部は大 きくせ り上 が りを見せて いるが，薄
山

内面－へ 烹ナデ

高　　　　 士不

土　 師　 器

の　 早で　 り，　 立　近　 で屋　 で　 る。 、気口 軟弱　　　 褐灰

良好 ・砂 粒 ・にぶ

口唇 部はやや丸味 を帯 びてい る。 外面一 ナデ
脚部 ・裾 部欠損。 ヘ ラケズ リ

底部 は平底 で， ゆるやかに内轡 しなが ら土不
部 が立 ち上が って いる。 器厚 は薄手で休部

両　立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 止　　　　　　　　　 せ
内面一ヘ ラナデ

外面－ナ デ晶　　　　 球

土　 師　 器

B （4．6）

A （17．4 ）

ロ　の 目に　　　　 つ。　　　 ロ　　　 ロ　　 ′滞 い′、びて いる。 褐

軟 弱 ・砂粒 ・にぶ

脚部 ・裾部 欠損。

裾 部 ・脚部 欠損。底 部は平坦 でやや器厚 を
有 し，朝顔状 に大 きく開 く球部 をもち，器

高　　　 士不 厚 は幸　手 である。口唇 部は丸味　 帯 びやや 摩、 気味 い橙
外反 して いる。

－

灰褐
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番号 器　　 種 法量（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎土 ・色 調 備　　 考

23
ま　 師　 器

高　　　 ま不 A （18．9）

底部 はやや平 坦で，坪 部 の 器厚 は総 じ て
薄 く，外反 す る形で大 きく広 が りを見せ て
立 ち上 が り， 口唇 部で さらに外反す る。
脚 部 ・裾部欠 損。

ロ　ー横 ナデ

普 通 ・砂粒 ・橙
にぷ
い裾
灰褐

球部 50％

P L 5 1－ 2

2 4
＿土　 師　 器 A 18．5

底部 はやや平坦で， 坪部は内轡 して立 ち上
が りを見せ， 口唇部 は丸味 を帯 びている。
総 じて杯部 の器厚は薄手で ある。
脚部 ・裾部欠 損。

ロ　 ー横 ナデ 良好 ・砂粒 ・明赤 口緑部80％

P L 51－ 3

高　　　　 塚 B （6．4 ） 安富 ＞ナデ 褐

25
土　 師　 器

高　　　 塀
A （16．6）

塚部 の器厚は薄 く大 きく開いてい る。口唇
部 でやや丸味 をもち器厚 を増 している。
他 は欠損。

日　一様ナ デ
内面－ナ デ
外面－ヘ ラケズ リ

普通 ・砂粒 ・にぷ

い橙 土不部 15％

26
土　 師　 器

日　　　　 揮
C （10．6）

裾 部 は勾配37度 を保 ち，肉厚の感 じを持 ち
脚部 に移行 してい る。脚部はやや垂直で円
柱状 で立 ち上 がってい る。 外面－へ ラケズ リ 普通 ・砂 粒 ・にぶ

脚 部 65 ％r司　　　　　　　　　ヽ ま不部 欠損。

25と同一個 体 か。
い裾

27
土　 師　 器

C （14。9）

裾 部 は広 く，15度の傾斜で脚部 に移行 し，
脚部 は円柱状 であ る。
稀 部欠損。

外面－ヘ ラナデ

横 ナデ

やや ・砂粒 ・橙
軟弱 （少）

小礫
（少）

脚 部 60 ％高　　　 塚

28
土　 師　 器

装 飾 器 台
A 19．3

底部 は平坦 で稜 を鮮 明にもち，複 合口縁 で
器厚 は総 じて薄手で ある。 口緑 の立 ち上 が
りは大 きく外反 し， 口唇部で さらに外反 す
る形 を示 してい る。
脚部 ・裾部欠損 。

ロ　ー横 ナデ
内面 －ヘ ラナデ
外面一横 ナデ

普通 ・砂粒 ・明赤
（少）褐

黒裾

受 部 80 ％

P L 51－仙4

第別号健腰跡（第65図）

本住居跡はF4aoeF5al調査区を中心に確認されたもので9第30号住居跡の南側に位置し，最

車踊向はN～55とEを指す。規模は長軸8・36me短軸7・28me面積65e37扇を測り，平面形はや

や方形を呈している。壁高は50～54cmを測り9壁の遺存状態は良好で固く締まり，垂直に立ち上

がっている。壁溝は9北東壁の一部を除き，本跡の壁より25～30cm内側をまわっている。北西及

び南西側は9さらにその内側に壁溝が回り二重になっている。壁溝はU字形を呈して掘られ，幅

15～20cme深さ13～15cmを測る。内側の壁溝はやや浅くなっている○柱穴は4か所検出され，主

柱穴と考えられる。いずれも平面形は楕円形で，深さは53－79cmを測り，円筒形に揺られている。

底面の一部に凹凸が見られるが，概して平坦で，比較的軟らかい状態である。

炉跡はFleF2㊧F3と3か所検出され9FはF2はやや円形で類似している地床炉である。F3

は規模が大きく楕円形を皇し9焼土粒子◎ローム粒子¢焼土ブロックが多量に混入し，長径160

cmを測る。炉床がブロック状で凹凸している地床炉である。

貯蔵穴は9東コーナーe西コーナーe南コーナーにそれぞれ1基ずっ検出されている。東コー

ナー部のそれは，深さ28・5cm・径70cmの円形で，その覆土は暗褐色土◎褐色までローム粒子eソ

フトロームが混入している。壁は鍋状に立ち上がっている。西コーナー部の貯蔵穴は深さ12cme

径55cmの円形で9その覆土は上層から黒褐色土湖普褐色土。褐色土と三層に分かれ，ローム粒子

eソフトロームが混入し，貯蔵穴の断面がⅤ字型を呈している。南コーナー部の貯蔵穴は，深さ

55cme径65cmで細長い楕円形を皇し，その覆土は主に黒褐色まで，ロームブロック。ローム粒子

－　83　－
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第66図　第31号住居跡出土遺物実測図（1）



L一一」聖塑一一一二∃

第67図　第31号住居跡出土遣物実測図（2）

が混入し，断面形は逆円錐形を呈している。

本跡覆土の上層部は，灰褐色土に黒褐色土が混入して軟らかく，中層部に黒褐色土を堆積し，

下層部で暗褐色土・褐色土を帯び，焼土・ローム及びロームブロックが混入した自然堆積土であ

る。遺物は主に土師式土器片で，完形品の出土も見られた。

出土遺物解説表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sト31

番号 器　　 種 法皇 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎土 ・色 調 備　　 考

1
土　 師　 器

壌

A 14．8

B （19．4）

頸部 からロ緑部 にかけてやや太めの感 じを
もち，直線的 であるがやや外反 して立 ち上 ロ　ー横 ナデ

普通 ・砂粒 ・にぶ
ス つ　い赤
リア　禍

にぷ
い貴
橙

60 ％

P L 51－ 5
がる。 口唇部 は丸味 を帯び尖 ってい る。
胴部の器厚 は一定 で，中位で最大径 を測 り
内轡 している。底部 欠損。

嬬 ＞ヘ ラナデ

2
土　 師　 器

聾

A 15．8

器厚 は一定で頸部 は 「く」 の字状 を呈 し，
口緑部 は外反 して立 ち上が り，口唇部 は丸 口　一様 ナデ 良好 ・砂粒 ・灰 褐

口緑 部 30％廿　 す　い 嬬 ＞ヘ ラナ デ tl　や
B （11．0） ’司デ

胴部 ・底部 は欠損 してい る。
して橙

3
土　 師　 器

頚

A 12 ．8

B （7 ．8）

胴部の肩部 はやや直 立状 であ る。頸部 から ロ　ー構ナデ

普通 ・砂粒 ・にぷ

い橙
50 ％

す るどく外反 したロ縁 を もち．口唇部で さ 内面一輪積 こんあ り
らにそれが加 わ り， 器厚 は一定であ る。 外面－ナ デ

へ ラナデ

4
土　 師　 器

壷
A 1 5．3

頭部 から口緑 下位 にかけては垂直 な立 ち上
がりを見せ ，それか ら大 きく外反 し，折 り
返 しロ緑で ．口唇部 で丸味 を帯びてい る。

ロ　ー横ナ デ

外面 －ヘ ラオサエ

軟弱 ・砂粒 ・にぷ
い橙
愕

仁1線部 9 0％

▼186　－



番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎土 ・色 調 備　　 考

5
土　 師　 器 A 16．0

頸部 か ら直線的 に外反 し，口唇 部で折 り返
し臼縁 と在る。

1ぐ
口 ・…横ナ デ 良好 ・砂粒 ・明赤

口縁部100

％
壷 B （6．0） 口唇部 は丸味 を帯 びている。 内面－ヘ ラナ デ

外面－ヘ ラナデ

褐
赤黒

6
土　 師　 器 A 18．7

ロ緑部 は折 り返 し口緑で，器厚 は一定で 直
線的で ある。
口唇部 はやや丸味 をもって尖 る。

品 ＞横 ナデ
良好 ・砂粒 ・にぶ

汲 口縁部40％づヒ B　 5．4 外面一様 ナデ
ハ ケ目

ス コ　い 鼠宣E 脚部 ・底部 欠損。 リア

7
土　 師　 器

壷
B　21 ．6

胴部のみで半 円形状 を描 き，全体的 に器厚
が薄 く， 中位部 で最大径 を測 る。上位部内
面 に輪積痕 を有 してい る。

内面－ヘ ラナデ

へ ラケ ズ リ
外面－ヘ ラナ デ

普通 ・砂 粒 ・明褐
黒裾
にぷ
い黄
褐

30％

8
土　 師　 器 A　 9．0

口縁 部は直線的 で器厚 を一定 に保 ち，大 き
く外反 して立 ち上 が り，口唇部 でやや内轡
してい る

ロ　ーへ ラナ デ
‾や

良好 ・砂粒 ・橙 60％

柑 B （9．9） ○頸部 は「く」の字状で，胴部 はやや厚 めの器
厚で弧 を描 く状態で張 り出 し，平底 に至 る。

内面－ ナァ
外面一摩滅

スコ
リア P L 52－ 1

9
土　 師　 器

A　 7．1

B　 8．5

口緑部 は直線 的 に広 が り， 口唇部 でやや内
轡 し丸味 を帯 び，頸部 は 「く」の字状 に く
びれ　 胴部 は強 く張 り出 し弧 を描 き　 底部

ロ　ー横 ナデ
外　　　　 ‾　一　寸

良好 ・砂 粒 ・にぷ

い、黄
砂礫　 にぶ

100％

柑 C　 3．0 I　　　Iコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　＿　ロ
に至 る。
底 部 は平底 で あ る。

面…ヘ フ ミカキ
ナデ

げL木　に
い橙

P L 5 2… 2

10
土　 師　 器 B （6．4）

底 部 ・胴部 のみで，底 部は平坦で ，器厚は
厚 手で胴部へ移行 。胴 部下位はやや薄手で
中位 で最大径 を測 り　 頸部へ と内轡す る

内面一摩 滅気味
外面　 へ ‾、 や

良好 ・砂 粒 ・赤褐
ス コ

70％

柑 C　 3．6 サ　　　　ヽロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○口緑 部欠損。 ー　 フ ミカキ
（摩 滅気味 ）

リア P L 5 1－ 6

1 1
土　 師　 器 A lO．0 底部 は平 坦。体部 は深 みをもち弧状 を呈 し，

口緑部 で直立す る

ロ　 ー横 ナデ
内面 －へ そナ デ 良好 ・砂粒 ・明赤 100％

域 B （5．2） ／、ロ　　　L邑＼　　　　 〇
日昏部 でやや外反 し，丸味 を帯 びている。

外面 －ケス リのあ と

へ ラミガキ

スコ　褐
リア P L 53－ 1

12
土　 師　 器

A　 7．7

B　 5．9
底 部 は上 げ底 で，休部中位 から垂直 に立 ち
上 がる

ロ　ー横 ナデ
内面　　 一十

着通 ・砂 粒 ・橙

ス コ
98％

椀
C　 2．8 ○口唇部で 内轡 し丸味 を帯びて いる。 － ナア

外面－ヘ ラナデ リア P L 53… 2

13
土　 師　 器 A 12．0

底部 は平 坦で，体部 はなめ らかに内轡 して
立 ち上が り，器厚 は薄 手である。
口唇部 は直立す る様相 で，端 は丸味 を帯 び

ロ　 ー横 ナデ
外面　 へ ラケズリの
底 部　 あ

良好 ・砂粒 ・黄橙
スコ

100 ％

土宛 B （5．8） ている。 l氏ロ　　　 と
へ ラ ミガキ

リア P L 52－ 3

1 4
土　 師　 器

高　　　 士不

A （18．4）

B 15．6

C 14 ．2

裾部 は21度の勾配で脚部 に至 り，脚部 は円
柱状 を呈 してい る。
底部 は平坦 であ るがやや傾斜 をもっている、
聖念腎鷲 笠 島き き，ら誓娠 哲学 霊 き ち、‘i

ロー横ナデ
内面一摩滅気味
外面一摩滅気味 （ナデ）

ミガキ
ヘラケズリ
ナデ，横ナデ

普通 ・砂 粒 ・にぷ
い赤

ス コ　褐
リア　淡橙

60 ％

P L 5 2－ 3

15
土　 師　 器

高　　　　 士不

A 18．4
裾部 か ら脚 部首 〒了ま面 度の勾配 で，器厚 を

、VA一定 に保 ち なが ら立 ち土壁 り，脚部 は円柱
土不　　 ロー横ナデ
坪 内 画一ミガキが摩滅 普通 ・砂粒 ・明赤 85％B （17．1） 状で頚部 に至って いる。頸部 は「く」の字状

にコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j乏　　　　′
杯 外 面－ナデ，ヘラケズリ 砂礫 褐

C 14．0 二三し、魚明な稜　 もっている。底 部は、坦で 脚一　　部－ナデ にぶ P L 53… 4糊 増 禦 需 品 野 点 碧 聖 ‾ 裾　 一横ナデ い褐

16
土　 師　 器 A 18．1

脚部一 部 ・裾部欠損 。 杯　 ロ　　 ー横ナデ
良好 ・砂粒 ・明赤

一J、
60％脚部 は円柱状で，底部 は平坦 で頚部は「く」

の一1状 であ る　 土不部　 稜 をも ち外反 しカが

土不部の内側一一ナデ
外側一横ナデ

高　　　　 土不 B （12．4） 子　　　　　 。 、ロ　は 更　　　　　　　　 謀
ら立 ち上が りを見せ 口唇部近 くで器厚 を減
じて さらに外反 して丸味 を帯 びている。

‘ミガキソポイナデ
脚部外側－ヘラミガキ

砂礫 褐
灰褐 P L 53… 5

1 7

18

19

土　 師　 器

高　　　 士不

土　 師　 器

晶　　　 土不

士　 帥　 器

A 19．0

B （5．2）

A 16．7

B （7．0）

A （20．2）

胴部 ・裾部 欠損。
底部 は平坦 であ るが， やや傾斜 を持 ってい ロ　ー横 ナデ

良好 ・砂粒 ・橙
球 部 80 ％

る。器厚 は一 定で，外反 して立 ち上 が り， 内面－ ナデ

口唇部で さ らに外 反 を見 るb

器厚は厚 く保 ち，底 部は平坦で，稀部は直
線 的 な立 ち上 が りを見せてい る。口唇付近

外面－ヘ ラナデ

内面－ヘ ラナデ 良好 ・砂 粒 ・橙
スコ　明赤

P L 52－ 4

土不部 90 ％
で外反 し丸味 を帯 びてい る。 外面一　 部下半
脚 部 ・裾 部欠損。

器厚 は薄 く，底部 は平坦 で，休部 に稜 を も
ち， やや直線的 に広 く立 ち上 が りを見せて

ヘ ラ押 え

＝　一様 ナ デ

リア　褐 P L 53－ 6

ボブ　　　　 土不 B （7．5） いる。
口唇部 は丸味 を帯 びて いる。

内面－ヘ ラナデ
外 面1 摩滅

スコ　い赤
リア 褐 i

杯部 50 ％

ー　87　－



番号 器　　 種 法 量（cIn） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎土 ・色 調 備　　 考

20
土　 師　 器 A （20．8）

脚部 ・裾部 欠損。
器厚一定で体部 に鮮 明 な稜 をもち，外反 し

て立 ち上 が り　 口唇 部で さらに外反 し　 丸

ロ　ー横 ナデ
良好 ・砂粒 ・にぷ

い黄
橙 目線 部20％

「誓j　　　　 土不 B （5．3 ） I　　　　　　lコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†味 を帯 びている。 外面一摩滅 j芝
明赤
禍

21
土　 師　 器

土　　　　 玉

3 ．1×3 ．0

孔径　0．7

2 1．5g

不整球形 で， 孔が中心線 よりず れている。

ナデ
普通 ・砂粒 ・にぶ

（少 ）い橙
100％

P L 75－ 7

22
土　 師　 器

大土　　 玉

2 ．6 ×3 ．3

孔径　 0．4

2 2g

扁平 な球形 を呈 している。

ナデ
普通 ・砂 粒 ・褐灰

ス コ
リア

100％

P L 7 5－ 8

23
土　 師　 器

土　　　 玉

3．1×2 ．8

孔径　 0．7

20 g

不整球形 を呈 して いる。

造 りが経で ある。
ナデ

普通 ・砂 粒 ・黒褐
（少 ）

95％

P L 7 5－ 6

24
土　 師　 器

土　　　 玉

3 ．3×3 ．2）

孔径（0．8）

8 g

表面は滑 らかであ るが，不整球形 を呈 して

い る。
ナ テざ

普通 ・砂 粒 ・にぶ
（少 ）い橙 25％

第32号住居跡（第68図）

本住居跡はF封2・g2調査区を中心に確認されたもので，本遺跡南東部に位置し，長軸方向はN

－39LWを指す。規模は長軸7。78m e短軸7．46m e面積58。03汀fを測り，平面形は隅丸方形を呈し

ている。壁高は40～58cmで，垂直に立ち上がり，固く締まりを帯びている。壁下に，壁溝が幅15

cm・深さ10cmのU字型を保ちながら本跡をめぐっている。床面はほぼ平坦で，固くしまっている。

柱穴は4か所検出され，Pl～P4は深さ51．5～68cm・径17～25cmを測る。それぞれ円筒形に掘り込

まれており，主柱穴と考えられる。

炉跡は本跡北西部に検出され，長径170cnl・短径68cmの楕円形を呈し，床面を15cm程掘り窪め

た地床炉で，焼土粒子・焼土ブロックを混入している。炉床は硬いブロック状である。

貯蔵穴は，南コーナー部に円形を皇し径120cme深さは37cmを測っている。その覆土は自然堆

積で，上層部は暗褐色土・極暗褐色土でローム粒子を少量混入し，中層部は褐色土でロームブロ

ックを混入している。また床面は暗褐色土で，ロームブロックeローム粒子が多量に混入してい

る。北壁はほぼ垂直な立ち上がりを見せているが，南側の壁は大きく外に傾斜をもちながら立ち

上がりを示している。

本跡覆土は，三層からなる自然堆積土である。上層部は黒褐色土で，耕作により撹乱されてい

る。中層部も黒褐色土であるが，軟らかいロームを混入している。下層部は極暗褐色までロームe

炭化物が少量混入している。遺物は土師式土器片及び完形品の出土を見た。

－　88　－



第68図　第32号住居跡実測図

ー　89　－

1N

－篭こ≡覇砺

こ＿＿　＿2：＿　」



第69図　第32号住居跡出土遣物実測図（1）
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第70図　第32号住居跡出土遺物実測図（2）
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第71図　第32号住居跡出土遺物実測図（3）
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出土遺物解説表
SI－32

番号 器　　 種
i法凱 m）i　 器 形 の 特 徴

整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器

婆

A 16．8

B （29．5）

底部欠損。胴部は器厚を一定にし，やや直
線的な膨みで立ち上がり，中位で最大径を
測り，内轡しながら頚部に至っている。
頚部は「く」の字状で，口緑部は器厚を厚く
外反して立ち上がる。口唇部は丸味を帯びている。

ロ　ー横ナデ
安富＞ヘラナデ

普通・砂粒・灰赤 60％

P L 52－5
褐灰

2
土　 師　 器 A 14．9

底部は上げ底で，胴部はやや直立に立ち上
がり，器厚は一定である。中位から内轡し
口縁部に移行している　 口縁は直線的に外†

内面－ヘラナデ
外面　 へ一　 一や

良好・砂粒・にぷ

い赤
60％

婆 B （14．6） ロ　し　　　　　　　　　　　 0　　　′、　　睦も′
反して立ち上がり，口唇部はやや尖がりを
帯びている。

－　 フナァ
ヘラケズ′リ

裾
橙 P L 54－1

3
土　 師　 器

聾 。r　壷

B （14．1）

C　 7．0

底部器厚を有し若干上げ底で，胴部は大き
く内轡しながら膨らみをもつ。
中位部に移行するにしたがって器厚を減じ
ている。

内面－ヘラナデ
摩滅気味

外面…ミガキが摩滅

普通・砂粒・にぶ

スコ　い橙
リア　橙

！

20％

4
土　 師　 器

小　 型　 壷

B　 8．7

C （3．5）

底部の器厚は薄手で上げ底を皇し，胴部は
大きく張り出し，弧を描いて目線部へと移
行する。中位で最大径を測る。器厚は一定
でない。
口縁部欠損。

究霊＞ヘラナデ 普通・砂粒・灰褐
（少）にぷ

い赤
禍

40％

P L 54－2

5
土　 師　 器

A （20．3）

B 14．8

底部中央に孔を有し，器厚はやや厚手で，
やや直線的に立ち上がりを見せ，口唇部に
　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刊卜1rド

内面－へラナデ 普通・砂粒・黒褐 30％

甑 近　 な　 につ ，　 粗　 野　 てい 。 ．－‾、’、P－　　フ嶋 灰褐
C （7．1）口唇部はやや内轡をする形をもち，丸味を

もっている。
ヘラナデ P L 54－3

6
土　 師　 器

A ll．3 底部上げ底で，休部は器厚を薄く垂直に立
ち上がる。頸部で外反した目線へと移行し
口唇部でやや内轡する形をとる。

＝　－横ナデ
内面－ヘラナデ 普通・砂粒・にぶ

90％

P L54…叫4
碗

B　 6．8

C　 3．3
，　　　　 ナデ
外面－ナデ

い黄
橙
橙

7
土　 師　 器

A 18．5
日　　　 子　 γ　　 、雛23又の唄示、　　 ，

貫通孔を有し脚部に至り，器厚をやや増し
カ　 二ヾ頑盲立花い1睦リ一　　　　　　　　 雨首立　　「　　　′一－

士不部内面…摩滅気
味

良好・砂粒・橙
80％

P L 54－5
高　　　 士不 B （13．8）

C （14．2）

謀がら頸。射し移灯している。頸部は　く」の子
状を呈している。底部扁平で体部の間に稜
をもち，土不部は朝顔状である。
旦唇部は直線的で丸味を帯びていL

ヘラナ
デ

8
土　 師　 器

高　　　　 士不

A 19．0

B 17。4

C 14．0

口ヽ　　　　　　　　 よ　、b l　　　　 、
唇部付近でやや外反し，丸味を帯びてらる。
底部は平坦で、頚部は「く」の字状である。
脚部は円柱状で垂直ぎみである。裾部は大き
璃 悪 をもっている。裾部瀾培βの器厚は一定

＝・裾一構ナデ
球部外面－へラナデ
脚部外面～ヘラナデ

（ミガキっ

ほい）

良好・砂粒・橙
（少）
スコ
リア

（大粒）

55％

P L 5隻…6

9
土　 師　 器

A 18．5

B （14．5）

C 14．0

裾部の先端をせり上げ，25度の傾斜で脚部 ロ　ーイ横ナデ
良好・砂粒・浅黄 95％

P L 55－1

に至る。脚部は器厚をやや薄く円柱状を墨
口

内面一摩滅気味

高　　　　 士不 している。土不の底部は器厚は厚く平坦で鮮明な
稜をもち，朝顔状に開く。口縁中位は薄手であ
り，口唇普附近で外反して丸味を帯びている。

外面…パケ目，ナデ，
横ナデ

橙
橙

10
土　 師　 器

高　　　　 士不

A 18．0

B 15．5

C 13．9

l

称体部は弧状を皇し，口唇部付近でやや外
反し丸味を帯びている。脚柱部は歪みのあ
る円柱状で，裾部は緩やかに開いている。底部
は扁平で厚い器厚を有し，頚部は「く」の字状
を呈している。休部との間に鮮明な稜をもつ。

並　　　　　　　　　　　　　　　　立

ロ　ー横ナデ

ーミガキ外面一全体的に摩滅，

ミガキ，ヘラナデ
裾　 －パケナデ

良好・砂粒・淡黄 l

十十

90％

P L 55－2

11
土　 師　 器

高　　　　 士不

A 18．5

B 15．4

C 13。8

ま不休部は内轡し，口唇部でやや直線的と在
り，端は丸味を帯びている。底部は扁平を皇
し，頚部は「く」の字状で休部との間に稜を
をもつ。脚柱部は円柱状で器厚を有してい
る。裾部は器厚を減じながら広がりを見せ
ている。全般に粗悪である。

口・裾一様ナデ
球部内面一摩滅気味
外面－ミガキが摩滅

へラオサエ

普通・砂粒・赤
スコ
リア

10　％

P L 55－3

12

13

14

15

土　 師　 器

晶　　　　 土不

土　 師　 器

高　　　 士不

土　 師　 器

晶　　　 土不

土　 師　 器

高　　　　 士不

A 19．5

B 15．6＋＝

C 14．0

裾部は約25度の勾配で脚部に至り，脚部は器厚
を一定に保ち，頚部に移行している。杯体部は
まぼ扁平で休部との間に稜をもつ。塚口縁部は
大きく外反しをがら立ち上がり，口唇部でさら
に外反している。

＝・裾一構ナデ

外面…ナデ，ヘラオサ

エ
ヘラナデ

良好働粒・憲赤

にぷ
い赤
禍
黒裾

100％

P L 55－4

A 18．9

B 13．7

C 15．9

裾部を広くもち，器厚は薄く，脚部壁も薄

い。球底部の器厚は厚く扁平である。頚部
は「く」の字状で体部との問に鮮明な稜をも

つ。目線部は外反して立ち上がり，口唇部
はさらに外反を見せている　　　　 l

日・裾一横ナデ

坪部安富＞ヘラげ

脚部－ナデ

普通・砂粒・にぷ

い裾
にぷ
い橙

95％

P L 55－5

A 19．1

B （14．7）

C 14．0

裾部は20度の角度をもちながらせり上がる
様相を皇し，脚部に至る。脚部はやや膨ら
みをもち円柱状である。底部平坦で頚部は
「く」の字状を皇し，稀は器厚が薄く一定し

て外反している。目線部も直線的で丸味を
帯びている。

＝　一様ナデ
内面－ヘラナデ
外面－ヘラナデ

ナテざ
横ナデ

良好・砂粒・橙
ス　コ
リア

95％

P L 55－6

A 18．9

B 15．8

C 13．4

1

裾部はやや平坦で，器厚は厚手で脚部へと移行
脚部は曲線を描いて立ち上がり、器厚を有した
底部へと至っている。底部は平坦で，頚部は

土不　 il ～ヘラナデ
土不部内藤一ナデ
球部外而…ヘラナデ
脚部内面－ヘラケズリ
脚部タ七面－ミガキが摩滅

裾　　 一様ナデ

良好・砂粒・明赤

スコ　褐
リア　にぷ

い褐

87％

P L 56～1「く」の字状を皇している。球部は器厚を減じ
ながら大きく開き，口唇吾附近でやや外反を見る。

ー　93　…



番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

16
土　 師　 器 Å　 2 0 ．4

裾 部 か ら脚 部 に か けて せ り上 が りを見 せ ， ＝ ・裾 一様 ナ ナ 良 好 ・砂 粒 0に ぶ

ほ ぼ 完 形 品

P IJ 56 … 2

器 厚 を－…一一定 に して 頚 部 へ と移 行 し， 頚 部 は 外　 面 …　 ナ デ ス コ　 い 橙

「　　 の声す、や、 f三　　　 ′”′、立 I 、′　や口車締 、　　　　　　 デ l ア　 日　ノ‾ミ
r∑′雷J　　　 稀 B （16 ．5 ） 」　　 u子　　　 ∃三　 ，　　 ロ

く， 日縁 ， r二］唇 部 と外 反 して 立 ち上 が り，
丸 味 を滞 び て い る。

脚 部 内面 － ヘ ラナ デ 褐

17
土　 師　 器

A 1 9 ．6
裾 部 ・脚 部 の 器厚 は 薄 手 で ， 脚 部 は ス マ ー ＝ ・裾 一 様 ナ デ

良 好 ・砂 粒 ・に ぶ H ）（％

P L 56 … 3

トに立 ち上 が り璽 部 に 至 って い る。 土不底 部 タ　　　 ー ナ デ

B 1 6 ．9 は 平 土日で や や厚 手 の 器 厚 で 稜 を も ち， L減衰 坪　 内－ ヘ ラナ デ の い 橙

晶　　　　 球 C 1 5 ．7
部 は朝 顔 状 に 開 い て い る。 口唇 部 で や や 外

反 して 丸 味 を帯 び て い る。
あ とナ デ

1 8
土　 師　 器

A 1 9 ．0
球 体 部 は や や 内轡 しな が ら立 ち上 が り， 口
唇 部 で 外 反 し丸味 を 帯 び て い る。 底 部 は平

裾　　 一様 ナ デ
球 部 内 面一摩 滅気味

ム　∠ゝ

良 好 ・砂 粒 ・に ぶ

ス コ　 い橙 98 ％
B 1 7 ．3

C 17 ．0

ロ
坦 で ， 頚 部 は ′「く」 の 字状 を呈 して い る 。 脚 部 内 面一 輪積の あ

とへ ‾ナ

リ ア　 橙

高　　　　 士不 脚 柱 部 は円 柱 状 で ，裾 部 は 大 き く開 いて い フ
デ

灰 白 P L 5 6 … 4
る。 外　　　 面－ ミガキ

19
土　 師　 器

A　 2 0 ．1
裾 部の 器厚 は薄 く，急 勾配 で，脚柱 部 はやや ゆ 仁J　 e　 裾 一横 ナ デ

良 好 ・砂 粒 ・橙 90 ％るやか に器厚 をも ちなが ら頚部へ と至 る。頚 部 内　　　 面－ ヘ ラナ デ

B 16 ．0 は「く」の 字状 を皇 し，底部 は平坦 で，休部 との 球 部 内 面－ヘ ラミガ ー‾こぶ
高　　　　 士不

C 16 ．4
間 に鮮明 な稜 をもつ。土不部 はやや 外反 して立 ち キ い橙 P IJ5 6 …仙5
上 が り， 口唇部 で さらに外反 を見 る。 脚 部 外 面… ナデ

20
土　 師　 器

Å 19 ．8
裾 部 の 先 端 は角 状 で 急 斜面 を皇 し， 脚 部 か

ら頚 部 へ 器 厚 を一 定 に保 ち ， せ り上 が り を

［］ ・　 裾一横ナデ
外　　　 面… ミガキのあ

と摩滅 良 好 ・砂 粒 ・浅 黄 1 00 ％

P L 5 6－ 6

B 17 ．0 見 せ て い る。 稀 底 部 は平 坦 で ，頚 部 は 「く丁 内　面… ミガキの あ 橙

晶　　　 稀
C 17 ．8

の 字 状 を皇 し， 日縁 部 は や や張 り を も ちな

が ら立 ち上 が り， 口唇 付近 で外 反 して いる。

と摩滅
脚 部 内 面⊥㍗釦墳のあと

へラナデ

庚 自

21
土　 師　 器

A 1 9 ．0
裾 部 は反 り返 る様 相 を呈 して脚部 に至 り， 器厚 「」 ・　 裾一櫨 ナ ナ

良 好 ・砂 粒 ・に ぶ 70 ％をや や一定 に保つ 。脚部 形 は二 等辺 三角形 で頸 部内 面…ヘ ラナ デ

B 1 6 ．5 部へ 移行 して いる。頚部 は 「く」 の字状で ，底 部外 面－ヘ ラナ デ い橙
高　　　 士不

C 1 5 ．8
部は 扁平 を皇 し， 体部 の問 に稜 をもち，球 部 は 脚 部 外 面 －ヘ ラミガ P L 57 … 1
朝 顔状 に開 き， 口唇部 は丸味 を帯 びてい る。 キ

22
土　 師　 器

Å 1 9 ．8
裾 部 はそ り返 る様 相で 器厚 が薄 く誹掛部へ 至 る。

御柱部 内側 は歪 み をもち　 頚 部 は「く」の字状 を呈

［］＋　 ′…横 ナデ
球部 内痴－ ナ デ 良 好 撼坪 か にぶ ほ ぼ 完 形 品

B （16 ．5 ） ，
し，休 部 との問 に稜 をもつ。底 部 は扁平 を皇 し，

塚部 外面－ ヘ ラナデ
脚立 内面　 へ 一　 一や

い 褐
高　　　　 塀

C 1 6 ．5
球 体部 は薄 手で大 きな開 きをも ち立 ち上 がる。

口唇部 は丸味 を帯 びて い る。
部内面∴　 フナァ

脚部 外面 －へ ラナデ
（ヘ ラミガキ）

P L 57 －－2

2 3
土　 師　 器

A 1 8 ．8
裾 部 か ら25 度 の 勾 配 で 器 厚 を増 しな が ら脚

柱 部 に 至 り　 や や なだ ら か な円 柱 状 を皇 す 「」・裾 … 櫨 ナ デ 良 好 ・砂 粒 ・橙 9 0 ％

P L 5′7 … 3

B 1 5 ．1 I
る。 底 部 止 器厚 が 厚 く平 坦 で ， 球 体 部 は や

内　 面 ～ ヘ ラ ナ デ にぶ
r誓J　　　 球

C 1 3 ．7
や 外 反 して 立 ち上 が り を見 せ ， 口唇 部 で さ

ら に 外反 して い る。

外　 面 一 ナ デ い 橙

2 4
土　 師　 器

A 1 7 ．8
裾 部 先 端 は細 く， 脚 部 の 器 厚 は下 か ら頚 部

に か け て徐 々 に 厚 み を も って 行 く。 頸 部 は

：球　　　 ［：：］…横ナデ
稀 部 内 面一摩滅気味
球 部 外 面㌣ナデ　 へラ 普通 ・砂 粒 ・樽 9 0 ％

B 14 ．1 「く」の 字 状 で 土不体 部 の 間 に稜 を もつ 。 Ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ナデ に ぶ

高　　　 上不 C 13 ．7
肇 底 部 は平 坦 で ， 球 の 開 き は朝 顔 状 であ る。

；口唇 部 で や や 外 反 して い る。

脚部内側…輪積こん
脚 部 内 面…ナデ

裾　　 …横ナデ

い 橙 P L 57 … 4

2 5

2 6

2 7

28

29

土　 師　 器
A 16 ．3

ニ球 体 部 は 直線 的 な 開 き を有 し， 口唇 部 で や

や 外 反 して い る 。 脚柱 部 は 器 厚 を薄 く流 れ

ロ　　 ー横ナデ
球 部 内 側－ヘラナデ
土不部 外 側一一へラナデ

良 好 ・砂 粒 ・明 赤 80 ％

P L 57 － 5

97 ％

P L 5 7 … 6

1 00 ％

P L 5 8 … 2

70 ％

P L 5 8… 1

40 ％

B 19 ．0 る よ う に裾 部 に 至 っ て い る。 底 部 は平 坦 で H （ヘラケズリ） 裾

良 好 ・砂 粒 ・に ぶ

晶　　　　 球

土　 師　 器

C 14 ．3
；頚 部 は 「く」 の 字状 を呈 し， 体 部 との 間 に

l稜 を もつ 。

脚 部 内 側－ナデ
へラナデ

A　 20 ．2
；裾部 は器厚 を薄 く脚柱 部 に移 し， 御柱部 は直 線

；的 であ る。頚部 は「く」の字状 を皇 し，土不休部 と

［コ　 ・　 裾 一棟 ナ デ
球 部 内 面 －ナ デ

B 16 。5 ：の 間 に稜 をもち，底 部は平坦 で あ る。球 部はや ヘ フナ ァ
立　　　　　　　　　　　　 小や

い橙

良 好 ・砂 粒 ・に ぶ

高　　　　 士不

土　 師　 器

C 16 ．2
；や直 線的 な朝顔状 に開 き， 口唇部 は丸味 を帯 び 球 部 外 面… ナ ァ

ヘ ラナ デ；て い る。 脚 部 外 面 … ナデ

A 19 ．4
；裾 部 は そ り返 る様 相 を 呈 して 脚 部 に至 り，

！器厚 は 薄 く頚 部 に移 行 して い る。

杯 部 内 面＝撃 享 デ

B 16 ．9 腐 部 は「く」の 字 状 で 体 部 との 間 に稜 を も ち，脚 部 内 面－ヘ ラナ デ
立

砂 礫 い橙 i

良 好 ・砂 粒 e橙

良 好 ・砂 粒 ・橙

ス コ　 に ぶ

高　　　 士不

土　 師　 器

C 15 。7 ，
；球 底 部 は や や 平 坦 で あ る。 目線 部 は や や 外

反 して 開 き， 口唇 部 で さらに外 反 を見て い る
脚 部 外 面一 ナァ

ヘ ラナ テざ

Å 19 ．4
土不体 部 は 直 線 的 な開 きを も ち， 口 唇 部 で 外 口　 ・　 裾 一様 ナ デ

味 を帯 び て い　 。 器柄行自 、　　　 立－ヘ ラナ デ1
B （15 7 ） 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9底 部 は 平 土日で 頚 部 は 「く」の字 状 を呈 して い ロ

脚 部 外 面－ ナデ

ロ　 ー－横 ナ デ

高　　　 塀

土　 師　 器

C （14 ．8 ）

A 1 8 ．8

る。 御 柱 部 は円 柱 状 で 器厚 の薄 い裾 部 へ と

至 っ て い る。

裾 部 ・脚 部 一 部 欠 損 。 球 体 部 は 大 き く朝 顔
状 に 開 き　 口唇 部 で 外 反 を 見 る　 底 部 は や

一升　 ，　　　　 ロ　　　　　　　　　　　　 ○　 ＿　ロ
や平 土日で 頚 部 は 「く　 の′ち状 を 皇 して い る

究票 ＞ ミガキ が摩滅 リア　 い橙
高　　　 土不 B （12．0 ） ロ　　　　　 」　　 子

体 部 の 間 に稜 を有 し て い る。 脚 部 は 器厚 を
有 して い る。

P L 58 － 3

ー　94　－
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第73図　第33号住居跡出土遺物実測図（1）
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第74図　第33号住居跡出土遺物実測図（2）
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本住居跡はF4i5調査区を中心に確認されたもので，本遺跡南部で第45号住居跡の南側に位置し，

長軸方向はN－47LEを指す。規模は長軸7。52m e短軸5．8mで，隅丸方形を呈してはいるが，南

西部は壁をはじめ住居跡の一部がェリア外となるため未調査である。壁高は15－35。mで，北東壁

がやや高く，垂直に立ち上がってはいるが，保存状態は良好とはいえない。壁下にはU字形の壁

溝がみられ，エリア外を除いて巡っている。床面は平坦で硬く踏み固められており，住居跡中央

は特に硬さを増している。柱穴は3か所検出され，主柱穴と考えられる。径10。m内外で深さ38～

43cmを測り，円筒形に掘り込まれている。なお，lか所の柱穴はエリア外に存在するものと思わ

れる。

炉跡は3基確認され，FlはP2の西60cmの所に検出された。径42cmで，床面を12。5。mほど掘り

窪めた地床炉で円形を皇す。炉床は暗褐色土で，ロ・－ム及びロームブロックが混入している。F2

は規模が大きく，径80cmの円形で，床面を13。5cmほど掘り窪めた地床炉である。炉床は暗褐色土

で，焼土ブロック。ロームブロックが混入し，固くしまりを帯びている。F3はP3に近く，径52

cmの円形で，床面を12cmほど掘り窪めた地床炉である。炉床はF2と同様噌赤褐色まで，焼土ブロ

ックもロームブロックが混入し，固くしまりを帯びている。

貯蔵穴は，本跡北コーナーe南コーナーに2基確認された。北コーナーの貯蔵穴は，径65。me

深さ17cmを測る円形を呈している。底面は平坦で，南壁はやや急傾斜をもち，北壁はなめらかに

立ち上がっている。その覆土は暗褐色土e褐色土で，ロームブロック。ソフトロームが混入し9

ややしまりを帯び，自然堆積している。南コーナーの貯蔵穴は，径85。me最深部23。mを測り円形

を皇し，底面は凹凸である。南壁は二段に立ち上がり，北壁はやや垂直に掘られている。覆土は

暗褐色土・褐色土で，ロームブロックeソフトロームブロックが少量混入し，ややしまりを帯び

て自然堆積している。

本跡の覆土は，撹乱を受けているが大きく二層に分けられ，上層部が暗褐色まで，ローム粒子

。ソフトロームeロームブロックが少量と焼土粒子を少量混入している。下層部では同色調でロ

ーム粒子が多く，またソフトロームブロックeロームブロックが極少量混入し，しまりを帯びて

いる。遺物は，土師式土器片が多量に出土している。

出土遺物解説表

番号 器　　 種 法量（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器

聾
Å（18．0）

口緑部は器厚を一定にし外反しながら立ち
上がり，口唇部では丸味をもちさらに外反
を見る。胴部は弧を描くように中位へと移
行しており，中位で最大径を測る。
底部欠損。

＝　一様ナデ
究霊＞ナデ

普通・砂粒・にぷ
い橙
にぷ
い黄
橙

口縁部90％

2
土　 師　 器

日縁部は器厚を厚く保ち，頚部から外反を
立

ロ　ー横ナデ 軟弱・砂粒・にぶ

40％A 16．1 みせ，口唇部でさらに外反し丸味を有して
いる

パケ目調整
内面－へ一　 ‾ヾ

砂礫　い褐

1－　　　、さ壷 B （18．8） ○胴部は薄手の器厚でゆるやかな弧を描いて

いる。中位で最大径を測る。底部欠損。

フナァ
外面－ナデ

にぷ

い橙
P L 58－4

－　99　－



番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎土 ・色 調 備　　 考

3

土　 師　 器 Å（16．8 ）
頸部 はやや 直立 をみて日縁部は大 きく外 反
し　 口唇部 は丸味 を帯びてい る。胴部 は器

ロ　ー横 ナデ
内面…輪積の あとへ 普通 ・砂粒 ・にぶ

40％壌 B （18．2） I厚 を－－定 に保 ち，胴部の肩 から弧 を描 くよ
う最大径 を測る中位 へ と移行 して いる。
底 部 ・胴部 下位 欠損。

フナデ
外面－パ ケ目の あと

ナデ
（摩滅気味 ）

ス コ　い橙
リア

4
土　 師　 器

Å 16．8

頚部 は くびれ，口縁 部は器厚 を厚 くし， 外
反 して 口唇部 に至 ってい る　 口唇部端 はや

ロ　 ー横ナ デ
良好 ・砂粒 ・にぶ ロ縁部

ロト＝い一　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　ロ
や丸味 を廿びてい る 宋慧 ＞ヘ ラナデ スヨ　い橙 100％

聾 ′滞　　　　　　　　 ○
胴部の肩 はなで肩 で中位へ と移行 して いる
器厚 は…一定 。

リア　灰褐

5
土　 師　 器

A 13 ．4

日縁部 は頚部 か ら外反 しながら立 ち上 が り， ＝　－ 櫨ナ デ 普通 ・砂粒 ・にぷ

い橙　 い橙 口縁部口唇部 は丸味 を帯 びてい る。 内面一 輪積痕
肺悟 は なで肩 で 日　 径　　 つ　 立に ロつて － ナデ にぶ 100％

頚 ロ　　　　　　　 日　　耳吏　　三上
お り，器厚 は－定 に保 ってい る。
底 部欠損。

（摩 滅気味） い黄
橙

全　 体40％

6
土　 師　 器 A （17．5）

口縁部 は直線的 に外反 し，口唇部 はさらに
外反 し丸味 を廿 びてい る

口　…横 ナデ 良好 ・砂粒 ・にぶ

スコ　い赤
口縁部18％′滞　　　　　　　　　 ○

頚部は 「く　 の｛状 を呈 してお り　 胴部 は 安富 ＞ヘ ラナデ リア　褐
頚 B （9．0） ロ　　　　　 」　　 子　　　　　　　　　　　　 ，　　 ロ

器厚 を－定 に保 ち，中位へ 移行 してい る。
胴 部中位 か ら底部 にかけて欠損。

灰褐

7
土　 師　 器

聾

A （16．4）

B （8．2）

口縁 部は胴部 よ り器厚 を有 し外反 し， 口唇 ＝　一 横ナヂ 普通 ・砂粒 ・にぶ

30％
部 は丸味 を帯 びている。頚 部は 「く」の字 内面一 輪積 痕 の あ い赤
状 を呈 し，胴部 の器厚 は薄 くなで肩で ある。 とナデ 裾
胴部 中位 から底部 は欠損。 外面… ナデ にぷ

い橙

8
土　 師　 器 B　 7．8

底部 は平底で厚手 の器厚 を もち，休部 は薄

手で半円形状 を室 し，中位 か らはやや垂 直 内面－ ヘ ラナデ
良好 ・砂粒 ・橙

（少）
40 ％小　に　ロ撃を右す る牒棺 に　 ってい 一寸－　　 フ嶋 スコ

小　 型　 壷 C （3．4） ー・　　手　　　　　　　　　　　　口斗Jい一　　　　　　　　　　　　〇
口縁 部， 欠損。 頚部… パケ 目 リア

（少）

9
土　 師　 器

壷

A （17．4）

B （5．7）

［コ縁 部は下位で稜 をもち，中位 か ら大 き く
外反 し， 口唇部で さらに外反を し丸味 を帯
びてい る。折 り返 し目線 を もつ。

品 ＞ 横 ナデ

外面－パ ケ 目調整

良好 ・砂粒 ・にぷ
い橙 目線 部10％

10
土　 師　 器 A 17．0

頚部 に凸部 を有 し 「く」 の字状 を呈す る。

口縁 部は直線的 に外反 している。
ロ　ー横 ナデ

内面－ヘ ラナデ

良好 ・砂粒 ・赤

スコ　明赤 50 ％
口　 立は さらに　　 L　 n　　 帯 びてい る リア　裾 日縁部98％

壷 B 16．0 lコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
胴部 は器厚 を一一定 に し，なだ らか に中位 へ
と移 行 して いる。

外面…パ ケ 目

へ ラナデ
P L 58－ 5

1 1
土　 師　 器 A （18．3）

器厚 を厚 手 にもち「く」の字状 の頸部か ら直
線的 に外反 し， 口唇部 で器厚 を減 じた折返 ロ　ー横 ナデ

内面－ヘ ラナデ
普 通 ・砂粒 ・橙 口縁 部

し口　　 ‾某づ　 っている 火 90％　30％
壷 B （28．5） 伸　　　　　　二／　　　　　　　　　　　　　　　　　　○胴部 の器厚 は薄手で一定 し，大 きく弧 を描

いてい る。中位で最大径 を測る。底 部欠損

外面－ヘ ラナデ

へ ラ ミガキ
黒褐 P L 58－ 6

1 2

］

土　 師　 器

壷

A 19．5

B　21．8

頚部 は器厚 を減 じ 「く」 の字状 で，口縁部
は口唇部 に移行す るに したがって器厚 を増 ＝　一櫨 ナヂ

普通 ・砂 粒 ・灰裾
に　ぷ
い赤 30 ％

（口縁部80％）
して外反 を見 る。 内面－ヘ ラナデ 褐

明赤
裾
黒褐

胴部 は弧 を描 く様相で 最大径 を もつ中位 に
向 か う。底 部欠損。

外面－ヘ ラ ミガキ

13
、土　 師　 器 B （10。9）

底部平坦 で器厚 は厚手 であ り，胴部はほ ぼ
球形状 で，器厚 はや や薄 手であ る。 ＝　－櫨 ナデ 良好 ・砂 粒 ・赤禍 口縁部 欠損

P L 5 9－ 1
日縁部 は欠損。 －へ 一　　 ‾寸 一r＋＋1′や

壷 C　 5．8 フ　　 フー
外面－ヘ ラケズ リ

い褐

14

15

1 6

1 7

土　 師　 器

：蝿

」二　 師　 器

Å 11．5

B （5．3）

B （8．6）

A 12．3

A （23．3）

底部 欠損。
胴部 は器厚 を一定 に保 ち， ゆるやかな曲線
をもち，頚部 に移行 し目線部 にかけて外反

ロ　ーパ ケ目あと横
ナデ

内面一摩滅気味
良好 も砂 粒 ・にぷ

い褐

良好 ・砂 粒 ・明黄

目線部 50％

80％

を見 せてい る。 口唇部 は丸味 をも ちさらに 外面－ ナデ
外反 を してい る。

底部 丸味 を帯びて内側 は凸 凹状 であ る。
胴部 は大 きく張 り出 し， 中位 で頸部にか け

ヘ ラナデ

内面－ヘ ラナデ
て　　　　 てい 少　 旦 口緑部欠損）

柑

土　 師　 器

〇
日縁部 欠損。 外面－ヘ ラ ミガキ 褐灰

普通 ・砂 粒 ・橙
ス コ　にぶ

P L 5 9－ 2

日縁部
100％

40％

口縁部 はやや直線的 に開 きをみせ，口唇部
は丸味 を有 してい る。頚部 は 「く」 の字状
を呈 してお り　 休部 は中位 に向か って張 り

ロ　ー横 ナデ
内面－ヘ ラナデ

、・一‾や柑

土　 師　 器

I　　　lコ出 してい る。 外面一 ナ丁
（摩滅気味 ）

リア　 い橙

良好 ・砂 粒 ・にぶ
ス コ　い橙

底部 に孔 を有 し厚 手の器厚 を有 して，休 部
は直線的 な広 が りを見せて立 ち上 る。
口縁 は折 り返 しで，口唇部はやや尖 が りを

ロ　ー横 ナデ

パケ 目あ り

飯
B （11．1） 内面－ヘ ラナデ 〕豆

リア
C （5．4 ） 有 して いる。 外面一摩滅気味

ー・1001一



番号　 器　　 機 「法量 （。m
；i‾　　 器 形 の 特 徴

整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎土 ・色 調 備　　 考

18
i二　伸　 器

E
iA （26．7）

休部 はゆるやかに内攣 し，口緑部 は緩 やか
に外反 して折 り返 し目線 をもつ。
11　　　　　　　　　′・1－

日　一様 ナデ
良好 ・砂粒 ・にぷ

い橙
20％甑 B （13．5 ） 器厚 は－一正で ある。 内面－ヘ ラナデ にぶ

底 部欠損。 外面…ナ デ い褐

19
土　 師　 器 A　21．0 底部 か ら休 部 にかけて大 きく張 り出 し，中

位 か らやや垂直 に立 ち上 がる
内面一 指ナ デ
外面　 へ L一　 ‾ヾ

普通・砂粒・ににぶ
（少）言 譜

ナ
40％

鉢 B lO．5 ○口唇部 は尖が りを見せて内轡 している。 ー　 フナァ
パ ケ目

スコ　ノ　褐灰
リア
（大粒少）

P L 59－ 3

l
土　 師　 器 B　 5．6

底部 あげ底 でやや厚 手の器厚 を有 して いる。
休部 は器厚 を減 じなが ら， ゆるや かな弧 を
十卜

票雲〉へ ラナデ 普通 ・砂粒 ・にぶ

20％20 小　 型　 施 C　 4．3 描 いて いる。
口唇部で内攣 し丸味 を帯 びてい る。

裾部は27度の勾配を有 して脚部 に移行している。
脚部は直線的で円すい形 を呈 し，内側は輪積痕

い橙

21
土　 師　 器

4　20・7
口 ・　 裾一横ナデ
内　　　 面－ナデ 良好 ・砂粒 ・赤禍

にぶ
80％

B 15．3 を有 している。頚部は「く」の字状 を皇し休部と 塚 部 外 面－ナデ

高　　　　 士不 C 15．8 の間に稜 をもつ 。ま不底部は平坦で，目線は大 き
く広がり，口唇部付近で外反を見せ、丸味を帯

ヘラナデ
脚 部 外 面－ ミガキが

して橙
P L 59－ 4

びている。 摩滅

22
土　 師　 器
高　　　 ま不

A （22．5） 全体的に器厚は薄手で直線的に大きく開き，口
唇部でやや内轡 を見る。士不休部は乎土日で　 頸は

口　 ・　裾一横ナデ
内　　　 面－ナデ

軟弱 ・砂粒 ・浅 黄

ス コ　橙
30％

P L 5 9㌢ 5

B 16．9 ロ　　　　　　　－　　サ「く」の字状 を皇 し，体部との間に稜をもつ。脚部
ま不部 外 画一ナデ

へ ラナデ
脚 部 外 面…ヘラミガキC 14．6 は円柱状で裾部に移行 し大 きなひろがりを見せ リア

先端部は丸味を帯びている。 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、摩滅気味 （少 ）

23
土　 師　 器

高　　　 士不

A　20．9

B　 7．6

球底部 は平坦 で器厚 を減 じ朝顔状 に開い て
お り，口唇 部でやや外反 を見 せてい る。
底部 は扁平 であ る。

ロ　ー横 ナデ
内面－ ヘ ラナデ
外面一様 ナデ

良好 ・砂粒 ・橙
球部60％

P L 59－ 6

2 4
土　 師　 器

高　　　　 士不

A　22．4

B （6．3）

球底部 は平坦 で、器厚 を減 じながらやや内
轡す る形で 目線， 口唇 部へ と移行 する。
口唇部 は尖 が りを見 せてい る。体部 と頚部

ロ　ー横 ナデ
内面－ ナデのあと摩

滅
良好 ・砂 粒 ・明赤

禍
橙

塚部97％

の間 に稜 をもつ。
脚 部 ・裾 部欠損。

外面－パケ 目調整 の
あとへ ラナ デ

P L 6 0－ 1

25
ま　 師　 器 A　20．7

球体部 は朝 顔状 でやや内轡 す る形 で広が り，
口唇部 は尖が りを見せL 器厚 を減 じてい る。
立　　　　′

ロ　ーー横ナ デ
内面－ヘ ラナデ 良好 ・砂粒 ・にぶ 球部90％

高　　　　 士不 B （6．0） 氏ロI 、 坦で，　 部 と肇綾 の 。に 菜　　 つ。 …ハ　　 謀　欠 い　盟脚部 ・裾部 欠損。 ヘ ラナデ 褐灰 P L 60… 2

2 6
土　 師　 器 A 19．8

球部は大 き く朝顔状 に広 が り， 口緑部で 器
厚 を減 じ， U 唇部 では丸味 を帯 びやや内轡
を見せて いる

H l一様 ナデ 良好 ・砂粒 ・橙

ス
土不部50％

高　　　 士不 B （6．4） C）底部 は平坦で器厚 を有 してい る。 内面一摩滅 コ
リア P L 60－ 3

27
土　 師　 器

高　　　 塚

A （17．6）

B （6．7）

球体部 の器厚 は薄手で，直線 的に大 きな広
が りを見 せてい る。口唇部 は丸味 を帯 びて

いる。底部 は扁平 で，頚部 と休部 の間に稜
を有 している。

ロ　ー横 ナデ
内面－ヘ ラナデ
外 面－ ナデ

へ ラナテざ

普通 ・砂粒 ・にぷ

い橙
ま不部20％

土不部80％
28

土　 師　 器 A 16．9

脚部 ・裾 部欠損。
球体 部は大 きく外反 しなが ら広 がりを見せ，
口唇 部は丸味 を帯 び， さらに外反 を見せ て
いる。
器厚 は一 定 を保 って いる。

ロ　ー横ナ デ
内面－ヘ ラナデ 良好 ・砂粒 ・橙

高　　　　 士不 B （4．8） 外面－ヘ ラナデ

ナテざ
一部
黒色 P L 60－ 4

29

3 0

31

32

士　 帥　 器
B （12．0）

B （11．1）

B （10．9）

C 14．0

B （10．0）

C 13．5

裾部 ・球 部一 部欠損。
脚部 はやや曲 線 をもち，円柱状 を呈 してい

土不部外面－ヘ ラナ デ
脚部 外面－ヘ ラミガ 良好 ・砂粒 ・橙

高　　　 上不

土　 師　 器

高　　　 士不

土　 師　 器

高　　　 士不

土　 師　 器

高　　　 士不

る。
内側 はや や凸 凹状 であ る。
坪底部 は平坦 で，頚部 は「く」の字状である。

キ
（摩滅気味 ）

明赤
禍

40％

脚部は円柱状 で直線的 で裾 部へ と移行 して やや ・砂粒 ・褐灰
い る。
裾部 は器厚 を減 じ，外下方へ広 が りを見せ

脚部外面－ ナデ 軟弱　 ス コ　にぶ
リア　 い赤

禍

良好 ・砂粒 ・にぶ

脚部60％

計部50％

ている。 裾　 一様ナ デ

土不部欠損 。
脚部 は大 きく広 が り，円す い状 を墨 し， し

っかり している。
裾 部は器厚 を厚 くもちゆ るや かに外下方へ
伸 び，先端 は丸味 を帯 びそ り返 って いる。

内面－パケナデの あ
とへ ラナデ

外面－ヘ ラミガキ
裾　 一様 ナデ

い橙
橙

脚 部はやや垂直 ぎみで， 内側 の整形は凸凹
であ り，裾 部は割合 い広 く開 き，先端部 は
丸味 を見せてい る。

内面－ヘ ラナデ
外面－ヘ ラナ デ

（摩滅 して いる）
良好 ・砂粒 ・明黄

ス コ　裾
リア

脚 部70％
裾　 …横ナデ
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番号 器　　 種 法 量（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成・胎土 ・色 調 備　　 考

33
土　 師　 器

高　　　 士不
C （14．8）

脚部 は器厚 を薄 く保 ち， ほぼ直線的 で円錐

形 を呈 してい る。
裾部 は そり返 る様相で，先端 は丸味 を帯び
ている。

内面－ヘ ラナデ
外面－ ナデ

ハ ケ 目調整
裾　 一櫨 ナデ

普通 ・砂粒 ・橙
灰褐 脚部50％

やや ・砂粒 ・にぶ
軟弱　 スコ　い橙

リア　 にぶ
（少 ）い黄

橙

34
土　 師　 器

高　　　 球

B （9．8）

C （16．2）

脚部 はゆ るやか に弧 を描 く様 で厚手 の器厚

を有 し，やや円錐形 と見 られ る。内面は輪
積痕 を有 してい る。
裾部 は器厚 を減 じ大 きな広 が りを見せ，先
端部 は丸味 を帯 びて いる。

内面

へ ラナデ
外面

裾　一 様ナデ

脚部60％

A （9．9）

脚部 は器厚 を一定 にし，やや膨 らみを もち

裾部 に至 ってい る。
裾部 はやや器厚 を減 じ先端 はそ り返 って丸

内面－ ヘ ラナ デ

裾　 一横ナ デ

良好 ・砂粒 ・明赤
禍 脚部 70％

35 土　 師　 器
高　　　 士不 B （14．1） 味 を帯 びてい る。 橙

36
土　 師　 器 A 14．4

脚部 は円錐状で，器厚 を一 定 に保 ち裾 部へ

と移行 し，裾部で器厚 をやや 減 じて広 が り
を見せ ている

外面－ヘ ラオサエ
ナ デ

へ ラケ ズリ 良好 ・砂 粒 ・橙 脚部70％

高　　　 杯

】

B （10．0） くつ先端 は丸味 を帯 びている。
士不部 の底部 は器厚 を増 してい ると思 われる。

裾　 一横 ナデ

第鋼号住居跡（第76図）

本住居跡はF4j8ej9・G4a8ea9調査区を中心に確認されたもので，第33号住居跡の東側に位置

している。長軸方向はN－46旦－Wを指し，規模は長軸7。70m・短軸7．64m e面積58．82n了を測る。

平面形は隅丸方形を呈している。壁高は20～25cmで，壁はほば垂直に立ち上がっているが，遺存

状態は良好とはいえない。本跡の覆土は上層部が灰褐色を呈した黒褐色土，中層部は黒褐色土，

下層部は暗褐色土である。床面は平坦で，やや軟らかなロームである。柱穴は5か所検出され，

pl＿P4は主柱穴と思われる。それぞれの径はおよそ30cm内外で，深さは60－69cmを測り，ほぼ

円筒形に掘られている。

炉跡は，北西壁に近い個所に検出され，径60cm・深さ35cmの円形を呈している。多量の焼土を

含む暗赤褐色土e暗褐色土である。炉床は固く焼けている。

貯蔵穴は東壁コーナー部に検出され，長径80cme短径75cmでほぼ円形を皇し，深さは28cmを測

り，底面はしまりを帯びている。壁はほぼ垂直に立ち上がり，貯蔵穴の断面はU字形を呈してい

る。その覆土は褐色土・明褐色土が自然堆積し，焼土粒子eソフトロームブロックeロームブロ

ックeローム粒子等が混入し，しまりを帯びている。遺物は，土師式土器片及び完形品の出土を

見た。
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第77図　第34号住居跡出土遺物実測図（1）
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第79図　第34号住居跡出土遺物実測図（3）

出土遺物解説表

番号 器　　 種 法最（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器

A　21．3
全体的に器厚は薄手で，底部は扁平である。

胴部は弧を描く様相で中位で最大径を測っ
、　　 両立　 「　　 ‘1 状　 Lユし大義く

ロ　ー横ナデ
良好・砂粒・にぶ

スコ　い橙
リア　赤灰

80％

褒 B　32．0

C （8．6）

てし　る。頚部は　 く」の子　 を王　　 。
外反しており，さらに口唇部で外反を見せ
丸味を帯びている。

外面－ヘラケズリ 褐灰 P L 60－ 5

2
土　 師　 器 A （15．0）

頭部は 「く」の字状を皇し．ロ縁部は直線 口　 一横ナデ 普通・砂粒・にぶ
80％的で大きく外反している。胴部はやや器厚

を減じながら　 半円状で最大径を測る中位
体部内－ヘラナデ 砂礫　い橙

スコ壷
B （17．9）へ向い，さらに平坦を底部へと移行する。 外一桟ナ丁

へラミガキ
下位－ヘラケズリ

リア
雲母

P L 61－ 1

3
土　 師　 器 A 19．7

頚部から口緑部は直線的に外反し，口唇部 ロ　ー楕ナデ 普通・砂粒・明赤
50％で器厚を減じながらさらに外反を見せてい 内面－ヘラナデ スコ　裾

リア　に余
要 B （19．6）る。

胴部は内轡しながら最大径を測る中位へと
移行する。

外面一ヘフナア
（輪積あり）

い褐 P L 61－2

4
土　 師　 器 A 17．0

口緑部はやや直線的に外反し，口唇部付近

でさらに外反を見ている。胴部は緩やかに
′又　 、　　　　　　　j±

ロ　ー横ナデ 普通・砂粒・にぷ

い黄 90％

頚 B　25．8

C　 6．6
張り，中位で最大径を測り，底。βへ移行し

ている。底部は平坦で，器厚は一定に保た
れている。

芸雲〉ヘラナデ 橙
灰褐

P L 60－6

5
土　 師　 器

要

A （19．9）

底部欠損。胴部は器厚を一定に保ち弧を描
く状況を呈し，中位で最大径を測る。 ロ　ー横ナデ

良好・砂粒・明赤
褐 40％

P L 61－3
韻層別 「　 の一山　　　　　 ロ ーヘラ　 テ’ にぶ

B （24．1） 」　子
反し，口唇部でさらに外反をみ，丸味を帯
びている。

外面－ナデ して橙

6
」二　師　 器 A 16．5

頚部から口縁にかけて器厚を減じながらロ 口　一様ナデ
普通・砂粒・裾灰 口緑部唇部に至り，やや尖がりを見せている。胴 （パケ目あり）

止　 1は　　　 ロ早　　 し　　 、に　 るほど ーヘラナデ にぶ 100‘7
要 B 16．9 減じている。中位で最大径を測る。 摩滅 い橙 〃全体 30 ％

底部・胴部一部欠損。 外面－ナデ

7
土　 師　 器 A （14．0）

謁 品漂孟品 。警娠 〔く古霜 豊泉孟夏 ロ　ー横ナデ
内面－ヘラナデ 良好・砂粒・にぶ

30％帯びている こ　気日 スコ　いR
磐 B （8．7）胴部の肩はなで肩になっている。 メ外面－ヘラケズリ リア
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番号 器　　 種 法 畳 （仇 ） 器　 形　 の　 特　 徴
！ 整 形 技 法

焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

8

土　 師　 器

小　 型　 聾

A lO ．4

B （12 ．6 ）

底 部 は 厚 い器 厚 を 有 し、 や や せ り上 が り で

胴 部 は 割 合 張 りの 少 な い 弧 を描 き器 厚 を増
し頚 部 へ と移 行 して い る。 内 面 － へ ラ ナ デ 普 通 ・砂 粒 ・橙

10 0 ％

C　 4 ．4
口緑 は 直線 的 に外 反 を見 せ ， 口 唇 部 は 丸 味

を帯 び て い る。
P L 6 1－ 4

9
土　 師　 器

二まで宣E

A 14 ．7

B 12 ．7

胴 部 は大 き く弧 を描 き， 中位 へ 移行 す る 。

頚 部 か ら口緑 に わ た り器 厚 を や や厚 くも ち
直 線 的 な立 ち 上 が り を見 せ ， 口唇 部 付 近 は

や や 薄 手 と な り尖 が り を見 せ て い る。
外 面 － ヘ ラナ デ

普 通 ・砂 粒 ・橙

砂 礫
（少 ）

口縁 部 60 ％

土　 師　 器
A （14 。0 ）

口緑部 は折 り返 し目線 で， 口唇 はやや器 厚 を減
じ丸味 を帯 びて い る。 頚部 は 「く」の字状 を皇 し

＝　 一 様 ナ デ
内 面 一 輪 積 の あ と

普 通 ・砂 粒 ・明 赤

ス コ　 裾 70 ％
10

＝量ぎ
B　 20 ．4 胴 部 は頚部 か ら大 きく張 り出 し最 大径 をもつ 中 ナ デ リア　 にぶ

宣E C　 7 ．0 位 に至 り，器 厚 を一定 に保 ち，平坦 な底部 に移
行 す る。

外 画 一 へ ラナ デ い赤
禍

P L 6 2 － 1

1 1
」二　 師　 器 A 13 ．8

底部 は やや丸底 で 器厚 を一定 に保 ち，胴部 は大
き く張 り出す様 相 で最大径 をもつ中位 へ向 かい

内轡 しなが ら頚 部 に至　 てい る　 頚部 ま 「く

ロ　 ー横 ナ デ
内面 … ミガ キ
外　　　 ‾　 ‾寸

良 好 ・砂 粒 ・にぶ 9 5 ％

柑 B 16 ．0 ロ　 し　 つ　　　 。　 凱損亡 】く」
の字状 を皇 し， 目線 はや や直線 的 な広 が りを見

面 … ヘ フ ナ ァ

ヘ ラ ケ ズ リの

い 橙
P L 62 － 2

せて い る。 口唇 部 は丸味 を帯 び てい る。 あ とナ デ

1 2
士　 帥　 器

口

Å　 20 。8
口唇 部 は丸味 を もち， 球体部 は ゆるやか な弧 を

もって大 きく開い て いる　 底部 は やや平坦 であ
日 の裾 一 様 ナ デ

普 通 ・砂 粒 ・

ス コ

90 ％
B 17 ．3 0　　　▼小　に】

る。 頚部 は 「く」 の字状 を呈 して いる。脚部 は 内 面 一摩 滅 剥 落

何　　　 杯 C 13 ．8
直線 的で 円錐形 を皇 し， 器厚 を減 じ裾 部へ と移

行す る。裾 部先端 も丸味 を帯 びて いる。 外 面… ヘ ラナ デ
リア P L 6 2… 4

且3
土　 師　 器

高　　　　 圧

A 19 ．2

B l4 ．2

裾部 は 大 きく開 き32 度の勾 配 で脚部 に移行 し， 口　　　 裾一棟 ナ デ

良好 ・砂 粒 ・明 赤

ス コ　 裾

9 8 ％脚部 は器 厚 を増 し円錐 状 で ある。頚部 は 「く」の
字状 を呈 し，稀 体 部との 間 に鮮 明 な稜 を もつ 。

杯 部 内 側一摩 滅気 味

外側 … ヘ ラナデ

C 13 ．6 底部 はやや平坦 ，塚 口緑 は外反 して広 がりを見せ， 脚 部 外 側 … ミガキ の リ ア P L 62 … 5
口唇 部 は器厚 を減 じているが丸味を帯 びている。 あ と摩滅

且4
土　 師　 器

r一議　　　　 球

Å 19 ．8

B 14 ．4

C 13 ．0

裾 部 は 広 く開 き， 器厚 は 薄 手 で ， 脚 部 は や

や 円 錐 状 を皇 し， 器 厚 を 増 して 頚 部 に至 る。
頚 部 は 「く 」の 字状 で 球 体 部 の 間 に稜 を有 し，
底 部 は平 坦 で ，塚 口 縁 は朝 顔 状 に 立 ち上 が

り， 口唇 部 は 丸味 を帯 び て い る 。

＝　　　 裾 …碩 ナ ナ
球 部 内 側 … ミガ＼キ が

摩滅
摩滅

脚 部 外 側… ミガキが
摩 滅

良 好 ・砂 粒 ・赤

ス コ　 に ぶ
リア　 い橙

97 ％

P L 62 － 6

十　 帥　 器
A 19 ．5

裾部 はせ りかえ る様 相で ，脚部 はや や直線的 で
円錐状 を皇 してい る0 頚部 は「く」の字状 で， 球

＝　　 －構ナナ
土不部 内 面一摩滅 している

普 通 ・砂 栂 ・橙

ス コ　 に ぶ 90 ％
15 ＝

ポ・J　　　 琢
B 13 ．8 体部 との 間 に稜 をもちタ　底 部 は平 坦で あ るが凹 〃　 外面ト一＼ラナデ

虎
リ ア　 い橙

C 13 ．2
凸状 を もつ 。球 部は やや直 線的 で開 きを もちラ

口唇部 は器厚 を減 じ外 反 を見 る。

裾 部は約 30度 の勾配 をも ち型 良 く脚 部 にせ り上
がる。脚 部 は円柱状 で，頚 部 は「く」の字状 を呈

脚 部 内 面…ヘフナァ

ク　外 面トーナデ
裾　　 一様ナデ

盟
黒 褐 P L 6 3 … 1

1 6
士　 神　 器

高　　　 塚

A 19 ．1

B 1 5．0

＝　　 －横ナデ
ッキ部内碩臣…摩滅 良 好 0砂 粒 ・明 赤

禍
赤

9 0 ％す る。底 部は やや平坦 を見 せ てい る。球体 部 と 外側…摩滅気味

。 との 間 に稜 をもち，塚 口緑 は滞 手の器厚 で ヘ ラケズ リ
P L 63 … 2C 14 ．3 直線的に大きく開いている。口唇部は丸味を帯びて 脚 部 内 側…ヘラナデ

いる。 外 側一一ミガキが摩滅

17
土　 師　 器

A I8 ．7
（推 ）

B 16 ．4

C 13 ．5
（推 ）

畿 題 鼎 き警チ議 書繹 賢 瑠 欝 鵠

部 は丸味 を もち　 や やせ り上 がる　 頚部 は 「く

外 日 面 ＝ 禦　 デ

ナ デ

普 通 ・砂 粒 ・橙

に ぷ

い 赤

80 ％
高　　 塚 i

i

㌫字状 で体部 とあ間 に稜 をも　 〇　 日　 」

子　　　　 口　　　　 日日tい一　　　　 つ。
底 部 はやや平 坦で ，埠 休部 は大 き く開 き，口唇
部 で外 反 を見 せて い る。

外　　 面 一 摩 滅 気 味

脚部 内 面 一 輪 積 あ り
褐
橙

P L 6 1－ 6

18

1 9

2 0

士　 帥　 器 A 1 7．8 底 部 は扁 平 で ，球 体 部 は朝 顔 状 に 開 き、 器
厚 を極 端 に減 じ　 口 唇 部 付 、斤で 外 反 を 見 せ

＝　 － 横 ナ デ
内面 … ヘ ラナ デ
外 面 － ヘ ラ ミガ キ

ヘ ラ ナ テざ

良 好 の砂 粒 ・赤

ス コ　 橙
リア

ナ不部 90 ％

「冒】　　　 塚

土　 師　 器

高　 『

土　 師　 器

高　　　 士不

B （6 ．8 ）

A lリ．8

B （鋭 0 ）

A　 21 ．1

†　　　　　 ロ　 、天上
て い る。 P L 61 － 6

土不部 90 ％

P L 6 1… 5

ま不部 8 0 ％

P L　 6 23

底 部 平 坦 で ， 球 体 部 は 直 線 的 な広 が り を見

せ て い る。
器 厚 は一 定 で ， 口 唇 部 は や や 先細 で あ る。

脚 部 ・裾 部 欠 損 。

＝　 一 様 ナ デ

内 面

摩 滅
外 面

＝　 － 横 ナ ナ

や や ・砂 粒 ・に ぶ

軟 弱　 ス コ　 い橙

リア

塚 部 は 大 き く開 き， 器 厚 は一 定 で あ る。

口唇 部 は 丸 味 を も っ て い る。

内 面一一一摩 滅 剥 落

外 面 － ヘ ラナ デ

や や ・砂 粒 ・橙
軟 弱
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第81図　第35号住居跡出土遺物実測図（1）
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本住居跡はF5e8・f8調査区を中心に確認されたもので，第40号住居跡の東側隣に位置し，長軸

方向はN－31旦－Eを指す。規模は長軸9。6m・短軸9．42m e面積90。43扇を測り，平面形は隅丸方

形を呈している。壁高は40～45cmで，垂直に立ち上がっている。床面はやや軟弱である。柱穴は

4か所検出され，主柱穴と思われる。それぞれ平面形は円形で，径30。m内外を有する。深さは58

～80cmを測り，円筒形に掘り込まれている。

本跡の炉跡は2か所検出され，それらをFl号eF2号とした。本跡中心からやや東側にFl号が，

北西壁付近にF2号が検出されている。Fl号は74cm程の径をもち，床面を16cm程掘り窪めた地床

炉で，平面形は円形を呈している。炉内の覆土は焼土ブロック・焼土粒子を混入している。炉床

は硬く凹凸状である。F2号は68cm程の径をもち，床面を10cmあまり掘り窪めた地床炉で，Fl号

同様平面形は円形を呈している。色調は赤褐色土系で，焼土粒子。焼土ブロックが混入している。

炉床は焼けたロームである。

貯蔵穴は，北壁近くと南壁コーナーに検出された○北壁に近い貯蔵穴は径100cmo深さ42cmを

測る円形を呈し，覆土は褐色土e暗褐色土で，ローム粒子等が混入している。南東壁面は外反し

て立ち上がり9北西は二段に立ち上がっている○床面は平坦で，ややしまりを帯びている。南壁

コーナーの貯蔵穴は径78cme深さ55cmを測り9やや円形を呈している。その覆土は褐色土用普褐

色土の色調をもち，ローム粒子。炭化粒子が混入している○壁面はやや垂直に立ち上がり，貯蔵

穴の断面はU字形を呈している。床面は平坦でややしまりを帯びている。

本跡の覆土は，上層部で暗褐色土，中層部には黒褐色土。暗褐色土，下層部には褐色土が自然

堆積しており，ローム粒子e炭化粒子e焼土粒子eロームブロックが少量混入している。遣物は，

土師式土器片が出土している。

出土遺物解説表

番号 器　　 種 法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器 A 15．6

頚部は 「く」の字状を呈し，目線部はやや
厚手の器厚を有しており，口唇部は楕円状
でやや丸味 レ廿びている　 胴部一はカ！笹一

ロ　ー横ナデ
内　　　　 ‾　 ‾や

普通・砂粒・にぶ

スコ　い赤 50％
聾 B （14．0） を′市．　　　　 。　 ロ眉　　 謀で眉

で，最大径を測る中位に移行して下位へと
内轡している。底部欠損。

面－ヘフナァ
外面－パケ目調整

リア　褐
赤禍 P L 63－4

2
土　 師　 器 A （18．4）

頚部から口縁部にかけてはやや直線的に広 ロ　ー桟ナデのあと 普通・砂粒・明赤

50％がりを見せ，口唇部で器厚を減じながら外
反し　 やや尖が　 を　 せ　 、　　 一立　 、′

パケメ調整 スコ　裾

壌 B （18．6） ，　　　　　 り　 見　 てし　る。胴部は半
円状で器厚は一定である。
底部欠損。

安富＞ヘラナデ リア　灰黄
褐

P L 63－ 5

3

l

土　 師　 器 A 17．7

頚部は 「く」の字状を呈し，ロ緑部は外反
し，口唇部でさらに外反を見せ，やや尖が
りを見せている。

ロ　ー桟ナデ 普通・砂粒・明赤

婆 B （16．3） ーヘラ　　デ スコ　褐
リア　褐灰

日縁部90％
胴部肩はなで肩を示している。 外面－パケメ

4

土　 師　 器

壷
A 13．0

頚部から口緑部はやや直線的に立ち上がる
複合口緑で口唇部で外反を見せている。
肩部はなで肩で器厚を一定にし，中位へと
移行する。

日　一様ナデ
内面一輪積のあと

へラナデ
外面－パケメ

ヘラナデ

やや・砂粒・明赤
軟弱　スコ　褐

リア　にぷ

い橙
20％

5

」二　師　 器 A 17．6

頚部はややくぼみ，目線は器厚を増し，大
きく外反してい卓。複合口縁で口唇部は平

ヽ
ロー横ナデ 良好・砂粒・にぶ

20％壷 B （9．0）坦に近い。胴部眉はやや張り出している。 内面－ヘラナデ
外面－パケメ

スコ　い橙
リア　褐灰

llll1＿11－11－－－



番号 器　 種 法量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎土 ・色 調 備　　 考

6
土　 師　 笛

ハここと子

A （16．6）

B （9．7）

頚部 から口縁部 にか けて は緩 かに外反 しメ，
複合 口縁 で口唇部 は さらに外反 し，丸味 を
もって いる。肩 部は器厚 を一定 に保 ち，や

＝　 一博ナ デ

安富 ＞ヘ ラナデ
良好 ・砂粒 ・橙

スコ　 にぶ 1．0％
箋E や強 く張 り出 してい る。 リア　い褐

7
土　 師　 搭 A 17．5

頚部は 「く」 の字状 を皇 し， 口縁部 は直線

的 に大 き く開 き，口唇部付近で器厚 を減 じ
日　…横 ナデ

良好 ・砂粒 ・明赤

スコ　裾
リア　黒褐

日 縁 80 ％
婆 B （4．2） てい る。

8
土　 師　 器

頚

B （20．8）

C　 7．5

底 部は厚手 の器厚 を有 し，上 げ底で，胴 部 内面－へ ラナデ
良好 ・砂粒 ・橙

底部 100％
は極端 に器厚 を減 に弧 を描 く様相で ある。 （摩滅気味 ）
中位 で最大径 を測 る と思 われ る。 外面－パ ケ 目調整 の スコ　にぶ
胴部 上位， 口縁部 欠損。 あ と摩滅 リア　い橙

9
土　 師　 器 A　 9．9

底部は極端 に摩味のある器厚 を有 し丸味 を帯び
内側はやや凸凹状で　 休部に向い大きく張 り出

ロ　ー横 ナデ

究票＞ ヘ ラナデ
普通 ・砂粒 ・にぶ

ス コ　い橙
リア

60％
Iしそいる。中位で最大径 を測 り、頚部に内轡す

紺 B 15．0 る。頚部から口縁 にかけては，直線的な立ち上
がりを見せ，口唇部で器厚を減じている。 P L 64 － 1

1 0
土　 師　 器

柑

B （8．1）

C　 Ll．8

底部 やや上 げ底で器厚 を一定 にし，大 き く
張 り出す ような弧 を描 いてい る。頚部， ロ
縁部 は欠損。

内面…ヘ ラナデ

外面－ ミガキ
（ヘ ラミガキ）

良好 ・砂 粒 ・橙
ス コ　赤灰
リア

80％

P L 6 3－ 6

1 1
土　 師　 器 A 15．0

底部 は平坦 で，体部 は器厚 を一 定に保 ち内
攣す る。口唇 部は器厚 を減 じ丸味 を帯 びて

＝　－櫨 ナデ

究霊 ＞ヘ ラナ デ
普通 ・砂 粒 ・にぶ 80％

ま宛 B　 6．9 いる。 スコ　 い裾
リア　灰褐

P L 糾｝ 2

12
土　 師　 器

ま宛

A 14．7

B　 4．9

底部 は丸味 を帯 び器厚で，休部 は内轡 する。
器厚 を減 じなが ら， 口唇部で さらに内攣 し
て いる。

ロ　ー横ナ デ

l宍霊＞ ヘ ラナ デ

良好 ・砂粒 ・にぶ
ス コ　い橙
リア

60％

P L 64－ 4

13
土　 師　 苦

杯

A 12．6

B　 4．2

C　 2．8

ロ縁部 は直線的 に内傾 し，休部 はやや扁 平 口　… 横ナ デ
良好 ・砂粒 ・明赤

砂礫 裾
赤禍

100％

P L 64… 3

な弧状 を呈す る。底 部は器厚 を減 じている。 内面－ ヘ ラナ デ
外面… ヘ ラナ デ

へ ラケズ リ

14
土　 師　 器

土不

A （12．4）

B （4．6）

底 部か ら休部， 口縁 はゆ るや かな弧 を描 き， ロ　ー桟 ナデ
良好 ・砂粒 ・にぶ

スコ　い橙
リア　橙

50 ％

P L 64… 5

口唇 部で尖 が り，外反 を見せて いる。 内画一 へ ラナデ
（摩滅気味 ）

外面－ ナデ

15
土　 師　 器

土不

Å（12．4）

B （4．6）

底部 は平坦で体部 に向か って弧状 を呈 し，

口縁 部で直線的 に立 ち上が り、複合 目線 を
もち，口唇部で やや尖 が り外反す る。

ロ　ー横 ナデ

内面…ヘ ラナデ

外面－ヘ ラケズ リ

良好 ・砂粒 ・明赤
禍
にぷ
い貴
橙

97％

P L 6 4－ 6

1 6
土　 師　 器

杯

A 12．0

B （4．3）

口縁部 はやや直線的 な開 きをみせ，口唇部
で外反 し丸味 を布 びている。体 部の器厚 は

一定 で扁平 な弧状 を呈 してい る。

＝　一様 ナデ

定雷 ＞へ ラナデ

良好 ・砂 粒 ・にぶ
ス コ　い橙
リア　橙 40％

17
土　 師　 器

土不

A （11．6）

B （4 ．6）

完撃鮎 富義雷 撃貫霊鳥 き霜 護誌呈 雷

弧状。

ロ　ー横 ナデ

安富＞ヘ ラナデ

良好 ・砂 粒 ・にぶ
スコ　 い橙
リア　灰 黄

褐
20％

18
土　 師　 器

球

A （12．6）

B （4 ．4）

日縁部 は直線 的 に開 き， 口唇部 で外反 する。
体部 との境 に稜 をもち，休部 はやや扁平 な
弧状 を呈 する。

ロ　ー横ナ デ

内面－ヘ ラナ デ

外面一摩 滅気味

良好 ・砂粒 ・にぶ
スコ　い橙
リア　 にぷ

い褐

40％

19

2 0 i

土　 師　 器
A （20．4）

底 部は扁平 で，士不休 部は直線的 に開 き，口
唇部で器厚 を減 じ外反 を見 る。御柱部 はや

＝　　　 裾一博ナデ
球 部 内面…パケメ

外面…ナデ
普通 ・砂粒 ・赤裾 70％

P L 65－ 1

80 ％

B （15．0）

C 14．3

A 19．2

や垂直 ぎみで， 円柱状 で裾 部 に至 る。

脚部の器厚 は薄 手で円錐状 を皇 し，底部 は

スコ　 にぶ
高　　　　 士不

土　 師　 器

脚 部 外 側－ミカキが
摩滅，パ
ケメ

ロ　　 ー横 ナデ

リア　い橙

良好 ・砂粒 e明褐平坦 で休部 との間に稜 をもつ。士不休部 は大 廿 部 内 面一ヘ ラナ

口

「誓j　　　　 稀

B （15．3） きくゆ るや かに弓　　 什く立 ち上 が り　 見 せ デ 灰褐
P L 66－ 1口唇 部は丸味 をもってい る。 外面 －ナデ

ー112…



番竃1 －　器　 種 庖 量 （。m ）　　 器 形　 の 特 徴
整　 形　 技　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　 考

21
J二　帥　 器

晶　　　　 瑳

i

C 14 ．2

底部平坦で，球体部と頚部の間に稜 をもつ。頚
部は「く」の字状を墨し，御柱部は円柱状を呈
しており，中位部に孔を有している。裾部は大

均㍉部内面－ヘラミガキ
（摩滅）

外面一ヘラナデ
脚部 内面－ヘラナデ

やや ・砂粒 ・橙
軟弱

50％

きく開いて広が りを見せ先端でせり上がってい
る。

外面－ヘラナデ

ーへラミガキ裾　　 一一横ナデ
P L 65～ 2

22
土　 師　 器

ぶつ　　　　 土不

A 16．8

B （7．5）

底部 はやや平坦 。球 体部 に稜 をもち，器厚
を減 じなが ら直線的 な開 きで，口唇部 に至
り．やや外反す る。

ロ　ー横 ナデ
内面一摩滅
外面－ナ デ

へ ラナテざ

普通 ・砂粒 ・浅黄

スコ　橙
リア

土不部 1（＿）0％

P L 6 4－ 7

23
土　 師　 器

高　　　 塚

A 17．6

B （8．2 ）

底部 は扁平 で，頚部 と休部 との 問に稜 を も

つ

ロ　ー横 ナデ 良好 ・砂 粒 ・にぶ
土不部95％

P 1．．64－ 8

○口緑部 は内轡 しなが ら立 ち上 が りを見せ て
お り， 口唇部 で器厚 を減 じてい る。

内面－ヘ ラナデ

外面－ナデ

スコ　い橙
リア　褐灰
砂礫

24
土　 師　 器

「笥　　　　 土不

A 18．6

B （7．7）

底 部はやや平坦で器厚 を減 じなが ら直線 的
な広 が りを見せて いる。 口唇部 は細 身で丸
味 を帯 びてい る。

＝l

ロ　ー横 ナデ

内面－ヘ ラナデ
やや ・砂粒 ・にぶ
軟 弱　 スコ　い橙

土不部60％

外面…ナ デ
リア P L 6 5－ 3

土不部90％

P L 65－ 4

2 5
土　 師　 器

高　　　 上不

A 19．9

B　 8．5

底 部は厚 い器厚 を有 し鮮 明 な稜 をもち， 目
線 部は直線的 に広 が り，器厚 を減 じ口唇部
に至 っている。

ロ　ー横ナ デ

内 面－ヘ ラナ デ

外面 －ナデ

良好 ・砂粒 ・にぶ
スコ　い橙
リア

26
j二　師　 器

高　　　 士不

A 19．3

B　 6．9

球底部 はやや平坦で，休部 は器厚 を減 じて　 ロ ー横 ナデ
塊状 を皇 し，口唇部で丸味 を帯 びている。

普通 ・砂粒 ・にぶ
ス コ　い橙
リア
雲母

球部70％

P L 65－ 5

頚部 ’脚部 ．裾 部は欠損。　　 宍霊＞ナ デ

27
土　 師　 器
高　　　 士不

A　 21．7

B （7．0）

球底部 は平坦 で鮮 明 な稜 をもち，球体部 は
大 きく朝顔状 に開いてい る。
全般 に器厚 は薄 手であ る。

口　血→横ナデ
内面一摩滅気味
外面－ナ デ （摩滅 ）

へ ラケズ リ

普 通 ・砂粒 ・にぶ

ス コ　い橙
リア　 明赤

禍

80％

P L 65－ 6

土不部100％28
土　 師　 器

高　　　　 士不

A 18．5

B （8．1）

底 部平坦で極端 に厚 い器厚 を有 し，頚部 と
の問 に稜 をもち， 日縁部 は外反 して大 きく
広 が りを見せて いる。

立

日　一様 ナデ

芸雲）へ ラナデ

良好 ・砂粒 ・にぷ

い赤
禍

口唇部 は丸味 をもって いる。 にぷ
い橙

P L 6 5－ 7

脚部95 ％29
土　 師　 器
高　　　 士不

B （9．1）一
部 は直′鋸 勺に 1 へ開 き，脚柱部 は円 、

外面－ナ デ
良好 ・砂粒 ・橙

砂礫 褐灰状でや や厚 手の器厚 を有 している。

C 13．6 裾　 一様ナ デ

立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノゝ

（少）

30
土　 師　 器

晶　　　　 土不
B （8．3）

脚 部は円錐状 で，内面 に輪積痕 を有 してい
る。
器厚 は厚 手であ る。裾 部 ・球部 は欠損。

内面－ ナデ

外面－ヘ ラナ デ

普通 ・砂粒 ・灰裾

にぷ
い橙 脚部50％

31
土　 師　 器 B （8．2）

脚 部は極端 に厚手 の器草 を有 し，円錐状 を
呈 してい る。
裾部 はなだ らかに下方へ広 が りを見 せ，先
端部 は丸味 を帯びて いる。

外面－ ナデ
普通 ・砂粒 ・にぶ

スコ　い橙
脚 部50％高　　　　 士不 C 14．4　 ． 裾　 一様 ナデ

リア　明視
灰

32 紡　 錘　 車

f
4。4×2 ．5

則面 がややふ くらみ をもち，円板状 を皇 し
てい る。

吉富＞多方向 ナデ

側面 －ナデ

良好 ・砂粒 50 ％

IJ 7 5－ 3
0．8 （少う‾

！

第36号住居跡（第83図）

本住居跡はF5h546調査区を中心に確認されたもので，第35号住居跡の南東に位置し，長軸方

向はN－53旦－Eを指す＼）規模は長軸7・06m e短軸6e60m・面積賂59n了を測り、平面形は隅丸方

形を呈する。壁高は30－33cmで，やや垂直に立ち上がっている○床面は平坦で，やや硬さを′昔び

ている0柱穴は6か所検出され9平面が径40cm内外の円形を墨し，深さ61。5～72cmで，断面形はU

－H3～



第83回　第36号住居跡実測図
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第84回　第36号住居跡出土遣物実測図
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字状を呈している。Pl～P4が主柱穴と思われるo P5eP6ほ大きな柱穴であるが，貯蔵穴として

ほ位置的に疑問があり，その用途は不明である。

炉跡は北西壁近くの中央部に位置し，径90cme深さ15・50cmを測る。炉内は焼土を多量に堆積し

ている。炉床は皿状でやや硬く，褐色土である。

本跡覆土の上層部は，擬乱されており腐植土である。中層部は極暗褐色土・暗褐色士でローム

粒子が混入し∴下層部は褐色土でソフトローム・焼土粒子が微量混入する層と，一部暗褐色まで

炭化物eローム粒子・焼土粒子を含有している層がある○遺物は，土師式土器が検出されている。

出　土　遺　物　解　説　表
S「　3（う

i
番号　 器　 種　 法量（cm）　　　 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

底部は上げ底で胴部は器厚を一定に保ち半
言 土 芸 器恒 4調 乱雲芭協 調 幣 差益警告曹享

［］一様ナデ
内面－ヘラナデ

良好・砂粒・にぶ
スコ　い黄
リア　橙

にぷ
い橙

60％
P L　66－2

3 i土 器 器 B （12・2）謂 製 漂 β脇 詣 轡する0

宋霊＞ヘラナデ 普通・砂粒・にぷ
い橙
灰褐

35％
（底部100％）

内面…ヘラナデ
外面…ヘラナデ

へラケズリ

良好・砂粒・明褐
スコ　灰
リア　にぷ

い橙

l
70％

P L 66－4
i

底部は丸底状を皇し，休部はやや丸味をも

4 圧 師 器i昌1溌 書芸羞嘉蓬芸聾香琵琶 警写真夏至警
施

せている。口唇部は丸味を帯びている。

ロー横ナデ
内面…ヘラナデ
外面…ヘラケズリ

良好・砂粒・にぷ
い橙
褐灰

50％
P L 66…3

5　土　 師　 器

晶　　　　 土不

一球部は外反しながら大きく開きを見せていi昌 lZ錘 鵠 ‡‡禁書ごある。口唇部はやや

内面－パケメ
外面－パケメ調整

普通・砂粒・にぶ
スコ　い赤
リア　褐

褐

土不部20％

一　　　　　 杯部の器厚はやや薄手で，大きく朝顔状を

6 ほ 師 針 18・6 害昔 いる。禰 部はやや尖がりを見せて
rコr‾司

i　　　　　　　 i

ロー横ナデ
安富＞へラナデ 普通・砂粒・橙

褐灰
目線部30％

25％

球底部は平坦で，体部と「く」の字状の頸部

7 土 師 票 B 9・8 忘讐姦結 撃悪貨等飢 ：F方へのびてい
しこJ間

ツキ部
外面…ヘラナデ

へラオサエ
内画一へラナデ

普通・砂粒・にぶ
スコ　い橙
リア　明赤

褐
褐灰

一十　　「　　 ‾

8　壬　 師　 器
高　　　　 塚

9 i孟 師 莞

脚部は直線的で下方に開きを見せ，内面に
3 ；1Z：芸濃 窯菅蓋‡善薫巻き簿撃望鵠 錆 妄念 外面－ミガキが摩滅

裾一様ナデ

良好・砂粒・にぷ
い橙
橙

脚部80％
P L 66－5

脚部はゆるやかに外反して下方へのび，円
3 ；1書冊 禦 誓言ヂ巌p欝 縞 蒜 芸㌍ く広

i

脚部内面一輪積痕
外面－ナデ

裾一横ナデ

普通・砂粒・橙
スコ　にぶ
リア　い橙

脚部20％

第37号住居跡（第85図）

本住居跡はF6e5調査区を中心に確認されたもので，遺跡の東に第46号住居跡と隣り合った位置

にあり，長軸方向はN－49LEを指す。規模は長軸488m e短軸4・7m e面積22．56nfで，平面形は

隅丸方形を呈している。壁高は2ト40cmを測り，外反して立ち上がっている。壁下に壁溝が幅10

…一一一1161一一一
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第85回　第37号住居跡実測図
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cm内外で本跡を全属する形で確認され，また深さ4～12cmの壁柱穴が9か所検出された。底面は

凹凸ではあるが，やや固くしまりを帯びている。柱穴は7か所検出され，主柱穴はPl～P4と思わ

れる。規模は径30cm内外でタ平面形をほぼ円形とし，深さは13～21cmを測り，Ⅴ字状に掘り込ま

れている。なお，棟持柱と推定される柱穴の検出を見ている。

炉跡は床の中央に検出され，径80cm程の円形を呈し，床面から19cm掘り窪めた地床炉で，炉内

覆土は焼土粒子・炭化粒子が混入していた○炉床はロームブロックが熱を受けている。

貯蔵穴は北西壁近くに確認されており，径90cmを測り，床面から57cm程掘り込んでおり平面形

はほぼ円形を呈している。その覆土は三層に大別され，上層部はローム粒子・焼土粒子e炭化粒

子が混入する暗褐色土である。中層部は上層部と同様であるが，ローム粒子を多量に含有してい

る。下層部は褐色まで，微量であるが焼土粒子e炭化粒子が混入している。底面はややしまりを

帯びており，壁はほぼ垂直に立ち上がり，貯蔵穴の断面はU字形を呈している。

本跡の覆土は，撹乱を受けているが三層に大別され，上層部は黒褐色土でローム粒子・焼ま粒

子が微量混入している。中層部は暗褐色までロームブロックが混入し，下層部は暗褐色まで粒子

リ尭土粒子（少量）e炭化粒子（少量）が混入している○遺物は，炉跡の西側とP3の北西側等に

土師式土器片の検出を見ている。

出　土　遣　物　解　説　表

尋 器 種
法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　　　　 整　形　技　法　 焼成灘土・色調　 備　 考

1

2

土　師　器 A 15．6
B （19．2）

誓駕 鮮 謹 懇 攫 語 庖 誓 ナつ　 鵠 辟 豪部55％

婆

土　師　器
婆

A 17．2
B （8．7）

3
土　師　器

婆 A （15．8）

－ ＿＿M⊥－
目線部は大きく外反し，口唇部でさらに外
反を見せ丸味をもっている。　　 f二ト横ナデ　　 良好・禦 ・慧灰 。榔 1。％

リア

4 土 師 器 A （15．2）
婆

頸部から目線にかけてやや厚手の器厚を有
し，口縁はやや直線的な広がりをもち口唇1 仁ト」廣ナデ
苦言李菩まき憶孟詣 孟夏姦旨撃菩普誓羞 宋霊＞㌶ 謂 整の 普通瀞粒。詣 口縁部80％

部，胴部大半欠損。

5 i土 霊 器 昌鵠
頚部は「く」の字状を皇し，［コ縁部は複合日

普通舶 中 縁部20％

［

6　土　師　器 A 甘 2）
腕　　 B （6．0）

7丁 轟 2‥2；碗

i

徴 恕 扇 辟 ㌍ 乗

▼‾～ ～ ‾‾‾‾r‾げmルー‾▼‾I一一一一一Wルー tW．一一一一ヤー”バーー～ムー一一一ー十 一一一・Wん一一一一一一ノームー一一一一m…一一m一一′一丁霜 鵠 等親 禦 語 札 横ナデ　 i普通側 備 ［

20％

見せている。底狛ま欠誓 「 酵 ラナデ i　 … 30％

－119－



番号　 器　　 種 法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調

；

備　　 考

8 1士高師杯器 】i序底部は扁平で，休部と「く」の字状の頚部
虜 宗撃宣誓吾最 下豊 砦彗雷豊泉鐙 憲

即 題晶票彦左舘 野 障 円錐状で外

i
口 ・裾…横ナデ
内面…ナデ
外面－ナデ
（部分的にヘラナデ）

普通・砂粒・にぶ
スコ　い橙
リア　にぷ

い赤
褐

80％
P L　66－6

9

i
土　 師　 器

高　 杯

E

「…uノムノーハムノ…ハWが一一…－Vn－

A （17．6）

B （7．7）

鵠 哲詣 言麺聖 霊 ～論 語 醤 毎

して立 ち上がり，器厚を減じながら口唇部
に至る。

ロー横ナデ
内面…ヘラナデ
外面－ヘラナデ

へラ　ミガキ

良好・砂粒・にぶ
スコ　い橙
リア

杯部30％

高　 稀

11 土　 師　 器
高　 球

A 19．7

B （8．7）

目線部はやや太めで，直線的な開 きを呈 し
ている。士不底部は平坦 と思われ，休部との
間に稜をもつ。脚柱部，裾部欠損。

ロー横ナデ
内面－ヘラナデ
外面－ヘラナデ

パケメ調整

良好・砂粒・にぶ
スコ　い橙
リア

士不部90％

A　20．6

B （8．2）

杯底部は平坦で，休部 と頸部 に稜をもち突
起を有 している。器厚 を減 じながらやや直 Lト…横ナデ 良好・砂粒・橙 球部97％

P L　67－1
線的に大 きく開 きを見せている。口唇部は 内面…ヘラナデ スコ　にぶ
やや丸味をもっている。 外面－ナデ リア　い橙

12 土　 師 器

高 ‡不
C （11．0）

脚部は直線的で円筒状 を皇 し，裾部との境
からなだらかに下方へ伸び，裾部先端は丸
味 を有しせり上がりを見せている。全体的
に器厚を有している。

内面…ヘラナデ
外面…ナデ

普通。スコ・橙
リア

（大粒）
脚部50％

13 1土高師稀器 。。15．。）i脚部はなだらかに下方へ と開き，裾部先端
で丸味 を有しせり上がりを見せている。脚 内面－ナデ 普通・砂粒・にぶ

脚部20％部は割合しっかりしている。 外面…ヘラナデ
裾一横ナデ

い橙
灰褐

14 i

i
土　 製　 品 4．45×2．1

そら豆状 を呈し，両側面がわずかにくびれ
る。一方の面に，浅い「U 」字状のくぼみを
3 ヶ所有する。 ナテざ 100％

15 i銅 製 品 皿状をなし，受部 を有する。

i

受部に
スス付着
10％

P L　75…19

第38号住居跡（第87図）

本住居跡はF5jo eG5ao調査区を中心に確認されたもので，第39号住居跡の北側に位置し，長軸

方向はN…30LEを指す。規模は長軸5。46m。短軸3．42m e面積18。67nfを測る隅丸方形を呈して

いる。壁高は25～35cmを有し，外反しながら立ち上がる。床面は平坦でやや固い。壁下には壁溝

が15～20cmの幅で南東の一部をのぞいて回っており，東壁のやや中央から本跡中央部にかけて間

仕切りがある。また，壁溝中に深さ7cm程の壁柱穴が検出されている。

炉跡は床の中央部に径約73cmの円形を皇し，床面から14cm程握り窪めた地床炉である。炉内覆

土には焼土粒子e炭化粒子を含有し，炉床はロームで固くなっている。柱穴は4か所検出され主

柱穴と思われる。ほぼ平面は円形で言采さ28－40。5cmを測り，断面は円筒形を呈している。

貯蔵穴は，南東コーナー部近くに径56cmの円形を皇し言采さ37cmを測る。その覆土の色調は褐

色士でローム粒子を含有し，自然堆積を呈している。底面は軟弱で，壁はⅤ字状に立ち上がって

いる。

本跡覆土は三層に大別され自然堆積しているが，一部耕作により撹乱を受けている。上層部は黒

褐色まで腐植土，中層部は極暗褐色土e暗褐色までローム粒子e焼土粒子が混入し，下層部は褐色土

でローム粒子が多量に混入している。遺物は，土師式土器が出土しているが完形品の出土は見ない。

－120－
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第88図　第38号住居跡出土遣物実測図

出　土　遺　物　解　説　表
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番号 器　　 種 法量 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎 土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器

壷
A （20 ．8）

口綾部 内側 は直線 状で，外側は複合口緑で
あ り，口唇部 でやや外 反す る。脚部 ・底部 ロ ー横 ナデ 良好 ・砂粒 ・にぷ

い橙
口綾部 10％は欠損。 内面－パ ケ目調 整

外面 一機 ナデ

2
土　 師　 器 A （20 ．0）

口綾部 は複合 目線 でやや外反 した立 ち上 が
りを見せ，器厚 は一定 であ る。口唇部は九
味 を帯 びている。

ロー横 ナデ 良好 ・砂粒 ・にぶ 口緑部 10％
壷 B （6．1） 内面－ヘ ラナデ い橙

3

4

5

土　 師　 器

l
l B （7．9）

l瑚柱部 は円錐状 で下方 に大 きく開 き，裾 部

で さらに広 が りを見せてい る。器厚は薄手 外面－パ ケ日鋼整の 良好・砂粒 ・にぶ
脚部30％で，脚柱部内側 に輪碩痕 を有 してい る。 デ し1高　 杯 C （11．7） 祥一横ナ デ 橙

土　 製　 品 3．6 ×3 ．2

球形 を呈 していたもの の一部 とみ られ，切
り込み がある。土鈴の破片 と思われ る。

普 通・砂粒 ・橙 25％

石製模造品

有 孔 円 板

径　 2．5

厚 さ0．3

孔径0．15

ほぼ円形 を呈 し， 中央部 に穿孔 を有す る。

外周一雑 な ミガキ 滑 石 95％
P L　75－12

第39号住居跡（第89図）

本住居跡はG5e8・e9調査区を中心に確認されたもので，第38号住居跡の南側に位置し，長軸方

向はN－55旦－Eを指す。規模は長軸6．04m・短軸5．88m・面積35．51汀fを測り，平面形は隅丸方形

を呈している。壁高は65－90cmを測り，ほぼ垂直に立ち上がる。床面はよく踏み固められて碩く，

しまりを帯びており，良好な床面である。壁下には幅10cm内外・深さ7cm前後の壁溝がめぐって

いる。北東・北西壁から間仕切りが検出された。

炉跡は，北西壁側やや中央に検出され，長径80cm・短径56cmの楕円形をし，床面から約8cm掘

り窪められている地床炉である。炉内覆土は暗赤褐色土・赤褐色土が主で焼土粒子・焼土ブロッ

クを含有している。柱穴は5か所検出された。Pl～P4は深さ75～93cmで，断面を円筒形に掘り込

んでいる。また平面は径20～30cmを測る円形を呈し，主柱穴と思われる。
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第89図　第39号住居跡実測図
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貯蔵穴は，南コーナー部近くに径80cmの円形を呈し，深さ52cmを測る。その覆土の色調は暗褐

色土・褐色土が主で焼土粒子少量・ローム粒子を含有し，自然堆積でややしまりを帯びている。

またⅤ字状に掘られ，南側はやや垂直に立ち上がっている。

本跡の覆土は，四層に大別され，第1層・第2層は黒褐色土で，黒色腐植土・ローム粒子が混

入している。第3層はローム粒子が微量混入し，第4層はローム粒子を少最，焼」：粒子を微鼠

炭化粒子を含有し，自然堆積している。遺物は土師式土器片が出土している。また，焼土・炭化

物が多く検出されていることから焼失家屋と思われる。
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番号 器　　 種 法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴
i　　　　　　　　　 i

整　 形　 技　 法　 焼成・胎土。色郵 備　 考

16
土　 師　 器

高　 士不

B （9．5）

C 14．4

裾部の勾配はゆるやかで大きく開いている。
脚柱部は円柱状を呈 しており，内面に輪積
痕を有 している。

内面～輪積痕　　　 良好・砂粒 ・にぶ
外面～ヘラナデ
裾～横ナデ

17
土　 師　 器

装 飾 器一台

B （10．0）
i c （20・4）

脚部は円錐状で，内面に輪積痕 を有してい
る。裾部は大きく開き，中位に突起部あり。
先端は尖がりをもっている。

慧 二攣 つ 普通。難 航 盟

横ナデ　　　　　　　 雲母

18
土　 製　 品

土　 玉

慶
甘4）×3．5

229

～ ・一・一′．－ － －－…－ 一・－▼一一・一－－ －
ほぼ球形を呈する。

ミガ∴ …ルー一一龍 三 灰 嘉 一：－

斜方向のミガキ　　 滑石　　　 p L 8監 ▼15

19
石製模造品

剣　 形　 品

現長3．5
幅 1．5

厚さ0．35

孔径0．15

細みで，中央部に稜を有さない。基部に両
面から穿孔された小孔がある。

20
鉄　 製　 品

く　 ぎ

頭部を欠損 し，先端部が弓状 を呈している。
十 － －…れ－－

現寸5．0

幅　 0。6

断面はほぼ方形である。

2：＿＿」＿＿鉄　製　品不　明 i
原形は明らかでないが，板状の一方のすみに乳頭状突起を有している。

j＿＿　 i

第爛号住居跡（第92図）

本住居跡はF5d5ee5調査区を中心に確認されたもので，遺跡の東部中央に位置し，長軸方向は

N－67旦－Eを指す。規模は長軸7。08m e短軸6。78m e面積48。00m確測り，平面形は方形を呈して

いる。壁高は5cm以下でありタプランの確認の段階で不明確であった。覆土もほとんどない状態

である。

焼土が2か所から検出され，北西壁に近い方をFl号e中央部に近い方をF2号とする。Fl号は

径80cmで円形を室し，確認面から深さ25cmほど掘り窪めている。その中には，焼土が皿状に堆積

しているが，底部は火熱を受けた様子があまり見られず，黒褐色土の土壌状の掘り込みの中に焼

士が投棄された様相を示しているので，炉跡と断定することは出来か、。F2号は，長径40cm・短

径30cmの楕円形を室しタ確認面から深さ16cm程掘り窪めた地床炉である。炉内には焼土が厚く堆

積しタ炉床は火熱を受けてロームが赤変していた。さらに，本跡内西側に径15cm程の円形で言采

さ12cmの柱穴状に掘り込まれたくぼみがみられる○柱穴は4か所検出され，Pl～P4は主柱穴と思

われる。深さ33～50cmで，断面は円筒形に掘り込まれ，平面形は径約25。mを測る円形を呈してい

る。本跡の南西側にSK15が本跡を切って重複しており，本跡より新しいものと思われる。遣物は

土師式土器片が出土している。
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第92図　第40号住吾跡実測図
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第93図　第41号住居跡実測図

第41号住居跡（第93図）

本住居跡はG6a4・a5調査区を中心に確認されたもので，遺跡東部端に位置し，遺構の一部はエ

リア外に存在する。長軸方向はN－479－Eを指し，規模は長軸7・68m・短軸7．58m・面積58．21m2

を測り，平面形は方形と考えられる。壁高は13～20cmを測り，やや外反しながら立ち上がる。南

東壁は道路で切られており確認できない。床面はやや平坦で軟らかいが，一部擾乱を受けている。

炉跡は3か所検出され，北西壁に近い方をFl号，その南東側をF2号，本跡のやや中央のものを

－129－



第94図　第41号住居跡出土遺物実測図

F3号とした。F1号は，径80。mの円形に近い平面形を呈し，焼土ブロック・焼土粒子・ローム粒子

が皿状に堆積していた。F2号は径68cmのほぼ円形状の平面形を呈し，F1号とほぼ同様な色調で暗

赤褐色土が大半である。また，その覆土には焼土粒子・ローム粒子・焼土ブロック等が堆積して

いる。F3号も径88。m程の円形で，確認面から34cm程掘り窪められた地床炉である。色調も暗褐色

土系で焼土粒子・ローム粒子が混入している。炉床はF1号・F2号・F3号とも焼土がよく堆積し

ている。柱穴は3か所検出され，主柱穴と思われる。1か所はエリア外に存在するものと思われ

る。規模は，深さ76～86cmを測りやや深い。径も24～38cm程でそれぞれ円形を呈しており，断面

は円筒形でやや垂直に掘り込まれている。

本跡の覆土は暗褐色土・褐色土で，ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子が混入し，自然堆積して

いる。遺物は土師式土器が出土している。

出　土　遺　物　解　説　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sト41

番号

1

器　　 種 法量 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎土 ・色 調 備　　 考

土　 師　 器
A （14．8）

底部はやや厚手 の器厚 を有 し若干 上げ底 と

なる。胴部 は器厚 を減 じ，ゆるやかに内轡
して膨 らみ，頸部 か ら口緑 部にかけて外反
して　 口唇部 でさらに外 反 をみせ丸味 を帯

ロ内面－ヘ ラナデ
外面一横ナ デ

ヒー

普通 ・砂粒 ・にぶ
砂礫　 い橙

40％

要 B （14．4） 指圧病
体部内外面－ナデ

スコ
リア

P L 6 9－2

C　 6．0 Jロ
びている。

底部内外面－ヘラナデ 雲母
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番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎 土・色調 備　　 考

2
土　 師　 器

：亜：
B （18 ．5）

頭部 か ら直線的 に外反 し，胴部 は球形 を呈
し， 中位部 下 から器厚 を増 し，底部 に至る 内面 －ヘ ラナデ 普通 ・砂粒 ・明赤

20％と思 われ る。 外面 －ヘ ラナデ
ナデ

褐
窯場

3
土　 師　 器

高　 士不
A （18．0）

｝不底部 はやや器厚 を増 しており，休部 は薄
手で大 きく直線 的に開 いている。 口唇部 は
丸味 を もってい る。頚部 から下方 は欠損。

内面 一摩滅剥落
外面 一横 ナデ

パ ケ目調整
ナデ

やや・砂粒 ・橙
軟弱

林部40％

4
土　 師　 器 A 18．5

士不底部 は平 坦で，稀 口縁は直線的 に大 きく
開 いている。口唇部 は丸味 をおびている。 ロー横 ナデ

内面 －パ ケ目調整
普通・砂粒 ・にぶ

スコ　い橙 1不部90％

高 I不 B （6．0） （摩滅 気味 ）
外面－パ ケ目調整

．昆
リア　灰白

P L 6 9－3

5
土　 師　 器 A （21．8）

1不底部 は扁平 で，士不日綾部は朝顔状 を呈 し
ており， 器厚 は落 手で ある。脚部 ・裾部欠
損。 内面一摩滅 やや・砂粒 ・橙 士不部50％

高　 士不 B （7．3） 外面一ナ デ 軟 弱 P L　69－4

第42号住居跡（第96図）

汗

二　　　二

第95図　第42号住居跡出土遺物実測図
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本住居跡はF5a5。a6調査区を中心に確認されたもので，遺跡の東部中央第40号住居跡の北側に

位置し，長軸方向はN…46旦－Eを指す。規模は長軸4．44mの短軸4．23m・面積18．78nfを測り，隅

丸方形を呈している。壁高は40～50cmを測り，ほぼ垂直に立ち上がっている。壁下には壁溝がめ

ぐり，また，壁溝には壁柱穴が検出されている。

炉跡は床面の中央からやや北に検出され，径80cmほどの不定形を呈し，確認面から18。mほど掘

り窪められた地床炉となっている。炉内には焼土e炭化粒子eローム粒子等が堆積し，炉床は焼

けたローム土で固い。

貯蔵穴は東壁コーナー部から検出され，径84cmほどの不定形を皇し，捨鉢状に深さ28。mほど揺

られている。床面は平坦で，壁は外反気味である。その覆土の色調は褐色土が大半で，ローム粒

子e焼土粒子e炭化物eロームブロック等が混入している。また自然堆積土で，全体にしまりを

帯びている。柱穴は24か所検出されているが，本跡内に1か所，他は本跡をとりまくように外側

に検出されている。平面形はほぼ円形を呈しており，径20cm内外，深さ2ト48cmで，やや円筒形

に掘り込まれている。

本跡の覆土は，上層に暗褐色も次いで褐色土が大半でローム粒子e炭化粒子e焼土粒子eロ

ームブロックが混入し，床面は凹凸を呈Lややしまりを帯びている。遺物は，壷も高杯・相等の

土師式土器片と土錘が検出された。

出　土　遣　物　解　説　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sト42

！番号
器　　 種 法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
士　 帥　 器

小　 型　 婆

A ll．6

B ll．8

C　 5．0

底部は平坦で厚手であり，休部は薄手で半 仁「…横ナデ 普通・砂粒・にぶ
球状を呈する。日綾部は外反し，口唇部で
さらに外反して丸味を帯びている。

究霊＞ヘラナデ

底蠣 雷＞ヘラナデ

砂礫　 い橙
スコ
リア
雲母

90％
P L　69－5

2
土　 師　 器

l

B　 8．3
底部上げ底で，胴部は器厚を減 じてゆるや
かに内攣 して膨らむ。 内面－ヘラナデ 普通・砂粒・にぶ

スコ　い黄
リア　橙

窯場

底部100％」ヒ寛 C　 5．0 外面－ナデ
へラケズリ

3
土　 師　 器

柑

B lO．2

C　 4．0

底部は平坦でやや厚手の器厚を有 している。
体部は器厚を減じ大きく弧を描 き頚部へ至

っている。体部中位で最大径を測っている。
目線部欠損。

i
慧蓋尋 翼 華滅） 良縮 写誓．讐芸

30％
（底部100％）

4
七 禁 器

！

B　 4．9

C　 3．3

やや厚手の器厚 を有した底部はやや上げ底
を呈 し，体部の器厚は薄手で弧を描いてい
る。 内面一指ナデ

外面…ヘラナデ

普通・砂粒・明赤
禍
橙

内面にわら
痕有り

20％
（底部100％）

5

ナ不底部平坦，口縁はゆるやかに内轡 を皇す
仁ト一様ナデ
宋霊＞ヘラナデ

良好。砂粒．矧

褐

士不部60％
P L 69…6

土　 師　 器

高　 稀

A （19．0）

B （′6．0）

るような開きを見せている。口唇部でやや
外反している。

6 i

土 師 器 転

高　 稀

脚部はやや内轡ぎみに開き，裾部はなだら
かに下方へ開き，先端は丸味をもっている。i
脚部内面に車繍 痕あり。　　 i

i

内面…輪積みのあと　 良掛 砂粒磯

詰璽議‡至キが摩滅　　 憲赤
脚部70％
P L　70－1

7
土　 師　 器　 B （8．4）

高　 稀　　 C （13．5）

】

脚部は中央で膨 らみをもち，裾部に移行し！
裾部で大きく下方へ開いている。＋ ‾　‾‾　 ！内面…輪積みのあと　 普通・砂粒・にぶ

ナデ　　　　　　　　　　 スコ　い首 脚部60％
P L　70…2誌撃義手享ナデ　 リア 狛

i

ーl一一　Lj3－－1・一一



番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎 土・色調 備　　 考

8
土　 師　 器 B （9．2）

脚部は直線的 に開 き，内面に輪積痕 を有 し
てい る。裾部 は下 方に大 きく開いてい る。 内面一輪積痕

絞 り痕 11左通・砂粒 ・伏禍 脚部60％高　 杯 C （13 ．8） 外面－ナ デ
裾一横 ナデ

橙

9
土　 師　 器 B （11 ．6）

受底部は平坦で，頚部は「く」の字状 を呈してい
る。脚部は内攣 しながら開き，脚柱裾部で大き
く屈手

内面一輪穏 あり
ナデ 良好 ・砂粒 ・にぶ 脚部90％

装 飾 器 台 C 19．9 出 斤させ，一段の稜を有し，改めて外反をみ
せている。内面に輪積痕 を有 している。全体的
に器厚は一定で頑丈な感 じをもつ。

外面 －ナデ
裾 一横 ナデ

し二橙 百pワリつり
P L 7 0－3

1 0
土　 製　 品

土　 玉

2 ．8 ×2．55

孔径0 ．7

169

ほぼ球 形 を呈 してい る。

ナチト

11
土　 製　 品

土　 玉

3 ．2 ×3 ．0

孔径0 ．7

1 6．59

ほぼ球形 を呈 している。

ナデ

第43号住居跡（第39図）

本住居跡はF3d9・e9調査区を中心に確認されたもので，第19号住居跡と重複し大半がエリア外

に位置する。長軸方向はN－19LEを指し，規模は長軸7．34m・短軸2．24m・面積16．44rガを測り，

平面形は長方形を呈している。壁高は40～55cmを測り，やや垂直に立ち上がっている。壁下には

壁溝が検出され壁柱穴も11か所確認された。床面は凹凸状でしまりを帯びている。

炉跡は中央からやや南に検出され，長径100cm・短径83cmを測り，楕円形に近い平面形を呈して

いる。覆土にはローム粒子・焼土粒子・焼土

ブロック・ロームブロックが混入し，固く堆

積している。炉床は，ロームが熱を受けて固

い。柱穴は3か所検出されているが；P2は第

19号住居跡の主柱穴で，本跡のはPl・P3と思

われる。平面形は円形で，深さ約30cmを測り，

円筒形に掘り込んでいる。

本跡の覆土の色調は暗褐色・褐色土で，ロ

ーム粒子・焼土粒子・炭化粒子が混入し，や 第97図　第43号住居跡出土遺物

やしまりを帯びている。本跡は第19号住居跡の床面を約15cmほど掘り下げて構築しているため，

本跡の方が新しい遺構と思われる。道路下にかかる遺構の状況は良好であったが，他は授乱等を

受けている。また，多量の焼土が検出されているため焼失家屋と考えられる。遺物は土師式土器

片が検出されている。
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出　土　遣　物　解　説　表
SI．＝

番号 器 種 唇 （Cニ；‾‾　 器 形 の 特 徴　　 整 形 技 法　 焼成触 色調主義　 者

1土芸鵠憾 璧潜端親機謬 普通轍讐芸盤

第朋号健屠跡（第98図）

本住居跡はF6b6eC6調査区を中心に確認されたもので，遺跡東部地区内最北に，第37号住居跡

と第46号住居跡を南に見る位置に存在し，長軸方向はN－42LWを指す。規模は長軸5．63m e短

軸5。54me面積3183裾を測りタ平面形は方形を呈している。壁高は13～25cmで，やや垂直に立ち

上がっている。床面は凹凸ではあるがタよく踏み固められている○柱穴は3か所検出され，Pユ～

P3ほ主柱穴と考えられる。これらは85cm前後の深さをもち，平面形は25cm前後の径をもった円形

を墨しタ円筒形に掘り込んでいる。P4と思われる主柱穴は撹乱を受け消滅している。

炉跡はタ本跡中央から北西壁側に検出され，長径94cme短径48cmの楕円形で，確認面から17cm

ほど掘り窪められた地床炉である。炉内覆土は主に暗褐色まで，焼土ブロックの炭化粒子eロー

ム粒子が皿状に堆積している。炉床はやや固い。

貯蔵穴は南コーナー部に検出されタ径90cmの円形の平面形を墨し，深さ38cmほどのものである。

その覆土は，ローム粒子の焼土粒子e炭化粒子等が堆積している。底面はやや凹凸で，しまりを

帯びている。壁は傾斜を示しながら立ち上がる。

本跡の覆土は撹乱を受けタ一部は床面まで及んでいる。色調は，主に褐色土雄普褐色士で，ロ

ーム粒子e炭化粒子。焼土粒子等が混入する自然堆積土である。遺物は，土師式土器片が検出さ

れている。また，床面には炭化材が多く検出されているため，本跡は焼失家屋と思われる。

出　土　遺　物　解　説　表
SI－44

番号 器　　 種 法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成用台土・色調　 備　 考

1
土　 師　 器

こまご当芝

A （18．6）

B け1．7）

頸部から目線にかけては直線的に立ち上がり，
目線部は大きく外反し，口唇部では極端に器厚
を減じている。折り返し口緑である。胴部の器
厚は一定で，肩部はなで肩。胴部中位に最大径
を測り，弧を描き底部へ至る。

ロー横ナデ
究霊＞ヘラナデ 普通・砂粒・明赤　　 40％

褐　　 P L 71－1

2
土　 師　 器 A 15．2

B （5．5）

口緑は折り返し目線で，直線的な立ち上が
りを見せている。口唇部は丸味を帯びてい
る。

＝－横ナデ
内面－ヘラナデ
外面－ナデ

良掛 砂粒墨 遥 H 緑部95％
・こと岩室E

3

i

土　 師　 器

聾

Å（17．4）

B （4．8）

口縁部は大きく外反し，器厚を一定に保ち，
口唇部で丸味を帯び，さらに外反している。
口縁中位で稜をもつ，複合目線である。頸
部以下は欠損。

ロー横ナデ 普通・砂粒e橙　　 目線部40％

4
土　 師　 器

一二ヒ宝だ

A （16．5）

B （9．2）

頚部から口縁にかけては器厚を増し外反を
見せ，口唇部でさらに外反し丸味を帯びて
いる。胴部の肩から中位にかけて大きく開
く様相を呈している。

普通・砂粒・にぶ
得 宗　 口縁部30％

（少）
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番号
器　 種 i法量 （cm）

器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　 考

5

土 師 器 3 12 ：3

柑　　 c lO ．0

底部 は器厚 を有 し，平坦 で大 きく張 り出し，仁「－横 ナデ
普通 ・砂粒 ・裾

にぷ
い赤
褐

70％
P L　70 －5

胴部 中位で最大径 をもち内攣 し頚部 に至る。 ヘラナデ
汀縁 は「八」の字状 に立 ち上 がる。 口唇部 は 内面－ヘラナデ
やや尖が りを見せてい る。 外 面…ヘラナデ

（摩滅気味 ）

6
土　 師　 器　 A 17．8

高 ‡不　　 B　 5．5

厄 底部 は平坦 で，杯部 ・口緑 はゆ るや かに

弧 を描 きなが ら立 ち上が り，器厚 を減 じ口
唇部付近 で外反 してい る。

急 曇萎萎味） 良好 磯 ・詣
ま不部95％
P L 70－6

7
土　 師　 器

高　 ま不

A （19．0）

B （‾5．8）

球底部 は扁平で器厚 を増 してお り，球体 部
は朝彦馴犬で器厚 を減 じつ つ丸味 をもつ口唇
部 へ至 っている。頸部 ・脚部 ・裾部 は欠損。

仁ト一様 ナデ
内面－ヘ ラナデ

へ ラケズ リ
外面－ヘ ラナデ

普 通・砂粒 ・橙
競 号 遥 巨 欄 30％

橙

8
土　 師　 器

高　 杯

A （18 ．6）

B （6 ．0）

ナ不底部 は厚手の器厚 をもち平坦 である。球
体部 はやや内攣 しなが ら立 ち上 が り， 口唇 ＝1 横 ナデ 普通 ・砂粒 ・明赤

ス コ　褐
リア　 にぷ

い橙

土不部50％
P L 70 －7

部 で さらに内轡 す る。 内 面－ヘ ラケズ リ
外面 一摩滅気味

9
土　 師　 器

高　 士不

B （7．5）

C l l．6

［

脚部 は器厚 は厚味 を有 して，円柱状で，裾
部は平坦 な広 が りを見 せてい る。 外面…ヘ ラナデ

裾 一横ナ デ

へ ラナ テP

普通 ・砂粒 ・橙
褐灰

脚部80％
P L 7 1－3

10
土　 師　 器 B （10 ．6）

脚部 内側 に輪積痕 をもつ。厚手 の器厚 を有 l

L ，円柱状 を呈 して いる。裾部 は大 きく開
き先端 で そりか えりを見せ， 丸味 を帯 びて
いる。

内面主」除積の あとへ

ラナテざ
普 通・砂粒 ・にぶ 脚部 80％

高　 ま不 C （15 ．2） ヘ ラナデ
外 面－ヘ ラナデ

スコ　い褐
リア　橙

lコP L　71－4

1 1
土　 師　 器

】

B （9．9）
脚部内側 に輪積痕 を有 し，脚柱部形 は二等
辺 三角形 を思 わせ，裾部 へ広 く開 いている。
口　Eヨ　　　　　　　　　　ト・L－

内面…ヘ ラナデ
横 ナデ 良好 ・砂粒 ・明赤

脚部70％
高　 ナ不 C 16．8 器厚 はやや一正。 外面 － ミガキ

裾 一横 ナデ

褐
灰褐

百P／Uフu
P L 7 1－2

1 2
土　 製　 品

士　 玉

2 ．8 ×2．75

孔径0 ．65

18 ．59

球形 を呈 している。

ナデ 100％

第超5号住居跡（第100図）

本住居跡はF4g8・h8調査区を中心に確認されたもので，第33号住居跡・第34号住居跡の北側に

位置し，長軸方向はN－5控－Eを指す。規模は長軸6．74m e短軸6．68m。面積45。03nfを測り，平

面形は隅丸方形を呈している。壁高は14～30cmで一部撹乱を受けているものの，やや垂直に立ち

上がり，壁下には幅15cmの壁溝がほぼ一周するようにめぐっている。床面は全体的に凹凸を示し，

北西壁付近・南コーナー周辺はやや高く，かなり固く締まっている。柱穴は4か所検出され，そ

れぞれの規模は径30cm内外e深さ60～83cmを測り，平面形は円形を皇し，断面は円筒形である。

Pl～P4ほ，主柱穴と思われる。

炉跡は3か所検出され，F1号～F3号とした。F1号は北壁コーナー近くに，長径66cm・短径50

cmを測る楕円形を呈し，覆土には焼土ブロック・炭化粒子等が混入している。F2号も長径90cme

短径38cmを測り，F1号と同様に楕円形で，覆土には焼土ブロック・炭化物等が混入している。F

3号は長径130cme短径20cmの不定形の平面形で，確認面から13cmあまり掘り窪められた地床炉で

ある。色調も極暗褐色土e暗赤褐色土が主で，焼土ブロック・炭化物少量が混入し，きわめて固

い状況である。また，炭化材・焼土が本跡内にきわめて多量に検出されていることから，本跡は
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焼失家屋と考えられる。

貯蔵穴は，南コーナー部より検出され，規模は径96cm・深さ49cmを測る。平面形は，円形を呈

している。その覆土は主に暗褐色土の色調で，炭化物eローム粒子が混入して自然堆積しており，

底面はやや固くしまっている。壁は傾斜を示しながら立ち上がる。

本跡の覆土は，上層で一部撹乱を受けているが黒褐色まで，ローム粒子。ソフトロームブロッ

クeロームブロック・炭化粒子e焼土粒子等が混入し，しまりを帯びている。色調は主に黒褐色

で自然堆積の様相を呈している。遺物は土師式土器の出土を見ている。

出　土　遺　物　解　説　表

番号 器　　 種 法量 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器

婆

A 13 ．7
頸部はやや厚手の器厚を有し，、口縁部へ「八」の
字状に立ち上がり　 口唇部は丸味をもっている ロー横ナデ 普通・砂粒・明赤

98％
P L　71－5B　21 ．5 I　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O胴部の肩部は最大径を測る中位へなで率で移行

rl

究霊＞ヘラナデ 褐

C　 5 ．6
l

し，内轡しながb 平坦な底部へ至る。胴部器厚
は一定。胴部一部に媒が付着している。

橙

2
土　 師　 器

l 婆

i

A 17 ．4

B （18 ．4）

頚部は「く」の字状 を呈し，目線部は外反 を
見せており，口唇部はさらに外反をしてい ロー横ナデ 普通・砂粒・明赤

スコ　褐
リア　にぷ

い橙

50％る。胴部はなで肩で最大径を測る中位に移
行 し， さらに底部に向けて内轡を見る。

究雷＞ヘラナデ

3
土　 師　 器 A （18．8）

頚部は「く」の字状 を呈し，目線部は「八」の
字状を見せ，口唇部は丸味 を帯びている。
胴部の肩は器厚を増 しつつ，弧を描 く様相
で中位部へと移行する。

「「一様ナデのあと
パケ目

普通・砂粒・灰褐
スコ　にぶ 口綾部50％

聾 B （8．0） 内面－ヘラナデ
外面－パケ目

リア　い赤
褐

4
土　 師　 器

てこヒ箋E

A　22．6

B （6．5）

器厚を増 した折 り返 し口縁部で，開きは直
線的で口唇部で大 きく外反 している。 究霊＞ナデ 普通・砂粒・灰褐

スコ　にぶ
リア　い橙

50％

5
土　 師　 器

一二土ご∃貰

A （18 ．0）

B （4 ．5）

口縁は有段口縁でやや厚手の器厚 をもち外
反して立ち上がる。口唇部は角状 を呈して

いる。頸部から下位は欠損。
宋霊＞震 学習整の 良好・砂粒・にぷ

い橙
＝コ綾部40％

6
土　 師　 器

ー二王ご

A 17 ．0

B （19 °3）i

頸部は「く」の字状 を皇 し，目線は「八」の字
状で開き，口唇部は大きく外反 している。 ロー横ナデ

普通・砂粒・にぶ
スコ　い橙 50％

P L　72－2
胴部器厚は一定で，なで肩を呈 し中位で最 宋霊＞ヘラナデ リア　にぶ

宣E 大径 を測 る。底部欠損。 い黄
橙

7
土　 師　 器

壷 i

A （16 ．2）

B （5 ．2）

l

目線部は膨 らみをもちやや垂直に立 ち上が 内面－パケ目 i
普通・砂粒・褐灰

スコ
リア
（少）

目線部20％
りを見せ，口唇部は丸味を帯びている。頸
部から胴部の肩 にかけて，大 きく横に張 り
出す様相 を呈 している。

ヘラナデ
外面一横ナデ

パケ目
へラナテざ

8

9

土　 師　 器

一二土ご望

B　29．9

C （8．4）

底部は平坦で，器厚を一定に保ちをがら胴
部へ と大きく弧 を描いて移行し，中位部で
最大径を測 り，頸部へと向かっている。 内面一一へラナデ

やや・砂粒・明褐
軟弱　　　 暗赤

禍
60％

土　 師　 器

賓

B （18．8）

C　 8．2

底部は平坦で胴部器厚 を一定に保 ち，中位 内面…輪積のあと
普通・砂粒・橙

40％
部で最大径 を測 り，内轡 し，頸部へと移行 ヘラナデ
する。胴部内側に輪積痕 を有している。

［

l底部は極端に厚手の器厚 を有しやや平坦で，
胴部は器厚を減 じせり上がるように立ち上
がる。

I

一部パケ目調整
外面－パケ目調整

へラナテⅠ

スコ　にぶ
リア　い褐

10 i土　 師　 器

婆

B （15．0）

C　 8．5

A ll．6

B （8 ．5）

内面－ヘラナデ
外面…ナデ

やや・砂粒・にぶ
軟弱　スコ　い褐

リア 灰褐 ！

底部100％
（30％）

】
ミ中

j
デ
［
l

十 ‾

土　 師　 器 ］
ミ

小　 型　 婆 ［
l
l；

底部は丸底で大 きく張 り出す様相 を呈し，
中位部から垂直 ぎみに立 ち上がり，口縁部
では外反している。口唇部でさらに外反し，
丸味をおびている。

仁ト一様ナデ
内面一ヘラナデ
外面一パケ目

ミガキ

良好・砂粒・にぷ

い黄
橙 i

100％（完）
P L　72…2

ー140－1



（

第101図　第45号住居跡出土遺物実測図（1）

－141－



∴∴。

第102図　第45号住居跡出土遺物実測図（2）

一142－



番号 器　 種 法量（cm）　 器 形 の 特 徴　 「 整 形 技 法　 焼成灘土・矧 備　 考

！
12士票鵠 腰 捕 警渾 墾真夏膳 至芸誓）＝：‾二言 ‾‾‾［二五

13土票器B（5・8）欒誓欒鶴 欝豊謂 紅 禦デ 普通『凱歌 6
橙

14土禁器3（潤 蓋買孟響 拙 甑 度 焦 り 普通・示 二 ‾‾

15土紺 2押 葉孟冊 嘉貰孟管掌簿 行掛 ラナつ 普通・凱 縮底品認％）

止　　　　‖底部は器厚を有し，休部中位まではやや直根 笠霊豊 吉警雛最雲禦学習書孟賢立ち上がる瀾 ＝二言‡妄り　普通槻 褐灰p㌔望＿4ま

全体的に極端に厚手の器厚を有し頑丈なっ
1璃 芸霊昌1；：2 ふ帯 孟畳語鵠 薯豊吉賢立ち上内面－ヘラナデ外面－ナデ

18土高師球鵠 欄 蓋蓋垂讐羞薦 箪 漁 滞 誓ナデ　 良好・砂粒・品 一票

底部は厚手の器厚を有し平坦である。球体　ロー横ナデ
19土高師稀器措 潤 善皇軍粁 讐如欝譜親 慧二蓋蓋藁　 普通。写誓．誓膵 盟

20土高師轟 1誹 摂 蓋芸燕 姿 鷲芸疑 義 翳良好轍 節 義

頸部と球体部の間に稜をもち，日縁部は直
21土師器昌霊 欝謂缶盟腔大きく外反し，やや内面‾へラナデ高　稀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外面一摩滅気味
1 意 慈 3（1冒歴 謂禦露 恋 籠 ナデ ～良好槻 lミ攣 豊

2畢 雷雲（2漕 羞藍香華嘉軍票意冒富鞭 二三三そ芸庸 砂粒．遠軽盟

第媚号住居跡（第103図）

本住居跡はF6e6・e欄査区を中心に確認されたもので，第37号住居跡の東側に位置し，長軸方

向はN－54LEを指す。規模は長軸5・25me短軸4・67me面積24・51n律，平面形は隅丸方形を呈

している。壁高は20～50cmを測り，北東が低く南西は高くなり，壁面はやや垂直に立ち上がって

いる。なお，北壁中央部には第16号土壌が切り込んでおり，切り合いから見てこの土壌は新しい

遺構であると思われる。床面は硬くふみ固められた状態である。柱穴は8か所検出され，Pl～P4

－143－一一



第103回　第46号住居跡実測図
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第104図　第46号住居跡出土遺物実測図

㍉
。

が主柱穴と考えられる0それぞれ円形を呈し，径22cm内外・深さ32～55cmを測り，円筒形に掘り

込まれている。

炉跡は北西壁中心付近に検出され，径74cmを測る円形を呈し，確認面から18cmほど掘り窪めら

れた地床炉である。炉内覆土には焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子等が混入し，ややしまりを帯

びている。炉床は凹凸しておりきわめて固い。

本跡の覆土の色調は，主に暗褐色土・褐色土で，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子等が混入し，

自然堆積を示している。本跡は北壁コーナー・南東壁際等に多量の焼土が出土しており，焼失家

屋と思われる。遺物の出土は多くはかゝが，土師式土器片の検出があった。

出　土　遺　物　解　説　表

番号 器　　 種 法皇（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器 A （14．2）

頸部は「く」の字状 を呈し，口緑部は大きく
外反 し，さらに口唇部で外反する。器厚は ロー横ナデ 良好・砂粒・明赤

口緑部40％要 B （3．9） やや薄手である。 究霊＞ナデ スコ　褐
リア　橙

2
土　 師　 器

小　 型　 壷

A　 5 ．2

B （3 ．8）

胴部は厚手の器厚を有して，なだらかに下
方向へ向かっている。口緑部は直線的に立
ち上がり，口唇部でやや外反 をしている。 外面－ヘラナデ

普通・砂粒・橙

スコ
リア

50％
P L 73－5

3
土　 師　 器 A （13．0）

頚部は「く」の字状 を里し，口縁部は直線的
で「八」の字状 を呈 しており，口唇部付近で 内面－ミガキ 良好・砂粒・にぶ

30％柑 B （9．0） 器厚を減 じ先端は尖がっている。胴部は器
厚を一定にし，弧 を描 くように張 り出して

いる。

外面－ミガキ
（摩滅気味）

い橙
黒

4
土　 師　 器 A （19 ．4）

折り返しロ緑で直線的であり，やや垂直に
近い形で立ち上がる。口唇部は丸昧をもっ ローユビオサエ

普通・砂粒・橙 口縁部25％鉢 B （8 ．0） ている。 嬬 ＞ナデ

5
土　 師　 器

高　 f不

A 18．3

B （4．9）

杯部は直線的な開きを有し，口唇部で丸味
をもっている。 ロー構ナデ

安富＞ヘラナデ

（全体的に摩滅）

普通・砂粒・にぶ
スコ　い橙
リア

稀部90％
P L 73 －6
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第105図　第47号住居跡実測図

第47号住居跡（第105図）

本住居跡はF6e3調査区を中心に確認されたもので，第37号住居跡の西側に隣接する位置にあり，

長軸方向はN－47LWを指す。規模は長軸2．45m・短軸2．4m・面積5．88nfを測り，平面形は隅丸

方形を呈している。壁高は20～30cmを測り，壁はやや外反して立ち上がる。床面は凹凸してかた

く踏み固められた状態である。柱穴は2か所検出され，平面形はPlが円形，P2が楕円形を呈し，

径は17～50cmを測り，深さ15－23cmでⅤ字形に掘り込まれている。

炉跡は床面のやや中央に長径68cm・短径50cmの楕円形を皇し，確認面から12cmほど掘り窪めら

れた地床炉である。炉内には焼土と炭化粒子等が多量に混入し，炉床は焼けたロームで囲い。
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10cM

第106図　第47号住居跡出土遺物実測図

本跡覆土は主に褐色土の色調をもち・焼土粒子・炭化粒子（少量）・ソフトロームが混入し，

自然堆積を示している。遺物は小型の住居跡のわりには多量に土師式土器片の検出がなされた。

出　土　遣　物　解　説　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sI－47

番号 器　　 種 法量（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器

要

A 15．0

B　22．3

C　 6 ．0

底部は厚味 をもち，胴部は弧をもちながら
最大径を測る中位部へと移行 し， さらに内
轡しながら頚部へ至っている。頭部からロ
縁は直線的に立ち上がり，口唇部でやや外
反し尖がりを見せている。

ロー横ナデ
内面－ヘラケズリ
外面－ヘラナデ

へラケズリ

普通・砂粒・にぶ
スコ　い橙
リア　黒補

60 ％

2
土　 師　 器 A 13．6

頚部から口緑にかけて直線的で，目線から
口唇部にかけてはやや外反 して立ち上がり，
先端は丸味 をもっている。胴部はなで肩状
で中位へ移行し，最大径を曲る。中位から
弧をもって底部へ移行する。

口内画一横ナデ
外面1 横ナデ

輪積痕あり

普通・砂粒・にぶ
砂礫　い橙

40％
P L 74－1要 B （21．5） 蔚相月艮

休部内面－ヘラナデ
輪積痕あり

外面－ヘラナデ

雲母
スコ
リア
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番号

3

4

〝Y′′′W．サ「
！

5 i

i

i

6 i

i
き

jSE器　 種　 極 超 （cm）

r
1

】
i
［　　　 器　 形　 の　 特　 徴
】

整　 形　 技　 法
！
慨 成灘 土・色調 i 備　 考

l
土　 師　 器 iA 19．8

l
婆　 極 （6．7）

42［
［
［r

土 師 器 i A 14・2

婆　 i B （16．8）
】！F

江津射ま折 り返し「津家を有 し，全体的に厚手
i鵠 翳 誇 霊 。掴 相 は細身となり

：

掛 ラナデ ． i良好側 勘 縁部100％

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　＿＿ ＿JA＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿」〃〃ム＿、み＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
麻 ‡ナデ 良好轍 が j p 款 2

i［
】土　 師　 呵 A　 9・0

柑 」B （3・5）

慣 欝 譜 難 語 禁 立 ち上がる。［‥J

i

i

宋霊＝蒜孟ナデ　　　　　　 ロ縁部60％

】　　　　 球体部は朝顔状を皇 し，口唇部付近で外反
土　 師　 器 iA 18．8　 し，やや尖がりを見せている。 ［］…横ナデ　　　 i良好・砂粒・にぶ

序部60％
P L　74…32

高　 稀　　 B （6．2）
宋雷＞ヘラナデ スコ　い橙

リア

「 ‾‾ ‾‾‾‾…　　　 脚柱部は円柱状で厚手の器厚を有している。

良好・砂粒・赤
スコ　榎 脚部70％

P L　74－4

7 鳥 師稀器 捗 ）

十 日 つ

裾部は下方へ大きな広がりを見せ，先端は
やや丸味 をもっている。

内面－ヘラナデ
外面…ナデ
裾 …植ナナ リア
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第109図　土　壌　実　測　図（3）
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第日0図　土　壌　実　測　図（4）
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本遺跡で検出された土壌は16基で，遺跡の軋南側の位置に点在している。長径が1mに満た

ない小規模のものが2基，1mから2mまでのものが6暴2mを越す大規模のものが8基で，

平面形もまちまちである。また，焼土粒子が少量含まれており，炭化粒子も検出されたものもあ

る。

第瑠号豊壌（第107図）

本土壕は，喝6調査区に確認されたものでタ遺跡の中心から南西部に位置し，第2号住居跡の

南側で一部切り合っている。土層から観察して，土壌は住居跡より古い時期と考えられる。長軸

方向はN－51LEを指し，平面形は不定形で，長径2・80me短径工55mと規模は大きい。深さは

最深部で1・25mを測りタ平坦な底面である。壁は底から外反して立ち上がり，覆土は暗褐色ま。

明褐色土が自然堆積しており，よく締まっている。

第2号豊壌（第108図）

本土境は，E2g2eg3調査区に確認されたもので，遺跡の中心から南西部に位置しており，第3

号住居跡の北西壁のほぼ中央部を切って所在していた。長軸方向はN－20旦－Eを指しタ平面形は

長方形でタ長径1・摘me短径0・82mの規模である。深さは最深部で純mを測る。底面は平坦で，

壁は底からゆるやかに立ち上がっている。覆土はよく締まった暗褐色土e明褐色土が自然堆積し

ている。暗褐色土には，焼土粒子e炭化粒子が少量撹乱して混入している。

第3号豊壌（第108図）

本土躾は，Elj2eE2a2調査区に確認されたもので，遺跡の南西部第6号住居跡内に検出された。

長軸方向N－1PLEを指し，平面形は楕円形で，長径1・23me短径0・74mのやや小規模なもので

ある。最深部が25cmで，底面は平坦である。壁は底よりゆるやかに立ち上がっている。覆土は自

然堆積でタ各層とも黒褐色を呈し，ハードロームブロックが混入している。

第堵号豊壌（第107図）

本土境は，り2g2調査区に確認されたもので，遺跡の中心から西側に検出され，東側12mに第9

号住居跡が所在している。長軸方向はN－5控－Wを指し，平面形は不定形で，長径3．58m e短径

1・77mの大規模である。深さは最深部が1・20mで，最浅部が40cmを測る○底は平坦であるが，壁

は袋状に立ち上がっている。覆土は自然堆積で総じて暗褐色で，焼土粒子e炭化粒子。ハードロ

ームブロックが混入している。

ー153－



第5号土壌（第108図）

本土壕は，E3C9調査区に確認されたもので，遺跡の中央部から検出された。第9号住居跡が東

側12mに位置し，長軸はN－51LWを指す。平面形は楕円形を皇し，長径1．35m e短径0。96mと

やや小規模な土壌である。底面は平坦で，壁は底よりゆるやかに立ち上がっている。覆土は自然

堆積で，暗赤褐色を室し，炭化粒子e焼土粒子が混入してよく締まっている。

第6号土壌（第108図）

本土壕は，り2il調査区に確認されたもので，遺跡西側のSK－04から南へ8mの所から検出され

た。長軸方向はN－30LEを指し，平面形は不定形である○長径1・50m e短径1．42mを測り，底

面は平坦で，しまりがある。壁は底から外反して立ち上がっている。覆土は自然堆積で，褐色を

皇し，ハードロームブロック・焼土粒子・炭化粒子が少量混入している。

第ア号豊壌（第108図）

本土壌は，E2i7調査区に確認されたもので，遺跡の南西側SK－08の北西方向2mの所に検出さ

れたもので，長軸方向はN…00を指す。平面形は楕円形で，長径0。73m e短径0．63mと小規模の

ものである。底は平坦でしまっており，壁高は30cmで，底から垂直に立ち上がっている。覆土は

自然堆積で，褐色を皇し，炭化粒子e焼土粒子が少量混入している。

第8号豊壌（第108図）

本土境は，E勾7ej8調査区に確認されたもので，SK－07南東2m・SK－09西方側2mの所に検

出されたもので，長軸方向はN－48旦－Wを指す。平面形は不定形で，長径1．Ome短径0．97mと小

規模を土壌である。底は平坦でしまりがあり，壁高は26cmで，やや外反しながら立ち上がってい

る。覆土は自然堆積で，褐色を呈し，炭化粒子・焼土粒子が少量混入している。

第9号土壌（第108図）

本土壌は，E2j8ej9調査区に確認されたもので，SK－08東側2mの所に検出された。長軸方向

はN－47旦－Wを指し，平面形は円形である。長径0．78m e短径0．70mで小規模な土壌である。底

は，凹凸状でややしまりを帯びている。壁高は27cmを測り，壁は外反しながら立ち上がっている。

覆土は自然堆積で，暗褐色。明褐色を皇し，焼土粒子e炭化粒子が少量混入している。

第柑号土壌（第108図）

本土壌は，E3h2調査区に確認されたもので，SK－07の南東約1mの位置から検出された。長軸
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方向はNr359－Eを指す0平面形は長方形を呈し・長径1・33m・短径0・80mである。底は平坦で，

やや軟弱である0壁高は19cmを測り，壁は底から東側でゆるやかに立ち上がっており，西側はほ

ぼ垂直に立ち上がっている0覆土は・褐色・極暗褐色の自然堆積であり，炭化粒子・焼土粒子が

少量混入している。

第11号土壌（第109図）

本土躾は，E3e6・e瀾査区に確認されたもので，SK－12の南側に検出され，長軸方向はN－21。

－Eを指す0平面形は楕円形で・長径3・93m・短径2・25mと大規模な土壌である。底はやや凹凸

を呈し軟弱で，褐色のロームである。壁高は最も深い所で63cmを測る。壁は底から外反気味に立

ち上がっている。覆土は暗褐色・褐色を呈し，炭化粒子・焼土粒子等が少量混入している。

第12号土壊（第109図）

本土境は，E3d瀾査区に確認されたもので，SK－11の北

側に検出された。長軸方向はN－67旦－Wを指し，平面形は

不定形である。規模は長径2．20m・短径2．10mを測り，大

きい。底は平坦でやや軟らかい。壁高は浅い部分で25。m・

最深部で50cmを計測する。壁の立ち上がりはなだらかであ

り，覆土は全般に褐色で，炭化粒子・焼土粒子が少量混入

している。高杯土器の出土が見られた。

出　土　遺　物　解　説　表

1

L lO；CM　‥」

第111図　SK－12出土遺物実測図

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1
土　 師　 器 B （8 ．5 ）

脚 部 は 円 錐状 を皇 し， 裾 部 は広 く開 き を も
ち， 脚 部 内 側 は 輪 穏 痕 を有 して い る。

外 面 － ヘ ラナ デ 並通 ・砂 粒 ・に ぶ 脚 部 50 ％高　 稀 C 16 ．2 裾 一横 ナ デ トl　　　　＿プ 1　　－ノ
い橙

第13号土壌（第109図）

本土境は，F3b9・bo調査区に確認されたもので，Sト19の北側

4mの地点で検出された。長軸方向はN－55旦－Eを指し，平面形

は円形を呈する。長径2・14m・短径2．03mを測り，規模は大きい。

底は平坦でややしまりを帯びている。壁高は55cmで，立ち上がり

は垂直である。覆土は暗褐色で焼土粒子・炭化粒子が少量混入し

ている。土師式土器の検出があった。
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出　土　遺　物　解　説　表
SK－13

I　　　　　　　　　　 I
番号　 器　 工虞　　　　　　　　　 器　 形　 の　 特　 徴

i
i；

整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

＝一様ナデ
体部－へラナデ

普通・砂粒・にぶ
スコ　い橙
リア
雲母

30％

第掴号豊壌（第110図）

本土境は，E2a5調査区に確認されたもので，SI－08に隣接した所に検出された。長軸N－78旦－W

を指し，平面形は不定形を呈する。長径2．57m e短径1．84mを測り，規模は大きい。底は平坦で

ある。壁高は14cm前後で，外反しながら立ち上がっている。覆土には焼土粒子e炭化粒子が少量

混入している。

第摘草豊壌（第110図）

本土壕は，f15e4ee5調査区に確認されたもので，Sト40を切り込んで検出された。長軸方向は

N」7LEを指し，平面形は楕円形を呈している。長径2．80m e短径2．38mを測り，大規模土壌

といえる。底は凹凸状を呈しており，壁高25cm前後で壁は外反気味に立ち上がっている。覆土は

黒褐色士を主体として底面付近はロームブロックが多量に混入している。遺物は，底面に土師式

土器が多量に検出された。

第柑号土壌（第110図）

本土境は，F6e7調査区に確認されたもので，SI－46内のほぼ北東部の一部を切って構築されて

いた。長軸方向はN－64旦－Wを指し，平面形は長方形を呈している。長軸2．43m。短軸0。92mを

測り，規模は大きい。底は平坦で，壁高14cmを有し，壁が外反しながら立ち上がっている。覆土

は黒褐色で，焼土粒子e炭化粒子が少量混入している。

出　土　遣　物　解　説　表

番号 器　　 種 法量（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器

賓

A （18．2）

B （7．7）

器厚 を一定にし，目線部はやや外反し，口
唇部でさらに外反する。頸部から胴部上位
はなで肩状である。

ロー横ナデ
内面－ヘラナデ
外面－パケ目調整

普通・砂粒・橙
10％スコ　にぶ

リア　い橙

2
土　 師　 器

賓

A （16．1）

B （5．9）

贋 糧 轟 摺 精 粗 品 豊 鍔 謂

［コ唇部で丸味を帯びている。胴部は肩部か
らなで状に下方に移行する。

口二様ナデ
内面一ナデ
外面－パケ目調整

普通・砂粒・にぷ
い橙
にぷ
い褐

20％

3
土　 師　 器

賓

A 17 ．8

B （22．8）

胴部は弧状を呈して，中位部で最大径を測
り，頚部は「く」の字状を皇 し，口縁は外反
をみせている。口唇部はなめらかであるが，
尖がりを見せている。

ロー横ナデ
内面…ヘラナデ
外面－パケ目調整

ナデ

普通・砂粒・明赤
褐
褐灰

80％
P L　74－5
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第113図　第15号土壌出土遺物実測図
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第114図　第15号土壌出土遺物実測図

番号

4

岩：÷　　 種

土　 師　 器

法昆 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎土 ・色調 備　　 考

B （24 ．4）

胴 部の器厚はやや一定で中位 よりやや上 で

最大径 を　 り大 きく弧状 を呈 している。 口
一‘血　′・ 外面 －ナデ

普通 ・砂粒 ・にぷ

い橙
胴部 8 5％

婆 縁 ・底部 欠損。

底部 は平 士L「ぐ胴部は大 きく張 り出 し，中位

灰涼 （7 0％）

「1－横 ナデ

普通 ・砂粒 ・橙
砂礫 9 0％5

6

7

8

9

10

1 1

1 2

土　 師　 器
A 1 2．1

B 13 ．4
で最大径 を計 り，頸部へ内轡 を見せ ている。

E l緑部 は直線 的 に開 き， H 唇部 は丸昧 をも

内面 －パ ケ 目調整
外面 －パ ケ 目調整の

柑
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第4章　ま　と　め

小貝川の下流域と利根川が合流するあたりは，広い沖積平野が形成され，自然堤防上に営まれ

た市街地が龍ヶ崎市中心部とその周辺である。この低地を南に望むいわゆる稲敷台地は，あたか

も独立丘陵を連ねたような半島状の地形をなしており，その一部である馴馬の台地には，若柴・

稲荷新田・馴馬の集落がほぼ一直線上に開けている。この馴馬の台地縁辺部は，成沢遺跡（古墳

時代）が所在し，その南東の馴馬地区集落に接して，平台遺跡が位置している。

調査の概要及び遺構・遣物等については，前章で記述しているので，ここでは発掘調査によっ

て明確になった事実をもとにしてまとめ，今後の古墳時代（中期）の集落跡の研究の参考に供し

たいと思う。

今回の発掘調査において確認された遺構は，前述のように住居跡47軒で，古墳時代中期の和泉

期に比定されるものであった。ほかに土壌として分類したものが16基あるが，住居跡と重複して

検出されたものが4基（第1号・第2号・第15号・第16号）で，大半が同時期のものであると思

われるものの，第15号土壌以外は遣物の検出もほとんどをく，適確な資料が得られずその用途に

ついて明らかにすることはできなかった。

住居跡は，一辺5m前後のいわゆる同時代の通常形のものを中心にしているが，調査区東側で，

一辺7mを越す比較的大型の住居跡が多く，その最大は，第35号住居跡（長径9．62m・短径9．42

m）であった。また，最小のものとしては，第47号住居跡（長径2．45m・短径2．40m）が検出さ

れている。

大半の住居跡が炉をもち，多くが床面のやや北西よりの中央部付近に集中している。そのほと

んどが地床炉であり38基を数える。平面形は，楕円形が主でその他は円形と不定形である。炉床

はおおむね固くしまりをもち，焼土e炭化粒子等を多く含有し褐色土e暗褐色土の堆積が見受け

られた。

貯蔵穴としては，概して，平面形が主に楕円形を呈している点，および住居跡のコーナーに設

けられていることなど，この時代の住居跡としては，特別な差異を認めることはできない。前期

の五領期では一方の壁の中央に近い床面に掘り込まれることが多く，やがて鬼高期に竃が出現す

ると，その傍に移動することが知られている。
ヽ

炉と貯蔵穴の相関関係についても，炉跡に最も近い壁に対向する壁のコーナーに貯蔵穴が設け

られていることから，今回の発掘調査でよく裏付けられたことと思われる。

住居跡の大半は四つの主柱穴を有しており，ほとんど規模が一定で，おおむね円筒形に掘り込

まれていた。その中にあって，第21号住居跡及び第37号住居跡は棟持柱と思われる柱穴が検出さ
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れている。また，壁下には，壁溝及び壁柱穴が確認された住居跡もあった。

出土遺物については，土器のうち高球形土器が多量に検出されたのも，和泉期の特徴をよく示

していると思われる。古墳時代前期（五領期）とともに，供献とされているこの種の器形は，各

住居に日常生活の上での必需品の一部とする見解があり，しかも，単体としてでなく複数で機能

したと思われる。第32号住居跡の例に見られるように，高球形土器23個体分以上が一括出土した

ことは注目に値する。その他の出土遺物として顕著なものは，婆形土器e壷形土器の柑形土器の

碗形土器等が検出され，加えて土錘・石製紡錘車e鉄製品が出土している。また，土器の中には

嬢が多量に付着したものも確認されており，さらに，多量の焼土や柱等と思われる炭化材が検出

され，屋根を葺く材料に使用されたと思われる炭化した茅の検出も見られている。

今回の発掘調査で，竪穴住居跡47軒のうち，少なくとも14例の火災による焼失と思われる住居

跡が認められた点も特筆に値する。しかも，住居跡の上部構造等を考えるならば，火災を起こす

確率そのものが高かったとも考えられる。また，この地方の冬季は乾燥した北西風が強くふき，

夏季は晴天が続き雨量が少なくこれら気象条件から考察しても，他住居跡や野火からの被災率が

高かったとも思われ，あながち無視することはできないのではなかろうか。今後，多くの類例の

研究を重ねて行くことが必要と思われる。

前述したように，当遺跡からは，遺構が台地の平坦面に東西に長く分布しており，遺構の遣存

状態は東側のものほど良好である。また，遺跡の南側及び東側のエリア外にまで分布しているも

のと思われる。

龍ヶ崎市管内における，当教育財団の発掘調査で古墳時代に比定されている遺跡は，松葉遺跡

をはじめ7遺跡あまりであるが，そのほとんどが前期にかかわっており，中期は当平台追跡のみ

である。これからみても和泉式土器を検出する遺構は県内では割合い少ないのではないかと思わ

れる。五領期と和泉期との関係は出土した土器を観察すると，器形の上では，際立った変化が見

られず，その意味からも五領期から和泉期へスムーズに移行していったことがわかる。

今後，古墳時代の集落跡を系統的に研究し，数少ない和泉期の住居跡と，その前後の五領期。

鬼高期との関連性を探究し，さらに異聞の国分期と深みを加えながら，それぞれの時代とその背

景をとらえ，さらに流れを考察することも課題であると考えられる。
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